








































異世界温泉に転生した俺の効能がとんでもすぎる




～アンタの中が気持ちいいわけじゃないんですけどっ!?～
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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■プロローグ




　浴バ場スに向かう途中、バスで事故って死んだ。

　噓うそだと思うだろ？　本当の話だ。

　とある地方の温泉に向かうためのバスが、道中山道のガードレールに突っ込んでさ。

　あ、死んだ、と思ったら視界が暗転。

　真まっ暗くら闇やみの中に俺を囲うみたいにモニタのようなものが浮かび上がり、そこに過去の出来事が色々と流れてきたわけだけど、これが彼かの有名な走そう馬ま燈とうってやつなのだろう。

　草くさ津つ熱美あたみ、神かみヶが谷や高校に通う男子高生。

　享年十六歳。

　短い人生だったが、こうやって見直してみると結構色々あったなぁ。

　親が幼い頃に亡くなって、親しん戚せきの家に引き取られ、なんとなく負い目を感じるからバイト漬けで生活費入れて、そんな日々の中で、時々温泉に行くのが趣味で──。

　──と。

　途絶えたはずの意識に、ふわっと光が広がった。

　白を塗りつぶす、眩まぶしい光。

　……眩しい？

　瞼まぶたの裏を焼くように差した太陽の光。

　そう感じるということは、つまり目があるということで。

　──目を開く。

　空に広がる一面の青と、気持ちよく点在する白い雲と。

　天に向かってもくもくと湯気を立てている、露天風呂と。

　──風呂？

　岩が抉えぐれてできたらしい深くて広い空間に、岩の隙すき間まから噴き出るようにして注ぐ温水が溜たまっていた。

　ええっと、なんで目の前に温泉が？　というかここはどこだ？

　もう一度周囲を見渡す。

　すると、視線というよりは視点──まるでテレビのチャンネルが切り替わるようにして、次々と景色が変化した。

　しかもその視点は、温泉のある森のような茂みであったり、その茂みを含んでいるらしい山の中腹であったりと、まるで周囲に設置されたいくつかのカメラを使って、代わる代わる画面を眺めているかのような状態。

　……はて？

　なんだこの状況。

　つーか、見ているだけじゃよくわからないな。

　とりあえず立ち上がって、周囲を散策してみよう。

　立ち上がって。

　……うん？

　身体からだを動かそうとするけど、地面に埋められたかのようにまったく動かない。

　というか、視界は切り替わるけど、よく考えてみると顔も動かない。

　まるで地と足がくっついているような……動けええええ。

　──ぶしゃああああああああああ！

　すると、岩の隙間から湯船に伝つたっていたらしいお湯が、急に勢いを増して流れはじめた。

　え？　なんで俺が身体を動かそうとしたタイミングでお湯が流れるの？

　つーか今更気付いたが、手足の感覚もない。

　そして視界に映っているのは温泉の景色だけ──あ、いや、違う。

　自分の視界──というよりは、視界のようなカメラ的な映像──をよく見てみると、端の方にデジタル文字で、




『現在の温度：50℃』




　と記してある。

　今の温度？　誰の？　俺の？　体温？　意味がわからないんだが？

　あぁ、そうか。俺は多分、夢を見ているんだ。

　目が覚めれば、あの交通事故さえもなかったことになるかもしれない。

　よ～し。とりあえず、目覚めるのを待とうではないか。

　…………。




　──三日後。

　って、待て待て待て、待ちすぎだろう。

　しかも、その間に身体からだが動かせない状態で眠っちゃったりもしたし!?

　勿もち論ろん、ただボーっと待っていたわけではなく、この不思議な状況を色々と調べて見た。

　たとえば、身体を動かそうとした時にお湯が流れた現象があったが、あれと同じように身体を動かすように温泉に変化を起こせることがわかった。

　温水の湯温を上げたり、水質を変えたり、なんの役に立つのかこぽこぽと泡を立てたり。

　そうして温泉の変化を行うと、視界に水温を表記しているようなデジタル文字が出てきてそれを説明された。




『水温が50から60に上昇しました』

『硬度が70から50に下降しました』




　こんな感じで。

　……はて。

　ここで俺、とある一つの可能性に気付く。

　いやいや待て、そんなわけはないだろう。

　でも、温泉とその周辺のみを映す視界や、なにより俺の意思で温泉を操作できているという事実を考えると──。




「……ひょっとして俺、温泉になってしまったのか!?」





■第一章　俺、異世界で湧わきました




　──ガサガサ。

　そんなことを考えていると、近くの森林から物音が聞こえてくる。

　茂みをかき分けるような音と、土を踏むような──つまり、足音。

　音は次第に大きくなり、こちらに向かってきているのがわかった。

「あれ？」

　顔を出すと同時に声をあげた足音の主は、美麗なファンタジー風の少女だった。

　金髪のスリーサイドアップに、澄んだ宝石のような碧あおい瞳ひとみ。

　不思議そうに温泉である俺を見つめる少女の服装は、ロールプレイングゲームで見かけそうな革と金属でつくられた鎧よろい姿で、腰には長剣が差さっている。

　耳が長く尖とがっているけど……衣装といい耳といい、演劇部の練習か、コスプレイベントの帰りかなにかだろうか。

　歳としは俺と同じくらいで、綺き麗れいな顔立ちに、どこか大人びた雰囲気も感じさせた。

　って、少女の外見はどうでもいい。

　せっかく人がやってきたのだ、ここがどこなのか尋ねないと！

　──すみませ～ん！












　俺は心の中で叫んだ。

　…………。

　って、そうだよ！　温泉だから声なんて出ねーよ！　喋しやべれないじゃん！

「ここ、マナの匂においが凄すごいわね……回復の泉の類たぐいかしら。悪いものではなさそうだけど」

　マナ？　回復の泉？　なんの話だ？

　困惑していると、湯船に少女が近付いてきて、湯船の側そばに屈かがんで手を伸ばしてきた。

　──ちゃぷん、と。

　あっ……やだ、少女の手が湯船に……俺の中に入ってくる。

「わ、あったかい！　ひょっとしてこれ、お湯が湧わき出でているの？」

　少女が目を光らせて、ちゃぷちゃぷと湯船をかき混ぜた。

　──ひゃっ、ちょ、ちょっと、やめてくれ！

　まるで、お腹なかのあたりをくすぐられているような感覚。

　くすぐったいので抗議の言葉を口にしたいが、口なんてないので声にはならない。

「ついてるわ～。これって、天然のお湯が溜たまってお風呂になっているの？　こんなの初めて見たけど……」

　そんな、温泉如ごときで大おお袈げ裟さな。

　まぁでも確かに、こんな自然の温泉は珍しいか。

「でも、丁度良かったわ。一日中歩きっぱなしで、汗を流したかったのよね～」

　そう言うと、少女は耳に手を当てながら、周囲をきょろきょろと見回した。

「……うん、誰もいない」

　そして、そう呟つぶやくとにいっと笑みを浮かべる。

　──なんだ？

　そして、着ていた鎧よろいに手をかけて、その下に纏まとっていたメイルやコルセット──コルセットなんて付けている子初めて見た──とともに脱いで地面に置く。

　──は？

　いやいや、ちょっと待て、なんでこいついきなり服を脱ぎだしてるんだ!?

「ん♪　ふーん♪　ふんふん♪」

　彼女が鼻歌なんて歌っちゃいながら脱ぎ捨て──現れたのは、至高の職人が生み出した碗わんのような曲線美を持った乳ち房ぶさだ。

　瑞みず々みずしいゼリーのようでもある双そう丘きゆうは、彼女が身体からだを揺らす度にぷるんと弾み、思わず視線が釘くぎ付づけとなる。

　もし、今の俺に喉のどがあれば、ごくりと唾つばを飲み込んだだろうか。

　少女が、そのまま下のパンツにも手をかけ、ゆっくりとそれを下ろす。

　二本の太ふと股ももに挟まれた位置にあるのは、少女を少女たらしめる神秘に包まれた三角の秘ひ境きようだ。

　って、覗のぞいちゃってるけどいいのか!?　いや、いいよな!?　だって俺、温泉だし。

　温泉だったら、仕方がない。

　少女がゆっくりと湯船に近付いて、足を伸ばした。

　その爪つま先さきが湯船の水みな面もに触れた瞬間、彼女の表情がぱぁああっと明るいものに変わる。

「こ、これは……しっとりとした肌触り、さらさらとした水の感触……そして最適の湯温。これまでに浸つかったことのあるお湯の中でも極上のものだわ……」

　蕩とろけるような表情の少女が、ゆっくりと身体からだを温泉に沈めてくる。

　あ、やだ、俺の中に少女がゆっくりと入ってきて……なにこれ、気持ちいい。

　太くてあったかいなにかが、お腹なかのなかにねじ込まれるような感覚。

　まるで少女と、ひとつになれたような──。




『水の硬度が30から90に上昇しました』




　すると、俺の視界に（アラートのように）文字がポップアップして、デジタル文字を表示させた。

　って、なに!?　硬度が上がったってどういうこと!?

「やばっ、ほんと気持ちいぃ。これ、生き返るんだけど……はぁぁ……」

　慌てる俺をよそに、少女は頰ほおを紅潮させながら、熱のある声で言った。




『水質変化。乳タンパク質に乳脂肪、乳糖にビタミンが加わり牛乳風呂となります』




　って待って待って、それはダメ！　ダメだから！

　興奮したら牛乳風呂になるとかアウトすぎない!?

　いや、汗に興奮している俺がアウトなのは認めるけどさ!?

「ん？　お湯が白く濁にごってきた？　気のせいかな」

　って、静まれ、落ち着け俺！

　この状況の手掛かりについて、彼女を通してなにかがわかるかもしれないんだ。

　いきなり色が変わったお湯を不気味に思われて、逃げられでもしたら大変である。

「気のせいね……それにしても、生き返るぅ～。ずっとモンスターと戦いっぱなしだったしなぁ。この辺りのモンスターが活性化しているという噂うわさは本当だったみたいね」

　で、モンスターってなんだよ。ゲームかよ。

　さっきから、自分のことも、彼女の言っていることも理解の外すぎるんですが。

　そういえば彼女、ゲームのキャラのコスプレみたいな格好をしているけど、もしかしてモンスターがいる世界の登場人物にでもなりきっているつもりだろうか……痛い子？

「それにしても……このお湯、なんだか不思議ね。身体からだがあたたまるだけじゃなくて……なんだろ。力が湧わき出でてくるような」

　少女が、温泉を手で掬すくいながら呟つぶやく。

　さっきから、俺が誉ほめられてるってことでいいんだよな？

　力が湧き出てくるなんて、温泉冥みよう利りに尽きる発言だが──温泉になった俺に、一体どんな効能があるってんだ？




『効能：体力・魔力回復　体力・魔力の一時強化　魔女の呪のろいの浄化』




　とか考えていると、例のごとくデジタル文字で効能が表示された。

　えっと、俺の温泉の効能が表示されたのか？

　んで、体力はわかるが……魔力？　それに魔女の呪いの浄化ってなんだ……？

「んじゃ、ちょっと試してみますか」

　少女がお湯を切りながら勢いよく立ち上がると、頭上に右手を構えた。

　そして、

「──イルフェ！」

　声高に、聞き慣れない呪じゆ文もんのようなものを唱える。

　すると、少女の手の内に仄ほのかな薄緑色の光が集まり、次第に燃え盛る焰ほのおへと姿を変えて、空を焦がすように放たれた。

　なっ……!?　今のはいったい……。

「や、やっぱり、かなり魔力が高まってるわね。体内のマナが増幅してる……魔法代謝がよくなってるみたい。このお風呂の効果だろうけど……」

　少女が、水面を見つめながら不思議そうに呟くと、再び身体を湯に沈める。

　えーっと……ひょっとして、あれか？　今のは魔法ってやつか？

　なにしろ少女は全裸なのだ、種も仕掛けもあるようには思えない。

「このお風呂、本当に凄すごい。今使ったばかりのマナも、すぐに回復してきているのがわかるし、なんなの一体」

　それは俺の台詞せりふだ。

「うふふ。こんな素敵な場所を見つけちゃうなんて、本当にラッキーだわ。村からも近いし、しばらくは通い詰めるのも良さそうね」

　そう言うと、少女が胸を寄せながら立ち上がり、その大きな二つの谷間で温泉を掬った。

　じょろじょろと、胸の谷間から温水が少しずつ零こぼれている様を見て、なにが満足なのかにっこりと少女が笑って見せる。

　お風呂で遊ぶ子供かよ！

　ってかこいつ、一人だからってなんてことやってるんだ。

　そんな、まるで全身がおっぱいに挟まれているみたいで──って、意識するとダメだ。

　おやめください、油断するとまた温泉が白くなってしまうから！

　必死に自制心を高めていると、彼女はバシャンとお湯を湯船に落として。

「これ以上ゆっくりしていたら誰か来ちゃうかもしれないし、そろそろ出よっかな」

　少女は、湯船から上がると、携帯していた袋から取り出したタオルらしき布で全身を拭ふき、再び下着や鎧よろいを纏まとって浴場から出て行った。

　ああ、やめてくれとは言ったが出て行けとは言ってないぞ！　待ってくれ！

　彼女の背中にそう叫びたいが、声は出ない。

　願いも虚むなしく、すぐに彼女の姿が見えなくなる。

　くそう、まだ聞きたいことがあったのに。

　仕方ない、また誰かが来るまで待つしかないか。

　パパパパーン♪




　そんなことを思っていると、突然頭の中に景気の良いファンファーレが響く。

　なんだなんだ？




『レベルアップしました。初期設備が付加されます』




　またさっきみたいなデジタル文字がポップアップしてきたけど……レベルアップ？

　どういうことだ？

　──ボン！

　戸惑っていると、今度は小さな爆発音とともに、温オ泉レ全体を煙のようなものが包んだ。

　混乱に混乱を重ねて状況を見守っていると、すぐに煙は晴れて温泉が姿を現す。

　すると、なんということでしょう。

　野ざらしになっていた温泉の周囲に竹の塀へいが立ち、そのうち一カ所には暖の簾れんの下がる入口ができて、そのすぐ近くには『熱美あたみ温泉』と書かれた看板が立ったのである。

　野生の温泉から、人工的な施設への劇的なビフォーアフター。

　え？　えええ？　どうなってるの？　これも魔法なの？




『塀と入口と立て看板が設置されました。お客さまが入りやすくなります』




　ええっと、レベルアップで初期設備が付加されたって言われても。

　今の流れ、まるで温泉になった俺が客を入れることによって、レベルを上げたみたいじゃないか。

　……うん？

　もしかして、今の俺って、お客さんに利用してもらうとレベルが上がるとか、そういうゲーム的な生き物なの？

　そんな馬鹿なとは思うが、温泉になってしまっている時点で十分馬鹿な、なのだ。

　それにこのよくわからない風景と、先程の少女が使った魔法。

　彼女曰いわく、このあたりにはモンスターもいるらしいし、これまで俺がいた世界とはまったく違うような……はて。

　ふと、ひとつの推測が生まれた。

　もしかして、俺は死んで別の世界──異世界に、温泉として転生してしまったのではないだろうか。

　…………いやいやいや。

　温泉になってしまったというだけでも困惑しているのに、その上異世界!?

　どうしてこんなことになってしまっているわけ!?

　しかも、客に利用してもらってレベルアップってどういうことだよ。




『お客さまリスト機能が解放されました。お客さまリストが更新されました』




　そうやって、困惑をしていると、新たなポップアップと文字。

　があああああ、今度はなんだ。

　お客さまリスト？

　と、視界の片隅に本のようなマークのアイコンが表示されていることに気付いた。

　そのアイコンを、脳内カーソルのようなものを使ってタッチする。

　すると、そのアイコンからノートのようなものが出てきて、ぱらぱらと捲めくられていって、とあるページで止まった。

　そこには、




『お客さまナンバー01　？？？（名前）　？？？（種族）　好感度：10

　身長：そこそこ　バスト：そこそこ　ウエスト：細い　ヒップ：そこそこ』




　こんなことが書かれている。

　ええっと、なんだこれは。

『お客さまリスト』というからには、この温泉を利用してくれた相手のことがリスト化されていくのだろうが……。

　脳内のカーソル──慣れないが、手足を動かすような感覚で操作することができる──でほとんどが白紙のリストを捲めくっていると、巻頭に補足説明のようなページがあることに気付いた。




『このリストが埋まると経験値が溜たまり、レベルアップすることができます。

　また、好感度が高くなると、その対象と念話できるなど様々な特殊効果が発生します』




　つまり、客に利用してもらえれば、俺は温泉としてどんどん成長できると？

　さらに好感度──要するに好きになってもらうってことだよな、それが上がれば色々とさらに特殊な力が使えるようになるということか？

　なんだか、ますますゲームっぽいな。

　あれだ、温泉運営系のシミュレーションゲーム。

　十歩、いや百歩くらい譲って、俺が死んでべつの生き物に生まれ変わった事実は認めよう。

　しかしだ、それが人間どころか、生き物ですらないというのは……どうなんだ？

　いや、待て。

　女の子の裸も覗のぞき放題だし、飯の種を稼ぐために働く必要もないというのであれば、それはそれで悪いものでもないような気もする。

　考え方次第か？　ううん。

　とりあえず、まだわからないことだらけなのだ。

　まずはこの世界の情報を収集して、現状やらその他諸もろ々もろを確認していきたいところだが、そのためにまずやれることは、と。

　…………。

　誰かが近くを通ってくれることを、祈ることだな！

　俺は、足の存在した人間時代の生活がいかに自由なものであったか思い知らされながら、新たな来客を天に祈った。





　　　◆






　翌朝、昨日の少女が再びやってきて、姿形の変わった俺を見て呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

「え、えーっと……いつの間にか立派になってる？　どういうことかしら」

　戸惑い、困惑する少女。

　いやまぁ、そりゃ驚くよな。

　いきなり進化している温泉なんて、普通はありえない。

「まぁ、細かいことを気にしても仕方がないわね。スゴ腕の大工さんがやって来たのかもしれないし」

　いやいや、細かいことでもないような気がするが……。

　まぁ、魔法がある世界なんだ、もしかしたらこの世界ではそういうことが可能なのかもしれない。

　少女は暖の簾れんをくぐり湯船の前までやって来ると、身に付けていた鎧よろいや衣服を脱ぎ捨てて、ためらうことなく発育のよい裸体を曝さらした。

　そして、少女は勢いよく湯船に向かって飛び込んで、

　──ざぼんっ！

　痛つぅっ！　ば、ばか、そんな乱暴に入るなって！

　なんというか、元気のありあまった子供が、お腹なかに向かってロケット頭突きをしてきたような感覚だろうか。

　いやいや、痛い、痛いんですけど。

「ぁ～、やっぱり気持ちいぃ……冒険する前にくればパワーアップできるし、終わったあとにくれば回復もできる。やっぱり、こんな場所通わない手はないわ」

　少女は無邪気な笑みを浮かべながら、そのまま湯船に顔を沈めた。

　そして、お湯の中で息を吐いて、ぶくぶくぶくと泡を立てる。

　ふーふーと息を吹きかけられながら、むにゅんとした柔らかいなにかを押し当てられるような感触──とでも言えばいいだろうか。

　あ、この感触って……もしかして、唇!?

　かああああああと、俺の身体からだが熱くなっていき、湯温が上がっていくのがわかる。

　って、ダメダメ、ダメだから！

　キスじゃないだろ、これは！

　そうやって一人誘惑に抵抗していると、湯船に潜っていた少女が顔を出し、毛についた水分を飛ばす犬のように顔を左右に振った。

「こんな広いお風呂に一人っきりってのも、う～んっ……最高っ！」

　つーかこいつ、一人だからってお風呂で遊びすぎだろ。

　おかげで火傷やけどさせてしまうところだったぞ！

「ねぇねぇ、お風呂さん。ちょっと話を聞いて？」

　すると少女が、今度は両手でお湯をすくって、それに優しい視線を向けながら話しかけてくる。

　それにしても、いちいち独り言が多い奴やつだが、温泉に話しかけたって理解するわけ──いや、理解してるな……。

「私ね、レティシア・クルリララって言うの。見ての通りエルフよ、冒険者として生計を立てながら旅をしているの」

　はぁ……エルフ、エルフっていうとゲームとかでよく見かけるアレだよな？

　言われてみれば、確かにそれっぽい容姿ではある。

「なんで旅しているかって？」

　いや、聞いてないんだが。

「妹が厄介な病気なの。普通の方法では治らない病気だから、それを治すための薬を探す旅をしているって感じ。ろくに町から出られなくてね、本当にいい子なのに不ふ憫びんで」

　思いの外、重たい事情を語られてしまった。

「で、ずっと旅しているけど、その目当ての物が見つからなくて、私も少し参ってきちゃってて……でも、あったまると元気になるものよね。そう思わないかな？」

　わかる。

　だから俺は風呂が好きだし、温泉はもっと好きだ。

「というわけで、私は今日も一日、あなたのお陰で頑張れます！」

　そこまで言うと、少女──レティシアが湯船を上がって、身体からだを拭ふいて鎧よろいを着た。

　そして、満足気に微笑ほほえみながら、温泉から出て行く。

　……独り言が多いけど、悪い子ではないみたいだな。

　と、




『お客さまナンバー01　レティシア・クルリララ　種族：エルフ　好感度：10

　身長：そこそこ　バスト：そこそこ　ウエスト：細い　ヒップ：そこそこ』




　その時、脳内にお客さまリストのページが浮かび上がって、01の欄に情報が追加されていった。

　今聞いた、レティシアの情報が記載されたのだ。

　なるほど、お客様リストはこうやって充実していくのか。




　パパパパーン♪　パパパパーン♪




　と、今度は昨日も経験したファンファーレが鳴る。

　しかも二回。なんで？




『レベルが上がりました。設備が拡張されます。

　レベルが上がりました。設備が拡張されます』




　ああ、もしかしてレベルが二つ上がったということか？

　それだけ一気に経験値が手に入ったということだろうけど……ああ、リストが埋まれば経験値が入るそうだし、これがそういうことか。

　彼女の冒険の目的や名前など、いろんな情報を知ったために多くの経験値を手に入れることができたのだろう。

　んで、レベルが上がったということは……？

　──ボン！

　予想通りに爆発音、その後視界一面に煙が噴き上がる。

　煙が晴れると、浴場には今まで存在しなかったいくつかのものが生まれていた。




『棚が設置されました。利用客を魅了し、継続的な利用を促すことができます。

　スピーカーが設置されました。業務上必要なお知らせを客に伝つたえることができます』




　まずは、浴場に入ってすぐの場所に、石造りの棚ができていた。

　棚には籠かごも置かれていて、要するに脱いだ服を置いておくためのものだろう。

　そして、浴場内の端の方の岩陰には、スピーカーが設置されていた。

　待てよ、スピーカーってことは、放送ができるってことだよな？

　これを使えば人と話せるんじゃないか？

　と、とりあえず試してみよう。

「ピンポンパンポーン♪」

　お馴な染じみのメロディで、お知らせのチャイムが鳴った。

　これでスピーカーから声を出せるはずだが──。

　──ブツッ……ツツツ……キイイイイイン。

　……あれ？

　声が出ない、どうしてだ？

　さきほどポップアップされた効果の説明には、業務上必要なお知らせと書いてあったが……ああ、そうか。

　もしかして、この施設や行事についてのお知らせとか、そういうことしか喋しやべれないってことか？

　じゃあと、今度は業務的な内容を喋ることにする。

　ええっと、内容は──。

「当温泉からのご案内です。当熱美あたみ温泉では、お客様方に楽しんでいただけるよう万全の心構えで努めております。自慢の温泉を、どうぞごゆるりとお楽しみください」

　おお、言えた！

　温泉というよりは、スパリゾートかなにかな気もするが、細かいことは気にしないことにしよう。

　そもそも、温泉になってしまったことだって、異世界に来てしまったことだって、すべてが珍妙で気にしだすとキリがないのだから。





　　　◆






　その夜も、その翌日も、その翌々日もレティシアは温オ泉レを訪れた。

　どうやら、彼女はすっかりこの場所が気に入ってくれたらしい。

　やって来たのは、決まって冒険に出る前と終わった後。

　その間、彼女は色んな独り言を言った。

「ねぇねぇ、このあたりって、昔はドラゴンが住んでいたらしいわよ。そういう伝承が有名なんだって。もしかしたら、この温泉の不思議な力ってその効果かもしれないわね」

「最近、このあたりにはモンスターの巣が増えているみたいなの。おかげでお仕事がいっぱいなんだけど、あなたの力のおかげで楽させてもらってるわ」

「麓ふもとにあるライゲアって村でね、美お味いしいパン屋さんを見つけたんだ。とはいっても、あなたは食べられないわよね」

「同じニールセンという国の中でも、私の住んでいた里はずっと外れの方だから……ここからだと随分と遠いのよね」

　彼女のおかげで、この国や麓の村の名前など、少しずつではあるが色んなことを覚えていくことができた。

　しかし、そうは言っても、相変わらず彼女とは話せないまま。

　あれからレベルも１しか上がっていない、察してはいたがどんどん上がりにくくなっていくのだろう。

　設備の大きな拡張も起こらず、あれから増えたものといえば、湯船の近くに放置された黄色い円形の洗面器くらいだ。




『キュロリン洗面器：お客さまが便利になります』




　……はぁ。

　まだまだこの世界についてもわからないことが多いし、動けなければ喋しやべりもできない温泉ライフが、そろそろ寂しくなりつつある。

　レティシアが来てくれるとホっとするのだが、このままだと孤独感で鬱うつになってしまうぞ。どうにか人とコミュニケーションを取る手段はないものか。




　そんなことを考えていた、五日目の朝。

「んじゃ、今日も頑張ってくるわね」

　いつも通り、独り言を言うレティシアが湯船を出て行くのを見送って、暫しばらくすると。




　ドドドドドドドドドド。




　なにやら、遠くから激しい足音のようなものが聞こえはじめた。

　うん？　なんだ？

　慌てて、音のした方を向く──というか視界を向ける。

　すると、温泉施設の向こう側から、こちらに走ってくる妙な首輪を付けた白い礼服姿──神官かなにかだろうか──の女性が視界に映った。

「あああもう、しつこいですね～」

　神官さんは、長い紫色の髪と大きな胸を揺らしながら、金属製の鈍器──メイスを手に持ち、豊満な胸を揺らしながら必死にこちらに逃げてくる。

　ええっと、なにから逃げているんだ？












　と、彼女を追うようにして、今度は地鳴りの主が現れる。

　緑色の肌と長い鼻を持つ、武器や盾を構えた子鬼のような怪物の群れ。

　──ゴブリン。

　ああそうだ、ゲームや映画で何度も見かけたことのある怪物は、確かそんな名前の怪物だったか。

　群れをなしたゴブリンが地を踏み、大量の足音を重ねることによって、音と揺れが生まれていたのである。

　って、待て待て待て待て。

　物もの凄すごい勢いで、すべてを轢ひき殺ころしそうな感じで迫ってきてるけど、あんなものが施設に入ってくると碌ろくなことにならないぞ！

「こうなったら」

　しかも、神官さんは湯船のすぐ傍そばまで逃げてくると、そこで立ち止まってメイスを構えちゃったりした。

　いやいやいやいや、戦うならもっと広くて安全なところの方が良くないですか？

　そうこうしていると、ゴブリンたちがすぐには暖の簾れんを潜くぐらず俺を取り囲み始めた。

　どうやら、四方を囲んで中の神官を逃がさないようにしているらしい。

　彼らはそのまま、取り囲んだ状態で中に入ろうと、竹でできた塀へいを持っていた武器で壊し始める。

　剣で、斧おので、槍やりで、激しく切り込んだり叩たたいたり薙なぎ払はらったり。

　レティシアが湯船に飛び込んできた時とは違い、温泉そのもの以外の部分は俺ではないから痛みは感じないのか──って、感心している場合じゃない！

「っ……数が多すぎます」

「ヒヒヒヒヒヒ……」

　下品な笑みを浮かべているのはゴブリンたち。

　やばいぞ、このままじゃ温オ泉レが壊されてしまう。

　なんとかこいつら、ゴブリンどもを追い返す手立ては──。

　そうだ！

　俺はすかさず、先日拡張されたスピーカーを起動する。

「ピンポンパンポーン♪」

「ヒ？」

　ゴブリンたちが、一斉にスピーカーの方を見る。

　施設内での暴力行為の注意なら業務的な放送に含まれるはず。

「お客様にご案内いたします。当館の施設、及び設置されている機材などに対する悪戯いたずら、暴力行為などは、禁止しております」

　よし、声に出せた！

「もし該当する行為をお見かけした場合、当施設からご退館いただいた上で、今後の入館をお断りする場合があります。あらかじめご了承ください」

　ゴブリンたちだって、まさか温泉を出禁にはなりたくないだろう。

　きっと、暴れるのをやめてくれる──、

「「「ヒヒヒヒヒヒヒヒ！」」」

　わけないよな。

　言葉、通じないよね。そりゃそうだよね、怪物だものね。

　すぐに興味を失ったのか、スピーカーから神官へと視線を戻したゴブリンたちは、遠慮するどころか彼女へと飛び掛かった。

　飛び掛かったのは、それぞれ剣と槍やりと斧おのを持った、三匹のゴブリンだ。

　慌てて神官さんが武器を構えるが、相手は恐ろしい怪物たちである。

　結果なんて見るまでもなく、このままじゃ彼女はやられてしまうだろう。

　しかし、その刹せつ那な。

　ゆらりと、白い礼服と紫の髪、それに暴力的な大きさの胸が揺れたと思うと、神官の身体からだが消えていた。

　剣と斧が振り下ろされ、槍が突き刺された先には、既に彼女の姿はない。

　ゴブリンたちが彼女の所在を探そうと目を泳がせたと同時、なにかがゴブリンたちを次々と横殴りにして、空の彼方かなたへとぶっ飛ばした。

　ゴブリンたちを襲ったのは、彼女の持っていたメイスだ。

「さてさて、どうしましょう」

　神官は、空遠くへと消えたゴブリンたちへは目もくれず、周囲のゴブリンたちを見回しながらペロリと舌なめずりをした。

　彼女の覇気に、ゴブリンたちは後ずさって怯ひるむ。

　いやぁ……強すぎだろ、あの神官さん。

　なんかめっちゃ速いし、躊躇ためらいなくぶっ飛ばしてたし。

　とはいえ、多勢に無勢。

　一人で数十匹もの怪物と戦うなんて無理なのだろう、そうでないと逃げてくるはずもないだろうし。

　──なにか、彼女を助ける方法は。

　そうだ、この温泉に浸かれば強くなれるという、あの効果があればひょっとして。

「ピンポンパンポーン♪」

　すぐに、俺はスピーカーを起動した。

「当施設からのご案内です。熱美あたみ温泉には、お客さまの生活や冒険に役立てるさまざまな効能があります。体力やマナの回復、一時的な力と魔力の向上など、すぐにでも効果が実感できるものばかりです。是非、ゆっくりとご入浴ください」

　温泉の力をアナウンスする。

　一いちか八ばちかではあるが、彼女が温泉を上う手まく利用してくれれば、可能性もあるかもしれない。

「っ!?　力が……!?」

　即断即決。

　神官さんが、すかさず温オ泉レに飛び込んだ。

　ずどんと、勢いよく飛び込んできた彼女の重量を身体からだの奥、芯しんの底に感じる。

「な、これ……本当に、あっついのが中に入ってきて……凄すごい……」

　レティシアの時とはまたちょっと違って、なんというんだろう、もっとこう柔らかくて温かくて、それでいてもっちりとした気持ちよさ。

　俺の一部である温泉が神官さんの肌を包み込み、神官服に染み込み──やがて彼女の中へと熱いものマナが注ぎ込まれていくのがわかる。

　このまましばし浸つかってもらえれば、神官は万全の状態となるだろう。

　だが、そうは簡単にいくはずもない。

　神官さんの入浴を邪魔しようと、ゴブリンが背後から飛びかかる。

　彼女は、湯船から上がらずメイスを掲げて剣を受けた。

「も、もう少しこのまま……まだ、今の状態じゃ、この数を相手するには……」

　しかし、温泉に浸かりながら戦うのは無理がある。

　次のゴブリンが、神官さんに斧おのを振り下ろさんと飛びかかって──




「人のお気に入りの場所でなにやってんのよ！」




　その時、神官に飛びかかっていたゴブリン二匹を炎の球が飲み込む。

　炎の球が飛んできた方角を見ると、壊れた塀へいの上で剣を構える女の姿。

　さきほどまでこの温泉に浸かっていた、お客さま第一号のレティシアだ。

　レティシアは、ゴブリンたちの群れにつっこむと、流れるような剣捌さばきでゴブリンたちの攻撃を受け、斬きり返し、弓を構える相手には魔法で火の弾たまをぶつけた。

「騒がしいと思ってきてみたら、大変なことになってるわね」

　凄い……こいつ、こんなに強かったのか。

　と、お湯に浸かっていた神官が湯船から立ち上がり、メイスを掲げた。

「なるほど、いいお湯でした。全身にマナが満みち溢あふれてきます。これなら、遠慮なくぶっ殺せるというものです」

　そのメイスの先端に、まばゆい光が集まり始める。

　きっと魔法の素もと──マナというやつが集まっているのだろう。

「チフル！」

　彼女の言葉で、光が温泉全体にまで広がった。

　強烈なフラッシュを焚たいたような目ま映ばゆさが、視界を白で覆い尽くす。

　瞳ひとみなんてものはないはずだが、それでも眩まぶしいものは眩しい。

　やがて視界から白が抜けて、ぼんやりとした焦点と色彩が元のそれを取り戻すと、それまで暴れていたゴブリンたちの姿が消滅していた。

「驚いたわね。一発であの量のゴブリンを倒してしまうなんて……」

　レティシアが、静かになった周囲を見回しながら感嘆する。

　神官さんはにっこりと笑みを返した。

「こちらこそ驚きですよ～。まさか、自分の魔法がこんなにも強力になるなんて。あなたも人間離れした動きをしていましたが、それもこのお湯の効果でしょうか？」

「みたいね。冒険が楽になるから、最近は毎日利用させてもらってるんだけど。なんでこんな力があるのかは私もわかってないわ。見つけたのも最近」

　大丈夫、温泉当人である俺もわかってないから。

「私の名前はレティシア・クルリララ。見ての通り、エルフで冒険者よ。レティシアって呼んで頂ちよう戴だい。あなたは神官さんみたいね」

「クム・ユーリストと申します。ラーダ教の神官です。巡礼の旅をしている途中、うっかりゴブリンの巣に入り込んでしまいまして……こちらも、クムでよろしくお願いします」

「どうやったらうっかりそんなところに行くのよ」

「あはは～。なにはともあれ助かりました。深くお礼を」

　神官──クムさんが、愛想笑いのようなものを浮かべながら頭を下げる。

「……それで、ちょっと質問よろしいでしょうか。このあたりって、人が来ることはあります？」

「うん？　どういうこと？」

「その～……」

　クムさんが、困り顔で自分の姿を見た。

　水分を含み、肌にべっとりと張り付いてしまった服は、彼女の身体からだのラインをくっきりと浮かび上がらせている。

　要するに、風邪を引きそうだし、えっちな格好だ。

　ふとした拍子で破裂しそうなサイズの胸が、濡ぬれた服にみっちりと張り付いて、その存在を強調させまくっていた。

「服を乾かしたくて」

「あー、なるほど。大丈夫だと思うわよ。私は自分以外がここに来るところは見たことがないし……そうだ、火の魔法で乾かすのを手て伝つだってあげるから、一緒にどうかしら。今のでかなりマナも使っちゃったでしょうし」

　レティシアが、湯船の方を見た。

　クムさんが、考えることなくすぐに笑顔で頷うなずく。

「はい、喜んで」





　　　◆






「なるほど、妹の病気を治す薬を探すために旅を……ですか」

　ぐいっと両手を上げて背筋を伸ばしながら、温泉の熱に頰ほおを赤くしたクムさんが言った。

　当然、クムさんは裸だが、外したくないのか、外せない理由があるのか、首輪だけはそのままだった。

「ええ。体内のマナが漏れ出て枯渇してしまう病気なんだけど──」

　そのすぐ隣りに肩を並べて浸つかっているのはレティシアだ。

「魔ま漏ろう病びようですか。なるほど、それは災難ですね」

「知ってるの？」












「マナを扱う素養が高すぎると、その吸収量や排出量に耐えきれなくなって身体からだや精神の弁が緩くなってしまう。普通は開閉するマナの入口が開きっぱなしのような状態になる病。人間には縁のない病気ですが、巡礼の旅なんてやっていると色々物知りになるんですよ」

「へ～、まぁそれで、この付近で超万能薬エリクシルを見かけたという噂うわさがあったからやってきたんだけどね……なかなか見つからなくて」

「なるほど……」

　クムさんが難しい顔をする。

「どうしたの？」

「いえ、なんでもないです。かなり大変な探しものをされているみたいでしたから、ご苦労を察してしまって。見つかるといいですね」

　すぐにクムさんが、笑みを浮かべてそう答えた。

「まぁ、薬以外でもなんでもいいんだけどね。たとえば、知性が高く、莫ばく大だいな量のマナをコントロールできるような、主人を求めている精霊やドラゴンなど上位種との契約とか」

「確かに、レベルの高い種と契約すれば、マナの共有を通じて相手から制御してもらえますしね。実際、そうした治療法で治すケースも多いらしいですし」

「ただ問題が、あの子の場合はそんじょそこらのマナ量ではない上に、精霊や上位種は相手を格上と認めでもしないと契約できないでしょう？　リザ──妹のマナを制御できて、彼女と契約してくれる相手が見つかりそうになくて」

　レティシアが肩を竦すくめた。

「それはそれは、本当に大変ですね」

　クムさんが苦笑いを返す。

「はぁ……しかし、本当に気持ちいいですね、このお風呂」

「でしょ？　でしょ？　うっかり長湯して、そのまま眠ってしまいそうな心地良さ。広くて足が伸ばせるし、お湯の温度は熱すぎず温ぬるすぎず。まさに極楽ってやつ」

　レティシアがうっとりとした表情で言うが、こちらこそ極楽だ。

　肌と肌を重ね、自分の中に入られる感覚とでもいうのだろうか。

　入浴者と一体になるそれは、ともすれば脳が蕩とろけてしまうのではないかと思えるほどに気持ちが良く、恍こう惚こつとしたもので、しかもそれが美少女二人ときている。

「しかし、不思議ですね。こんな凄すごいものがあれば、周囲では有名になってそうなものですが……他に人が来る気配すらないですし」

「本当にそうなのよ。それに、他にも不思議なことがあるの。少し見ない間に設備が増えていたり……壊されちゃったみたいだけど、周りの塀へいや入り口がそうね。最初私がここを見つけた時はなかったのよ」

「なかったのに増えた？」

「ええ。最初は誰かが魔法でやったのかと思ってたけど。あの棚とよくわからない道具、それにそこのお湯を掬すくう容器も増えたわ」

　レティシアが、入口近くにできた石造りの棚と、浴場の端の方に設置されたスピーカー、椅い子すに洗面器を見た。

　と、それを聞いていたクムさんが、なにかを思い出すように頷うなずいた。

「不思議といえばさきほど、あの箱から声が聞こえて、私にあのお湯の効能について教えてくださいましたね。まるで、私の危機を助けようとばかりに」

「助ける？　このお風呂が？」

「ひょっとすると、生きているのではないでしょうか？　施設の設備が増えているのは、成長しているからというのはどうでしょう」

　おおお、凄すごいなクムさん！　その通りだ！

　でも、あっさりと温泉が生きているだなんて発想になるなんて……もしかして、この世界ではそういうことが珍しくないのか？

　すると、レティシアがハっとなる。

「魂機物グリムってこと？」

　クムさんが頷いた。

　なんだ？　魂機物グリムって。

「願望や怨えん恨こんの類たぐいが魂となり、武器や防具や道具、はたまた土地や建物といったものにまで宿ってしまったもの。人や土地によっては精霊の憑ひよう依いとも呪のろいとも言いますが、それがこの泉に発生しているのだとすれば」

　なるほど、呪われたと言えば聞こえは悪いが、俺の世界でいう付つく喪も神がみのようなものか。

「調査の必要があるかもしれません。パワースポットはモンスターを引き寄せる力がありますし。事実、最近この周辺に巣が増えているという話もあるみたいなので」

「それも、神官のお仕事なの？」

「人々の平和と幸福に奉仕するのがラーダ教徒の務めです。魂機物グリムは人の驚異となることもあれば、利益を与えることもあります。それを見極めなければなりません」

「でも、見極めるってどうやって？」

「うーん……ひとまず、可能なら対話がしてみたいものですが」

　対話、なぁ。

　そりゃ、俺もしたいと思っているけど。

　業務的な連絡以外だと、あのスピーカーは使えないわけだし。




『機能解放：実体化

　あなたの存在を望む者が現れたことにより、実体化の機能が解放されました』




　その時、突然こんなメッセージが脳内にポップアップしてきた。

　うん？　機能解放？　実体化？

　なんだろうこれ。

　さらにメッセージが表示される。




『実体化：マナを使用して魂を実体化させます。

　使用したマナは自動的に回復し、マナの最大値と回復速度は名声に依存します。

　消費したマナに応じて、作った実像の精度が上がります』




　えーっと、要するにあれか？

　温泉の姿ではなく、魂の姿になることができるということか？

　それがどんな姿なのかはわからないが、もともと人間だったことを考えると、おそらく死ぬ前の姿なのではないだろうか。

　とりあえず、使ってみればわかることだ……こんな感じか？

　すると、六畳間くらいの広さはある浴槽の真ん中付近、レティシアとクムさんが肩を並べて湯に浸つかるすぐ近くに、煌こう々こうとした白い光が出現した。

「きゃっ、なに!?」

「魔法!?　……いや、違います」

　二人は慌てて立ち上がると、光に対して身構える。

　そこで、ぐいっと視界が揺れた。

　これまでは俯ふ瞰かん的てきだったそれが、人の持つものへと変わる。

　人間の背の高さとなった視線の先、すぐ正面にレティシアとクムさんの裸が映った。

「は？」

　啞あ然ぜんとした表情で、そう言ったのはレティシアだ。

「ええっと～……」

　クムさんは、こちらを見て不思議そうに小首を傾かしげる。

　俺も、自分の身体からだを見た。

　顔は確認できないが、思っていた通り人間だったし、おそらく死ぬ前の姿そのままなのではないだろうか。

　ちらりと浴槽の方も確認すると、お湯を張った岩盤はそのままの状態で、俺が実体化しても温泉はそのまま残り続けるようである。

　で、まぁ、そこまではいい。

　問題は、なぜか今の自分が全裸であることだ。

　レティシアとクムさんの視線が、俺の下半身に集中して、二人ともボっと頰ほおを赤らめる。

　…………。

「え、えーっと……俺はだな……」

「出ていけ、この変態いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

　レティシアが頰を紅潮させて、叫びながら俺に向かって右拳こぶしを振り上げた。

「って、おおい、ちょっとは人の話を聞けよ！」

　慌てて避よけようとするが、相手はこの世界で剣を振り回してモンスターなんかと戦っちゃったりする冒険者だ。

　温泉になる前はただの高校生でしかなかった俺が、彼女の拳を避けられるはずもなく。

　──スカッ。

　だが、彼女の拳は空を切った。

　避けたのではない。通り過ぎたのだ。

「え？　な、なに？　どういうこと？　どうして当たらないの？　もしかして……ゴースト系のモンスター!?」

「違う、そうじゃなくて！　俺はこの温泉そのもので──ああああ」

「温泉ってなによ！」

「温泉は温泉──ああ、この風呂のことだよ！　って、そっちはどうでも良くて！」

　ええっと、どう説明すればいいんだ!?

　俺がこの温泉自体だなんて、いやいや語れるはずがない。

「そのものってなによ、アンタ人間じゃない！　しかも幽霊！　クム、除霊よ！　神官的な魔法を使って、この変態ゴーストを消滅させて！」

「なかなかおっかないことを言うな!?　だから、俺はゴーストなんかじゃなくて、この温泉ではあるけど温泉でもなく……ええっと、もっと違う世界の、神かみヶが谷やという──」

　と、説明しようとしていると、いきなり視界が閉じて世界がブラックアウトする。

　瞬間、再度ぶつんと映った視界は、人間の目線のそれではなく、俯ふ瞰かん的てきなカメラ映像のようなものへと変わっていた。

　温泉に、戻ったのか？

「って、あいつどこに行ったのよ!?」

　レティシアが慌てる。

　ええっとつまり、溜たまっていたマナがなくなった？

　たったあれだけの時間で？

　クムさんが、真剣そうな表情で「ふむ」と頷うなずいた。

「もしかして、先ほどの方は……このお風呂の精霊だったんじゃないでしょうか」

「精霊!?　さっきの変態が!?」

「私と喋しやべりたいから出てきたみたいなことを言ってましたし、なにかお困りだったのでは。それに、最後はこうも言ってました。神、と」

「神!?　神さまだっていうの!?」

　レティシアの言葉に、クムさんが頷うなずいた。

　いや、それは神かみヶが谷や高校と言おうとしただけで、べつに神さまなんて名乗ろうとしていたわけではないんだが!?

「推測ですが……まだ力の弱い生まれたての精霊、それも神の格を持った存在なのかもしれません。大きかったですし」

「なんの話!?」

　本当だよ！

「か、神の格って、精霊の中でも一番上位の存在だし、普通だといろんな人たちの信奉を集めて辿たどり着つける高みのようなものよね？　生まれつき神なんてことはあるの？」

「極ごく稀まれですが。しかし、神の力を示す器は備えても、本人はそういうわけではない。未熟故、物理的な肉体を持てず、姿を形作れるのもごく僅わずかな時間だけのはずです」

「なるほど……」

　レティシアが頷いた。

　え、えーっと、思いきり勘違いされているような。

　俺は神なんかじゃないんだが……。

　まぁでも、力不足で不完全な状態だったというのは多分そうだな。

　手足の感触はなかったし、全裸の女性二人を目の前にして、大事な部分もご立派な状態にならなかったし……いやぁ、力不足でよかった。

「いずれにせよ、世界の調和を望むラーダ教徒である私は、これを調べる必要があるみたいです。こんな強力な能力、悪用する者が現れれば脅威となってしまいますから。それにもし、お風呂──いえ、〝温泉〟本人がそういうことを望んでいた場合──」

「世界に害する神。邪神ってやつよね」

　レティシアが険しい顔をして頷いた。

　いやいや、だから神なんかじゃないんだってば。

　なんで勝手に恐れられちゃってるわけ!?

「そのために、私は明日も〝温泉〟に浸つかって成長の様子を見ていこうと思います」

「そっか──って、え？　また入るの？」

「魂機物グリムは、使用することによって成長します。その様子を見たいのであれば、自分もその手て伝つだいをした方がはやいじゃないですか」

「男なのよ!?　この温泉の神ってやつ！」

「気にしなければいいと思うんですが……」

「わ、私はそんなに単純ではないの！」

　レティシアが必死に言うと、湯船から上がって全身を拭ふき始める。

　そんなに怒らなくても……と思いはするが、この状況を見ている俺なのだから、むべなるかな説得力もない。

「じゃあ、レティシアちゃんはもうここには来ないと？　冒険が楽になってるって言ってませんでしたっけ」

「神さまとはいえ、男に見られてる状態でお風呂なんて、私はゴメンよ」

「でも……レティシアちゃんの旅の目的を考えても、この温泉にはやく成長してもらった方が良さそうですけど～」

「え？」

　レティシアが不思議そうにクムさんを見た。

「回復の力を持っている泉が、成長するんですよ？　力を上げ、マナを上げ、いろんな補助効果を持っているこの泉が成長するということは？」

「──あ」

　なるほど……俺にもクムさんが言いたいことがわかった。

　つまり、俺が成長して温泉の効能をパワーアップさせれば、レティシアの妹も救えるかもしれないということか。

「いやでも、本当にそんなことができるのかわからないじゃない」

「でも、可能性はある。もともと、雲を摑つかむような状態で旅をしていたのでしょう？　可能性だけでも十分だと、私は思うのですが」

「う、うう」

「私は、レティシアちゃんも一緒だと助かります。温泉さんが育つのがはやくなるでしょうし、女一人で野外のお風呂に浸つかるのは、やっぱり怖いし抵抗もありますし。お仲間さんがいると助かるな～って」

　どことなく欺ぎ瞞まんすらも感じる、あざとい笑みを浮かべながら、クムさんがレティシアを誘う。

　それを聞いたレティシアは、しばし頭を悩ませて。

　だが、ああもうと頭を横にぶんぶんと振り、なにかを決心したらしく頷うなずいた。

「ああもう、わかったわ。そうね、クムの言う通りよ。そもそも、他に方法が見つからなくて困っていたわけだし。私も通うわよ！」

　盛大に、わざとらしく溜ため息いきを吐つきながら、そう答えるのだった。





　　　◆






　翌日、再び一緒にやって来た二人は、俺こと温泉を見て固まった。

「あら～……ずいぶん派手に大きくなりましたね」

「ここまで変化するとは思わなかったわ……本当に驚かされるわね」

　敷地が広がり、以前の１・５倍くらいだろうか。

　昨日ゴブリンたちに壊された竹の塀へいも復活して、しっかりと四方を囲んでいる。

「どうして入り口が二つになったんでしょう。それに、この文字は一体……」

　入り口は二つになり、かけられた暖の簾れんにはそれぞれ『男』『女』と書いてある。

　ああそうか、漢字が読めないのか。

　この世界の住民と、何な故ぜか言葉は通じているが、読み書きはそうもいかないらしい。

「入ってみればわかるんじゃない？」

　レティシアが、物もの怖おじせずに『男』の暖簾をくぐって中に入った。

　すると、昨日の二倍ほどの大きさになった湯船が、竹の衝つい立たてで半分に仕切られていた。

　衝立は浴場の端までまっすぐに続いており、その向こう側はこちら側から見えないようになっている。

「もしかして、二つの入り口は男女を分けるためのものではないでしょうか」

　おお、クムさん察しがいい。

　彼女はそのまま湯船に近づき、そっと手を入れる。

　そして、すぐに表情を強こわばらせて。

「……レティシアちゃん、来てください」

「えっ!?　これって……もしかして」

「ええ、間違いありません。状態異常回復の効果が、この泉には増えています」

　彼女の推測した通り、俺の温泉はレベルアップによって回復の効果を強くしていた。

　追加されたのは、状態異常を回復する効果だ。

　今の効能はこんな感じ。




『効能：体力・魔力回復　体力・魔力の一時強化　魔女の呪のろいの浄化

　毒・麻ま痺ひ状態の回復』




　まぁ、今はまだ、レティシアの妹がかかっている病気を治すことは無理なんだろうが……。

「とりあえず、昨日と比較しても特別邪悪な気配が増えたという気はしませんが、この先ももう少し調べる必要がありそうですね。レティシアちゃんはどうします？」

　クムさんがにっこりと笑みを浮かべながら、確認するように聞いた。

「意地悪な聞き方しないでよ！　そうよ、来るわよ。神さまが男って部分だけ引っかかるけどさ！　変なことをしたら、人を気持ちよくできない身体からだにしてやるけど」

　人を気持ちよくできない身体からだってなんだよ。

　とりあえず、まだ怒ってるみたいだから当分姿を見せない方がいいな。

　しかし、ということは、この二人は常連として温泉に通ってくれるというわけか。

　これはかなり理想的な展開なんじゃないか？

　この調子でどんどんお客を集めて、レベルを上げていけば、いずれきちんと肉体を持った実体化ができるようになって、温オ泉レを楽しむこともできるかもしれない。

　飯の心配もいらず、働くというわけでもなく、女の子の裸を鑑賞しちゃったりもしながら、のんびりと過ごす日々。

　そう考えると、案外悪くないような気もしてくる。

「そういえば、今朝方酒場で、この〝温泉〟に興味のありそうな知り合いがいたので、声をかけておきました。なるべくはやく成長してもらった方がいいですから」

「なるほど。確かに、この温泉にもっと人が集まるようにした方がいいわね」

　この調子だと客もこの二人が呼んでくれそうだしな。

　……よし、決めた。

　お客を集めて、レベルを上げて、立派な温泉になって、いずれ温泉じぶんを堪たん能のうしてやろうじゃないか。

　ただただ目的もなしに自堕落な温泉生活を楽しむ、それこそが目的。

　目指せ、理想的なスローライフ！

　とりあえず、次はクムさんが呼んでくれた客だな。

　彼女の知り合いというからには、神官さんだろうか。

　美少女だといいけど──。




　そうして、レティシアとクムさんが温泉を出て数時間後。

　さっそく、この温泉に近づく、二つの足音が聞こえてきた。

　もしかして、クムさんが紹介してくれた客だろうか。

　やがて足音の主が視界に入る。

「ここが例の泉だな、弟」

「そうだな兄者、神官殿には感謝だ。入っているだけで筋肉がつくという不思議な泉。本当に実在したとは」

　現れたのは、毛皮でできたワイルドな鎧よろいをまとい両刃の大おお斧おのを背負う、むさくるしい二人の大男。

　……いや、男だって来る可能性があるのはわかっていたさ。

　でもさ、いきなりこんなムサすぎる奴やつ等らがくるなんて、思いたくないだろう？

　二人は施設の中へと入り、男湯の暖の簾れんをくぐると、そのまま湯船の横で躊躇ためらうことなく鎧よろいを脱ぎ捨てる。

　隠されることなく披露される、男たちの全裸姿。

「それにしても兄者よ、また一段と逞たくましくなったようだな。先日のドラゴン討伐でまた鍛えられたか」

「わかるか弟よ。この肉体美、自分でも惚ほれ惚ぼれしてしまう。もしかすると、俺は魔性のマッチョ──略してマッチョになってしまったのかもしれん」

　力こぶをつくるように腕をあげて、互いに全身を見せつけ合うようなポーズをする二人。

　いやいや、結局マッチョじゃねぇか。

　俺のツッコミが聞こえるわけもなく、二人はそのまま準備体操を始めると、湯船から少し離れたところでクラウチングスタートのようなポーズを取った。

　真っ裸で、天に尻を突き上げて。

「では、参ろうか兄者」

「ああ、弟よ」

　二人が一歩、力強く湯船にダッシュをする。

　え？　ちょっと、なにをしているの……？

　もしかして、その勢いで湯船に突っ込むとか言わないよな!?

　誰かが入ってきた衝撃とかそういうの、俺感じちゃうんだけど!?




　ザバアアアアアアアアン！




　水が上がる感覚とともに、二つの逞しい肉体が俺の湯船を貫いた。

　身体からだの奥を熱くて太いなにかが、グイっと突き上げるように押し上げてくる。

「「はははははははははは！」」

　って、なに湯船でハシャいでるの！　激しくお湯をかけあってるの！

　やめろ、やめろください！

　お湯の中で遊ばないで！　暴れないで！　優しくして！




　ッ────アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！





　　　◆






　夜、熱美あたみがもう眠ってしまった後。

　温泉の敷地内で、怪しげな人影が動いた。

　その影は湯船に近付くと、手を伸ばして湯船のお湯を掬すくい取とって、礼服をまくり上げるようにして露出した下肢の奥──秘裂の中へと、指を使ってそれを押し込む。

「んっ……はぁっ！」

　その快楽の衝動で、影は激しく海え老び反ぞりになりながら声を漏らした。

　零こぼれた湯水が太ふと股ももを伝つたい落おちて、放尿してしまったかのように湯が石でできた路面に染みをつくる。

「ひ、ひとまず、時間帯による変質はないみたいですね。この手の魂機物グリムの場合、夜になると性質が変わることも少なくないのですが……」

　一連の行動は、温水の性質を調べるためのものだった。

　影が、今度は首元に手を伸ばして、そこについた枷を緩める。

　そして、両手を広げるようにして立ち、全身に淡い緑色の光をまといはじめた。

　ありとあらゆる生命から排出されるエネルギー、魔法の元となるマナだ。

「あなたなら、所有権くらいはわかるでしょう？　誰かと契約しているか、生み出されたものか。正常なものか、危険なものか」

　光が、影の正体を周囲へ明らかにした。

　腰まで落ちた紫の髪に、どこかのんびりとした雰囲気を感じる垂たれ目。

　ラーダ教の神官、クム・ユーリストだ。

「んぅ……はっ。なるほど……この温泉さんは、まだフリー、ですか。ということは、本当に自然なものなのか、あるいは自然環境で育っているだけ……ってことになりますね」

　クムが、顎あごに手を当て、考え込むようにして独り言を続けた。

「あなたも気付きましたよね、この泉の持つ不思議な力。魂機物グリムとして、というよりはもっと違う。そう、私の奥のあなたに働きかけ、まるで溶かすような。まだ力は弱いですが、不思議な力を感じます……」

　そして、しばらく難しそうな顔をした後に。

「様子を見ましょう。なにせ、もしラーダ様に仇あだ成なす者──ましてや、万が一にも魔女に関わる者とあれば、消す必要があるのですから」

　そう、穏やかに呟つぶやくのだった。





■第二章　異世界温泉経営生活




　小鳥の囀さえずりに意識を覚ました俺は、まず周囲を見回した。

　昨晩から一帯の景色に変わりがないこと、そしてまだ誰も客が来ていないことを確認すると、心の中で欠伸あくびをしながら伸びをする。

　俺がこの世界に来てから、はや二週間。

　曜日の名は元いた世界と違うが、この世界の一週間は向こうの世界と同じ七日間周期──なので、十四日目の朝である。

　まずは、日課となってきているステータスのチェックを行う。




『温泉レベル：10　名声：55　貯蓄マナ：１２５０』




　１からスタートしたレベルも今や10。

　レベルは（経験値テーブルが存在するゲームのように）高くなればなるほど上がりづらくなる仕様だったが、それでもレティシアとクムさんがクチコミで客を増やしてくれたこともあって、順調に上昇して施設は拡張された。

　入り口はちょっとした木造の屋根付き施設になって、下げ駄た箱ばこやロビーもついたし、誰も使ってはいないが番台までついた。

　これらはすべて、客の定着率を上げるための効果があるらしい。

　そこから男女に分かれた暖の簾れんをくぐると脱衣所に着き、そこから掛け湯などが設置された浴場へと繫つながっている。

　しかしもう、ここまで来るともう立派な温泉施設である。

　温泉の効能もパワーアップした。




『効能：体力・魔力回復　体力・魔力の一時強化　魔女の呪のろいの浄化

　毒・麻ま痺ひ・石化・混乱状態の回復』




　石化や混乱の回復というものにどれほどの価値があるのかわからないが、まぁ冒険者的には便利になったということだよな。

　相変わらず魔女の呪いの浄化というものについては謎なぞだが……その他、自分の温泉としての機能について判明したことも数多くある。

　その中で一番重要な物が、汲くみ上あげられた湯を通じても視覚と聴覚が確保できるというものだ。

　どうやら、温水そのものも俺の一部として機能しているらしく、たとえば容器などに詰め込まれて運ばれると、その容器越しの風景を見たり音を聞いたりできる。

　当然、容器の内側から見るような形なので、透明な容器に入れてもらわないとダメだし、時間が経たつと湯が冷めるようにして見えなくなってしまうので、どこでも自由に覗のぞける便利な力ではないのだが……。

　切断された蜥蜴とかげのしっぽみたいに、しばらく動ける感じとでも言えばいいだろうか。

　汲くみ上あげられた温水と源泉の湧わく湯船に物理的な繫つながりはなくても、マナを通して魔法的な繫がりが残るのかもしれない。

　まぁ、そんなこんなで温泉の成長は順調だった。

　このままいけば、そう遠くないうちに自分の湯を堪たん能のうできるかもしれないな。

　……と、そんな風に自分の中でこれまでの情報を整理していると、一番風呂の客がやってくる。

「どうやら今日も一番風呂のようだぞ、弟よ」

「仕方ないさ兄者。なにせ、我々よりも筋肉がある人間はいないのだから」

　筋肉の有無がやって来る順番に関係あるのだろうか。

　よくわからないことを言ってのける二人の大男は、この温泉にとって三人目と四人目の客であるグランハルト兄弟だ。

　兄のハッサム・グランハルトと、弟のレイサム・グランハルト。

　二人は、最強の漢おとこを目指して大陸中を旅していたところ、同じように旅をしていたクムさんと知り合い、彼女の紹介でこの温泉へとやってきたのだという。

　相変わらず、荒っぽいお湯の入り方はスピーカーを使って注意までしたというのに直らないが、まぁでも毎日通ってくるのを相手にしているうちに大分慣れてきた。

「さて兄者、今日もどちらが優れた筋肉か勝負しようじゃないか」

「ああ。今日こそは我が背中を越えていくがいい」

　二人が脱衣所へと消えて行く。

　つーか、筋肉の量なんて一日じゃ変わらないだろ……。

　男の脱衣所の様子なんて見る気はしないので、敢あえてそちらを見ないように視点を切り換えていたら、入口に次の二人組の客が映った。

　一人は、身軽そうな鎧よろいを身に纏まとい、腰に長剣を差したエルフの少女。

　そしてもう一人は、白い神官服を身に纏いメイスを片手に持つ女性である。

　レティシアとクムさんだ。

「はぁ～……ほんっと最悪だわ。朝から変な冒険者に絡まれちゃうし。こちとらそんなに安い女じゃないっつーの」

「あらあら、女としての魅力があるってことだから悪いことじゃないですよ。私は、その、お酒が入ってる時にうっかりやらかしたことがあるのでご遠慮願いたいですけど……」

「え、う、うっかりって、なにをやったの!?　そ、その、お持ち帰りされたとか？」

「うっかりメイスで殴って半殺しに」

「あぁ……」

　段々とこの二人のことも理解してきた。

　生き真面目まじめなレティシアと、天然のクムさん。

　温泉を通じて知り合ったばかりのはずの二人だが、いつの間にか長年付き合った親友のように仲良くなっていた。

「まぁでも、変なことしてきた相手に遠慮する必要はないから、それはいいんじゃないかしら。たとえば、変な視線で私たちのことを見ている奴やつがいたら──」

「それはもう、どこが壊されるかわかりませんよね～」

　クムさんが笑みを浮かべながら、ほんわかとした口く調ちようで怖いことを言う。

「らしいわよ？　精々、嫌らしい目で私たちを見ないことね？」

　レティシアも、周囲を軽く見回しながら、冷たい表情でそう言い放った。

　俺に言ってるんだよな。

　とりあえず、相あい槌づちを打つように、

　──ピンポンパンポーン♪

　スピーカーから音を鳴らし、適当な生返事にしてみた。

「頷うなずいているみたいだけど、本当かしら。大体さ、本当はもう入りたくないのよ。少しでも成長をはやめるために使ってあげてるけど……」

「あー、そうだ。予想以上にお客さまが増えていますし、レティシアちゃんはもう使わなくても成長は保証されてると思いますよ？　あとは私や他のお客さまに任せて、経過だけ見にくるというのはどうでしょう？」

　クムさんが、含むところのありそうな笑みを浮かべながらレティシアに言った。

　すると、レティシアはなぜか動揺して、

「そ、それはそうかもしれないけど！　でも、ほら、冒険の前に入ると強くなれて楽じゃない！　そ、そうよ、強くなれるから私は入ってるのよ！」

　ごまかすように、強い言葉でクムさんに返す。

「強くなれるから入ってるの！　勘違いしないでね？　アンタの中が気持ちいいわけじゃないんですけどっ!?」

　そして、天井に向かって言い訳をはじめるが、誰に言っているんだ誰に。

　とりあえず、温オ泉レが気に入ってもらえてるのだけはわかった。

「ま、まぁ、覗のぞいてないならいいのよ！」

　しかしまぁ、申し訳ないけど見てないはずないよな……。

　なにせ、俺はこの温泉そのものなのだ。

　いくら視線を逸そらそうとも、仮に二人を見ないようにしたとしても、不ふ埒らちなことの想像を止やめることは無理だし、むしろ俺はその感触から逃れることができない。

　二人の乳やら尻やら太ふと股ももやらは現在進行形でしっかりと観察できているし、湯船に浸つかられてしまえばしっかりと感触も伝つたわるのである。

　そんなわけだから、ちょっとした罪悪感や怒ったレティシアへの恐怖なんてものを多少は感じつつも、せっかくなのでと今日も二人の触り心地を楽しむ。

　俺の全身の素肌で、彼女たちのそれを綺き麗れいに包み込み、素肌同士でひっつき合うような感触とでもいえばいいのだろうか。

　豊満なバストや瑞みず々みずしい柔肌を、全身を使って存分に感じまくる。

　クムさんはまだしも、レティシアにバレたらこの温泉を壊されてしまいかねないが、俺は温泉であり不可抗力だ、仕方がない。

　この瞬間は、本当にこんなことを思うんだよな。

　はぁ～、温泉になって本当に良かっ──




　──バチャン！！！！（水みな面もを思いきり叩たたきつける音）




　ぬあああああああああ！

　誰だ、俺を思いきり叩いた奴やつは！

　女湯はレティシアとクムさんが大人しく湯に浸かっているので、男湯だ。

　すぐに視点をそちらに移動すると、そこではグランハルト（兄）がバタフライのようなものの練習をしていた。

　バチャン！　バチャ！　バチャアアアン！

　痛い、痛い痛い、だから思いきり水面を叩くのはやめてくれ！

「どうだ弟よ、新しく考案したこの泳ぎ。なかなかイケてるとは思わんか？　筋肉の表面を痛めつけながら全身運動を起こす、一石二鳥を可能にしたトレーニング華麗なる泳ぎ」

「ああ、流石さすがすぎるぞ兄者。見た目もなかなか様になっている」

　つーか、そんな大層なもんじゃねーよ！

　ただのバタフライだろ！

「ピンポンパンポーン♪」

　二人に、施設内での泳ぎを注意するために、慌ててスピーカーを起動する。

　はぁ、女湯を覗のぞいていらないことを思っていたからバチが当たったのだろうか。

　人生──いや温泉生、なかなかいいことばかりとはいかないものである。





　　　◆






　常連が朝風呂を終え、しばらく退屈な時間を過ごしていると、日が天てつ辺ぺんまで昇る頃に一いち見げんさんを見かけはじめる。

　人里離れた山奥にあるせいか、客の大半は冒険者だが、稀まれに商人や農家といった人々も噂うわさを聞きつけて訪れた。

　あ、いや、人々というのは少し語弊があるな。

　なにせ、ライゲア──麓ふもとの街の住人たちの大半は人ではなく、犬のような耳のついた獣人たちだったからだ。

　彼等らはファーボットと呼ばれるこの世界に住む種族らしく、耳と尻尾しつぽがあること以外は人間とほとんど生態が変わらないらしい。

　今、温泉を利用している客は、そんなファーボットの若い女性が二人と、片方の子供らしき幼女だった。

「最近またモンスターが増えているみたいで、心配ですわね。チーチクちゃんも、心労で毎日疲れがかさんでいるのがわかりますし」

「そうねぇ、人口減少を食い止めようと頑張ってるけど、やっぱり荷が重たいみたいだし。もう、村長の仕事はギリアムさんに任せてしまえばいいのに」

　利用客同士が話をすることも多く、そのたびにこうやって聞き耳を立てて、この世界や周辺地域についてなどの情報を集めた。

　そうこうして日が沈むと、今度は一仕事終えた人々がやってきて身体からだを休める。

　特に多いのは冒険者で、一日の成果を語り合う客も多かった。

　その筆頭がレティシアとクムさんで、冒険を終えた二人がここで結果を報告し合うのは、日常のようになっていた。

　夕方、本日二度目の二人が、裸になって湯に浸つかる。

　もっとも、クムさんは相変わらず、首輪だけは付けっぱなしではあるが。

「レティシアちゃん、今日はなにをしてたんですか？」

「日銭稼ぎのお仕事。隣町までポポロ鳥の卵を運ぶ行商人の用心棒と、帰り道に薬草の採取をね。薬を探すために旅をしているけど、お金を稼がなくちゃ旅も続かないもの」

「ポポロ鳥の卵、美お味いしいですよね。今朝も焼いた物をパンに載せて頂きましたが」

「うん、ライゲアのやつは特に美味しい。黄身がぷりぷりしてコクがあるもの」

　口ぶりからすると、鶏卵のようなものだろうか。

「クムはどうしていたの？　また奉仕活動？」

　当然ながら、同じ場所に留とどまっている以上、クムさんは巡礼の旅をできていないわけで、その間は町の奉仕活動などに務めていることが多いらしい。

「いえ、今日はべつのことを。実はこっそり別のお仕事もやっていて、路銀の足しにしているんですよ。教会絡みなんですけどね」

　彼女たち二人は、朝だけでなく夜も必ず温泉に立ち寄ってくれていた。

　冒険の疲れを癒やしたいというのもあるのだろうが、オレの成長を少しでもはやめたいというのが一番の理由だろう。

「へぇ～、どんな仕事なの？」

「うふふ、それは秘密です。あまり人には言えない類たぐいのやつですので」

「え、ええっと、それって……」

「あ、今いかがわしいこと考えてますね。そういうのじゃないです。強いて言うなら裏のお仕事というか～」

「やっぱりいかがわしそうじゃない!?」

　レティシアのつっこみを無視して、にこにことした表情で温泉を堪たん能のうするクムさん。

　彼女の火ほ照てった顔から裏の仕事とやらを想像してしまい、思わず湯温が上がりそうになってしまう。

「変な想像しちゃダメだからね！」

　レティシアが、空に向かって叫んだ。

　俺に言ってるんだろうが、そんな話をされて想像するなと言われる方が無理だろう。

　いやでも、今は二人が温泉に浸つかっているんだ。

　ここで湯温が上がれば俺の脳内がバレてしまうので、ここは必死に興奮を抑えて──せめて、視線は二人から外して──。

　と、俺が温泉施設の入口の方へ目を向けたその時、施設を眺めながら怖い顔をする一人の少女の姿に気付いた。

　左右に垂たれたお下げのような赤髪。

　服装は、赤いエプロンとワンピースがくっついたようなドレスを着て、体格は小柄である。

　向こうの世界でいえば、まだ中学生くらいの年頃だろうか。

　頭頂部に猫のような獣耳がついていることから、ファーボットだということがわかる。

「……許せないのです」

　少女は、印象的なつり目で施設を念入りに見回すと、靴を脱がずにずかずかとロビーに上がり、木の床を勢いよく歩いて女性脱衣所への暖の簾れんをくぐり、さらに服も脱がずにそのまま浴場へと入ってくる。

　当然、中にいたレティシアとクムさんは、驚きながら少女を見た。

「な、なに？　ここは服のまま入れないわよ？」

「べつに入るつもりで来たわけじゃないです！」

　彼女は、怖い顔のまま俯うつむいて、両拳こぶしを握りしめながらなぜか震えはじめる。

　もしかして、怒ってるのか……？　なんで？

　するとその時、少女を追いかけてくるようにして、これまた服を着たままの女性が息を切らせながら入ってきた。

　頭にはふかふかの犬耳がついていて、どことなくスーツに似た青いドレスを着ている。

　緑色のポニーテールが、ギュっと絞られたウエストのあたりまで伸びており、小走りで彼女が駆けてくる際にそれがゆさゆさと揺れた。

「チーチクさま。お待ち下さいと言ったじゃないですか。このような怪しげな施設、中に入るとなにが起こるかわかりませんのに」

「外から眺めていてもなにもわかりません。ギリアムは恐れすぎです」

「で、ですが！」

　チーチク？　ギリアム？　はて、どこかで聞いたような。

「レティシアちゃん、もしかしたらこの人って」

　なにかに気付いたらしいクムさんがハっとなる。

　その反応を見て、少女が小振りな胸を張りながら頷うなずいた。

「あたしの名はチーチク・マイナポット。ライゲアの村長をやっているですよ」

　村長……。

　そういえば、チーチクという名前は利用客が口にしていたものだったか。












　しかし、どうして村長がここに……なんだか怒っているみたいだし。

「あたしは、この〝温泉〟を調べに来たです。場合によっては、取り壊すために」

　なっ──!?　壊す？　俺を？

「ちょ、ちょっと待って！　潰つぶすって、どうして？」

「決まっているです。村長であるあたしの許可もなく、きちんとした手順も踏まず、勝手にこんな施設を置かれては困るからですよ。しかも、聞けばこの温泉という泉は、生き物だというじゃないですか」

　ああ、そうか。

　俺は許可も取らずに勝手に人の土地に住み着いていることになるわけか。

　確かに、この土地が誰かのものであれば、そこを勝手に使っているのは、所持者からすれば随分と迷惑である。

「ま、待ってよ！　べつにこれがあるからって誰かが損をしているわけでもないでしょう!?　みんな喜んで使っているのよ!?」

「今は、です。生き物なら尚なお更さら、なにが起こるかわからないじゃないですか。もし、これが原因で大きな災害が起こったとして、あなたは責任が取れるのですか」

「うぐっ──そ、それは取れないけど！」

「大体、村の者は土地を持つのに地税を必要とします。この一帯の治安維持のためにお金を使っているですし、それだって村民の税あってのものです。タダで居座ろうなんて、図ずう々ずうしいにもほどがあるですよ」

「その通りです！」

　チーチクに続いたのは、傍かたわらにいたポニーテールの女性。

「チーチクさまは、亡きお父さまから譲られた村を守ろうと必死なのです！　辺へん鄙ぴな田舎であることに加え、相次ぐ魔物被害などトラブル続きで人口が減り、このままでは村の存続も危ぶまれるという状況。得体の知れない泉を受け入れる余裕などありません！」

「ちょ、ちょっとギリアム、その言い方では私が不ふ甲が斐いないみたいです！」

「でも、その通りでしょう？」

「そ、その通りではあるですが……」

　そういえば、昼のおばさん達たちもチーチクのことを心配してたし、この辺りのモンスターが増えているという話をレティシアがしていたっけか。

　うん？　待てよ？

　だったら、彼女が村長の仕事をやっていくのに、この温泉がある方が都合が良いと考えてもらえればいいのではないだろうか。

　彼女が俺を追い出す理由は、村のためであり、住民のため。

　俺を残すメリットが、デメリットよりも大きいと考えてくれれば──そう説得することさえできれば。

　俺は脳内のボタンを押して、現在の自分のマナ貯蔵量を表示した。




『貯蓄マナ　１３５０』




　試してわかったことだが、実体化を行うのに消費するのは１分につき50マナ。

　つまり、１３５０マナであれば27分あの身体からだ──幽体ではあるが──を保てるということになる。

　27分……説得する時間としては充分だな。

　俺は、身体の奥にマナをぐいっと集めた。

　湯船と、それを見下ろすチーチクやギリアムとの中間点。

　丁度、レティシアたち四人の中央に、濃厚なマナの青白い光が集まった。

　一同が突然の光に注目した。

　同時に、視界が俯ふ瞰かん的てきなものから、馴な染じみ深い一定の高さへと変わる。

　カメラのような俯瞰風景から、人の視線、実体化した草くさ津つ熱美あたみの視点に切り替わったためだ。

　周囲四人、一同の視線が突然現れた俺の顔と股こ間かんに集まった。

　全員が、視線を上下させながら、目をしばしばとさせる。

　そりゃそうだろう、皆さん女子だもの。

　レティシアもクムさんも、二回目だというのにやっぱり驚いて言葉を失っていた。

　だが、今回の俺は違う。

　以前のように、この状況に戸惑ったりはしない。

「あー、こほん」

　動ぜず、堂々と咳せき払ばらいをする。

　視線を湯船の、レティシアとクムに向けた。

「ひさしぶりだな、二人とも」

　クムさんは頰ほおをぼっと赤くしながらも、じいいいいいっと、興味深そうに俺の股間を見つめている。

　……どこを見ているんだ、恥ずかしいだろ。

「な、な、な、な、なあああああああああ！　ひ、ひ、久しぶりじゃないわよ！　ちょ、ちょっと、身体を隠しなさいよ！」

　声をあげたのは、口をパクパクとさせていたレティシアだ。

「なぜだ？」

　──こういう格言がある。

『堂々としていれば、怪しく見えない』

　そう、このノリで堂々と乗り切ってしまえばいい。

　もし俺が本物の人間のように実体化できていたら、大事な部分が大きくなったりして隠すのが大変だったろうが……そうでないのも都合がいい。

「ほら、言ったじゃないですか。レティシアちゃん、相手は神なんだから恥ずかしがるのがおかしいって」

「い、いや、でも、見た目は人間なのよ？」

　すると、クムさんが俺の下肢にジっと熱い視線を向けて。

「他の方のサイズというものがわからないのですが、あれだけ大きいんですから人間ではないのではないでしょうか」

「なんの話!?」

　だからなんの話だ!?

「も、もも、もしかして、あなたが──」

　すると、チーチクが声を震わせながら言ってきたので、俺はそちらを振り返った。

「その通りだ、小さき者よ。俺はこの泉──いや、温泉の主であり神、名を熱美あたみという」

　目を回して驚くチーチクに、大おお仰ぎような語り口でゆっくりと告げる。

「俺は、このライゲアを実りある土地にするために生まれたのだ。いや、この土地だけではない。いずれはこの世界に幸福の熱をもたらすため、な」

　と、ようやくチーチクが、ハっと我に返って。

「ラ、ライゲアに実りをって、そんなこといきなり言われても信用するわけないです！　神さまというものは気分屋で、たびたびその地にトラブルを巻き起こすです！　都合の良いことを言って、人々を騙だます神だっていると聞いているです！」

「とりあえず聞け。俺がいればこの村は発展するし、住民は幸せになれる。住民も増え、ライゲアはかつての活気を取り戻すであろう」

　そう告げてやると、チーチクの耳がピクリと震える。

「村が、活気を……？　て、適当なこと言うなです！　確かにこの泉には不思議な力があると聞いているですが、だからといって、どうして人が増えるなど！」

「ライゲアは最近モンスターが増えて困っているんだろう？　この温泉は冒険者を強くする効能がある。モンスターを退治してくれる冒険者が集まれば、治安も良くなり人も増えるんじゃないか？」

「そ、そんなの、希望的観測です！」

　そうは言いながらも、チーチクの頭から生えた耳がピクピクと震えた。

　動揺すると耳が反応するのか……わかりやすいやつ。

「冒険者が集まれば村に落とされる金も増えるだろう。宿が必要になるし、商店や飲食店の利用も増える。景気だってよくなる」

　経済について詳しいわけでもないので、全部当てずっぽうだ。

　だが、言っていることはそんなに間違っているとも思ってない。

「それに、この温泉は冒険者以外の人間にも利益がある。疲労回復や滋養強壮、長期的な目で見れば習慣病の回復も可能だ。肩こり、腰痛、冷え性。美容にだっていい」

　それを聞いて、顔を明るくしたのはチーチクの横にいたギリアムさんだ。

「そ、それって本当なのでしょうか。美容にいいということは……つまり、綺き麗れいになるってことですよね！」

「ああ。温め効果にデトックス効果、レベルが上がるたびにバリエーションが増えている。泉質変化で炭酸水素塩泉を発生させれば、利用客の古い角質は落ちてたちまち肌はスベスベとなってしまうであろう」

　温泉の良さを存分にアピールする。

「近くにそんな温泉があるとなれば、村から出て行く気もなくなるし、戻ってくる人間だって多いだろう。冒険者以外の旅客──観光客だって増えるかもしれない」

「そ、そんなの信用できない……です！」

　どことなく、自信なさ気なチーチクの反論。

　この様子なら……いける！

　俺は、畳みかけんとばかりに大おお仰ぎように両手を開いてみせた。

「約束しよう。俺がこの地に住まう代わりに、ライゲアを繁栄させてみせるとな。この温泉──熱美あたみ温泉の神として、そのための協力は厭いとわない！」

　俺の宣言を聞いた後、チーチクがジっと俯うつむいて黙ってしまった。

　駄目……か？

　だが、しばらくするとチーチクがゆっくりと口を開いて。

「……というか、風呂の娯楽施設なんて、大半の人間の時間の無駄になりかねません。ライゲアの住民が怠惰になってしまうですよ」

「ちょっと待って、怠惰って、なによそれ。お風呂の時間がまるで無駄みたいな言い方！」

　レティシアが反論するが、チーチクが無視する。

　そして、真まっ直すぐに俺を見て。

「二十シルバです」

　そう、告げてきた。

「二十シルバ？」

「今月の内にその金額を支払えるのであれば、放置も考慮してやるです。いかにライゲアに利益があろうとも、私的な建物を無料で置くことは不平を招くですから」

　つまり、金を貯ためろということか。

　この世界の一ヶ月は、七日周期の週の四週からなる二十八日。

　昨日、客が「月が変わった」と話していたのを聞いたので、今日を含めて残り二十七日ということになる。

「わかった。そのお金を集めればいいんだな」

　すると、レティシアが驚いて。

「え、ちょ、ちょっと!?　アンタ、わかってるの!?　二十シルバよ!?　節約すれば大人が一ヶ月生活できるくらいの金額よ!?」

「でも、やるしかないだろう？　それに考えがないわけでもない」

「そ、そうなの？」

　金額についてはよくわかっていなかったが、想像していたものには近いし、どのみち選択肢なんてないだろう。

「というわけで、今月のうちにその金額を集めてやる」

　それに、このちびっ子村長が言っていることはごもっともだしな。

　この場所に住みたくて来たわけでもないが、こうやって温泉として転生してしまった以上、地主に土地代は払って然しかるべきなのだろう。

「ふん、神としての力を拝見させてもらうですよ。ただし、もしなにかトラブルがあれば、その時点で取り壊させてもらうですが。あと、そこの二人が冒険して代わりに稼ぐなど、ズルはしないようにするですよ」

「チーチクさま、そんな約束をして構わないのですか？」

「どうせできないですし、もし本当にこの場所が村のためになるのであれば助けを借りたいくらいです。本当にためになるのなら、ですけど」

　やれないと決めつけているかのようにそう言うと、チーチクが背を向けて浴場から出て行った。

　追いかけるようにして、彼女のお付きらしきギリアムも出て行く。

　それを見送ったところで、レティシアが驚き顔で聞いてきた。

「ど、どうやってお金を集める気なの？」

「入浴料を取る。ここの利用者からお金を集めるんだ。たとえば、入口に箱を置くなりして、そこに入れてもらえばいいだろう」

「な、なるほど。それで達成できるのかはわからないけど、一つの手ではあるわね」

　レティシアが納得したように頷うなずく。

　するとクムさんが小首を傾かしげた。

「でも、その箱って置きっぱなしなのでしょうか。危なくないですか？　誰かがここにいて見張っておかないと。神さま──いえ、熱美あたみさまは、ずっとその姿ではいられないのですよね？」

「それは──」

　……ええっと。

「まさか考えてなかったんじゃないでしょうね？　お金を放ほったらかしにしていたら、盗まれちゃうわよ？」

　レティシアの表情が、驚きのものから軽けい蔑べつのものへと変わった。

「か、考えてないわけないだろう！　俺を誰だと思ってるんだ。神だぞ」

　お、落ち着け。

　俺は今、神なのだ、人間ではないのだ。

「そ、そうだな。ここの入口に待機すればいい。ほら、脱衣所の前に台があっただろう？　あそこは番台と言って、受付のための人間が座る場所なんだ」

「でも、その人ってここで働くってことよね？　雇うためのお金はどうするの？」

　うぐっ。

　た、確かに、今はお金が必要だという話になっているわけで、誰かを雇って収益を出すにしても元手が必要だ。

　というか、人を雇って利益なんて出るのか……？

　すると、レティシアが「はぁ」と溜ため息いきをついて。

「仕方ないわね。私がやるわよ。要するに、ここで番をすればいいんでしょ？」

「いいのか？」

「言っておくけど、アンタのためじゃないわよ？　ただ、ここが壊れると、リザ──妹が治療できないじゃない」

　確かに、俺が壊されるとレティシアも困るというのはわかるが。

「それに、もしそういう効能が出てくる兆しがなかったら、今後いつだって見捨ててやるんだから。そこは勘違いしないでよね」

「あ、ああ。それはわかってる」

　とはいえ、協力者はありがたい。

　これでなんとか、お金を貯ためるための手て筈はずはできたということになる。

「だったら、私も手て伝つだいましょうか」

　すると、クムさんも続けるようにして言った。

「私は熱美あたみさまを調べるためにここにいるんですから。壊されたら壊されたで構わないんですが、どちらかというと生き延びてもらって調べたいですし」

　なんだかおっかないことを言うクムさん。

　だが、手伝ってもらえるなら断る理由もない。

「じゃあ、さっそく明日から有料にしよう。レティシア、クムさん、よろしく頼む」

　レティシアとクムさんが頷うなずいた。




　こうして、俺は土地代を払うため、お金を貯ためることになった。





　　　◆






　翌日二人は、必要なものを準備して朝からここにやって来た。

　二人が持って来たものは、客からのお金を入れる木箱と、お金が必要になったことを報しらせるための紙とペンだ。

　木箱を番台に置き、紙も貼はりだして、いよいよ客を迎え入れる体制が整う。

　一度の利用に必要な金額は、二ブロズ。

　ブロズとはこの世界のお金の単位で銅貨らしく、話を聞くに日本でいうところの百円くらいの価値で、シルバはその五十倍らしい。

「はぁ～……丸見えじゃないの」

　番台に座るレティシアが、頰ほおを赤らめながらちらちらと脱衣所の方を見ては、深い溜ため息いきをついた。

　恥ずかしくて、そこで客対応することを躊ちゆう躇ちよしているのだろう。

　番台からは男女両方の脱衣所が丸見えであり、要するに彼女の今いる位置からは女だけでなく男の着替えも覗のぞけてしまっている。

「ねぇ、本当にここに座るの？」

　この場にクムさんはいない、今は町に行ってもらって客の呼び込みをしてもらっているからだ。

　つまり、彼女が話しかけているのは俺ということになる。

「ピンポンパンポーン♪」

「肯定してるってこと？」

　その通り。

　やってみれば、チャイム音だけでも案外意思疎通ができるよな。

　と、そんな風にレティシアと話していると（？）、最初の客がやってきた。

　いかつい体たい軀くの男冒険者が二人、グランハルト兄弟である。

　二人は、これまで誰も座っていなかった番台にレティシアがいるのを確認して、眉まゆを歪ゆがめた。

「ほう、この場所にもついに番がついたのか。どんな施設でも護まもりは肝要だからな。なぁ、弟よ」

「そうだな兄者。いついかなる時も、戦争には備えるのが武人というもの。この施設も、より強い漢を目指す決心をしたか」

　いやいや、温泉が強い漢を目指す決心って言っている意味がわからんのだが。

　人間じゃあるまいし……って、いや、人間みたいなものだったか！

「まぁ頑張れエルフの女。では弟、我々はひとっ風呂浴びて──」

「待った！」

　番台を素通りしていこうとするグランハルト（兄）を、レティシアが呼び止める。

「この文字が見えないの？　今日から有料になったの」

「むぅ。拝金主義になりさがりおったか。護まもりをつけたのもどこぞの貴族の差し金か？」

「違うわよ。その逆。村長さんが金も払わずにライゲアに住むのは許せないから、お金を払えって。そうしないとここ壊しちゃうってさ」

「なんと！」

「アンタたちも、ここがなくなると困るでしょう？　人助けと思ってさ、ちょっとお金払ってやってくんない？」

「なるほど、状況は理解した。確かに、この場所がなくなるのは俺たちとしても惜しい。これまでのように毎日来ることは保証しかねるが、微力ながら協力しようではないか」

　そう言うと、グランハルト兄弟がそれぞれ硬貨をレティシアに渡して、脱衣所へと消えていった。

「つーかあいつら、私から見られることなんとも思わないわけ？　それはそれで腹立つんですけど」












　レティシアを女として認識していないか、むしろ見られることが嬉うれしい変態か、そもそもなにも気にしていないか……まぁあいつらの場合、三つ目だろうな。

「ねぇ、あんたはどう思う？」

「ピンポンパンポーン♪」

「わかんないわよ！」

　喋しやべれないんだよ！

　とかなんとかやってると、続けざまに次の客がやって来た。

　今度は常連ではなく新規の客で、やたらとゴツい男物のフルプレートアーマーを纏まとった、中性的な顔立ちの人間の男の子だ。

　背中には、人のサイズくらいはありそうな大剣も抱えているが、彼の背よりも高いように見えてどうにも不釣り合いである。

「ここは初めて？」

　そんな彼を見て、レティシアが微笑ほほえんだ。

「はい、フレイ・ブラッドと言います。浸つかるだけで強くなれる泉があると聞いて参りました。人生、できれば楽して強くなりたいじゃないですか」

「は、はぁ」

「ここだとそれが可能だって神官さんに案内されて、居ても立ってもいられずやってきたわけです！」

　なるほど、クムさんに案内されてきたわけか。

　クムさんは、昼下がりレティシアと番を交代する手て筈はずとなっているが、それまで村で新しい客が来ないか探して告知してくれていた。

　しかしクムさん、誇張した話でこの子を騙だましてないか……？

「そ、そう。じゃあ、一回二ブロズだから」

　同じことを思ったらしい、レティシアの顔が引きつっていた。

　さらに、それから数分後、彼に続いて馴な染じみの主婦二人組が入ってきて、お金を払って浴場に向かう。

「うーん、幸さい先さきいいわね。朝からいきなり五人もお客さんが来るなんて、このままだったら百人くらい来ちゃうんじゃない？　あ、そうだ、余ったら給料くれると助かるかも。貯蓄にも限りがあるからさ～」

　確かに、このままいけば順調にお金が貯たまるだろうし、そうすればレティシアやクムさんにも温泉の番をしてもらっているお給金が出せるかもしれない。

　捕らぬ狸たぬきの皮算用をはじめた俺たちだったが──。




　それから数時間。

　番を代わろうとやってきたクムさんを出迎えたのは、落胆の二文字を隠せないレティシアの沈んだ表情だった。

「お客さんはどうでしたかー……って、結果を聞くまでもなさそうですね」

「十五人。常連が四人に、噂うわさを聞いて来た新しいお客が一人に、クムの営業で来た人が十人。朝のペースなら三十人は余裕だったのに」

　そう、あれから客はあまり入らなかった。

　いや、来るには来たのだ、三十人くらい。

　しかし、これまでここを利用していた客の中には、有料になったことに落胆して帰ってしまう人間もいる。

　一度基本料無料にしてしまうと客のサービスに対する要求が大きくなり、なかなか引き返せなくなってしまうなんて話は元の世界でもよく見た光景。

　であれば、無料から有料にするのはやっぱり難しいらしい。

「すみません、私の呼び込みが足りないばかりに」

「ううん、クムのせいじゃないわ。でも、この調子だと四十人もいかない。それは問題よ」

　レティシアは、気合を入れ直すように自分の両りよう頰ほおを叩たたくと、背後に立てかけていた剣を手に取り番台から出た。

「よしっ、落ち込んでばかりはいられないわね。クムの十倍は呼び込んでくるわ！　なに、呼び込みは得意なのよ！　小さい頃、よく武器屋のおじちゃんを手て伝つだってたし！」

「ええ。よろしくお願いします」

　勢いよく施設を出るレティシアを、クムさんは笑顔で見送った。




　結局その日にやって来た客の合計人数は、二十一人だった。





　　　◆






　五日後。

　もう日が完全に落ちて、営業時間を終えた女湯にて、レティシアとクムさんは並んで湯船に浸つかっていた。

　日が落ち、周囲はしっかり闇やみに沈んだとはいっても、温泉内は壁に吊つるされた光を放つ石のようなもので照らされていて、館内だけでなく衝つい立たてに囲まれた野外である湯船の周辺もしっかりと見渡せる状況だ。

　そんな中で。

　レティシアが、疲れを吐き出すように「はぁ」と息をして、ぽつりと。

「順調、ね」

「そうですね。順調です」

　クムさんが、応こたえながら頭に乗せていた布を手に取って、額の汗を拭ぬぐった。

　二人とも長湯なので、顔にはほんのりとした赤みが差し、顔のいたるところから汗が流れ落ちている。

　それでも上がらないのは、呆ほうけてしまっているせいだ。

「初日が二十一人、二日目の利用者は二十四人。でも、そこから毎日一人ずつ減って、今日は二十人。順調過ぎるわ……順調に、順調に、順調に少しずつ右肩下がりよ！」

　突然、あまりの状況の悪さに呆けていた表情から一転、がんと目を見開きながらレティシアが立ち上がった。

「なんなの!?　なにが悪いっていうの!?　しかも私が呼び込みした人数、クムに負けてるしさ！　六日とも！」

「まぁまぁ、呼び込みに関しては運や時間もありますし。まぁでも、予想できたことではあります。村でお客さんを探すにも限界がありますし、もう今じゃ村の人はほとんどがこの場所の存在を知っているから呼び込みをしても中々人が増えないのでしょう」

　その通りだ。

　知らない人間に報しらせるのは効果があるが、村の人々への周知が広がるほど効果は薄れていって当然である。

「諦あきらめたらどうです？」

　と、そこで。

　いつの間にか、湯船のすぐ傍そばに見覚えのある獣耳娘がいた。

　赤と白の色からなる、民族衣装チックな服を着た少女。

　浴場だというのに、またもや服を着たままである。

「ちょ、アンタ、いつからいたのよ」

　レティシアが、驚きながら彼女を見上げた。

　俺も気付かなかった……。

「今ですよ。お二人とも、ボーっとしていて気付かなかったみたいですが」

「営業時間外なんだけど？」

「債権者であり生殺与奪を握る立場の人間からお金を取ると？」

「いちいち小憎たらしい奴やつね」

「それに、利用するわけではないです、様子を聞きに来ただけですから。もっとも、聞くまでもなくわかってしまったですが。威勢の良い啖たん呵かを切って始めたわりに状況は散々みたいですね」

「そ、そんなことないわよ！　今日なんて百人くらいお客さん入ったんだから！」

「二十人って言ってたじゃないですか。聞いてましたよ」

「ぐぬっ。と、とにかく、まだ全然余裕なんだから！　ふん、残念だったわね！　明日から恐ろしいほどお客さんが増えて、この温泉は賑にぎわっちゃうわよ！」

「どんな強がりですか」

　チーチクが呆あきれるように言った。

「そもそも、どうしてそんなに必死なんです？　最近見つかったばかりの場所なのですよね？　確かに、冒険者にとっては便利な場所だと思うですが、そこまで固執する理由がまるでわからないです」

　チーチクの質問に、レティシアがムっとしながらも、

「この場所を使って、助けたい人がいるのよ」

　そう言って、自分が旅をしている理由を説明する。

　リザという妹の存在、難病のこと、そしてそれをこの温泉が治療してくれるのではないかという期待の話。

「旅をしていた理由もそれだし、言ってしまえば私が今生きている理由もそれ。もはや自分そのものといってもいい話なんだから、そりゃあ必死になるでしょう？」

「この温泉を成長させて、妹の……家族の病気を……」

　チーチクが、レティシアの話を聞いて深刻そうに俯うつむいてしまう。

　父を亡くしているという話だし、思うところがあるのだろうか。

「どうかしましたか？」

　クムさんが、心配そうにチーチクの顔を覗のぞき込こんだ。

　そうすると、チーチクがあたふたと焦った様子で。

「ど、どうもしてないです！　た、ただ、家族のことを思うのは、悪いことじゃないですから！」

「うふふ。村長さんは、お優しいんですね」

「だから、そういうのじゃないです！」

　耳をピクピクさせながら必死に否定するが、レティシアのことを気遣ってくれていたのは間違いなさそうだ。

　そして、そこまで言うと彼女は、レティシアとクムの二人に背を向ける。

「ま、精々頑張ることです！　そうですね、お恵みでしばらくお布施くらいはくれてやるですよ！　どうせ間に合わないのですし！」

　捨すて台詞ぜりふのようにそう言い放つと、脱衣所へと勢いの良い足取りで向かっていく。

「って、アンタ、折せつ角かくやって来たのに入っていかないの？」

「お金払ってないですから。それに、身体からだを洗うでもなく、そうやってゆっくりとお風呂に浸つかってダラダラ喋しやべるなんて時間の無駄です。無駄すぎです！」

　そう言い残して、出て行ってしまった。

「なにもあそこまで言い切らなくても。最高に気持ちがいいのに」

　レティシアが呆あきれるように呟つぶやくが、まったくだ。

　と、そこでレティシアが急に周囲を見回しながら。

「ア、アンタが気持ちいいって言ってるわけじゃないわよ!?　いや、アンタが気持ちいいんだけど、そ、そういうわけじゃなくて！」

　要するに人間の姿の俺というわけではない、みたいなことを言いたいのだろうけども、めんどくさい奴やつだな。

「多分、必死なんでしょう。昨年病死したライゲア前村長の後を継ぐため、周囲の反対を押し切ってまで村長の座についたのが彼女らしいですから」

「あんな年齢で村長なんてやってたら、そりゃ反対されるでしょうけど」

　村長にしては小さすぎだろと思いつつも、異世界だからそういうこともあるのかと勝手に納得していた。

　だが、やっぱりそういうわけでもなかったらしい。

「経営学に帝王学、ライゲアの主産業である農耕に必要な農学まで、あの歳としであらゆる学問を修めて村の発展に寄与しようと頑張る努力家でもある。そんな彼女にとっては、ゆっくりとお風呂に入ってだらだらするような人間は、怠惰に見えるのかもしれません」

「……なるほど。要するに、自分が暇無しで頑張っているから、時間を無駄に使うのが許せないとカリカリしているわけね」

「ライゲアも大変みたいですしね」

　お風呂が嫌いというより、余裕がないのか。

　あんな歳でそういう思考になっているのは、あまり健全じゃないように思えるが。

「でもさ、その余裕のなさを、この温泉で救えるって提案しているわけじゃない？　大人しく甘えればいいのに」

「だから、すぐに潰つぶすとは言わずに、お金を支払えるならという話になったのでしょう」

「ああ、そうだったわね」

　レティシアが天を仰ぐ。

　湯船の上に屋根はなく、その先に続くのは満天の星だ。

「で、どうするわけ？　このままだとまずいけど」

「……どうしましょう」

「話が戻ったわね」

「戻りましたね」

　二人で、空を見上げたまま「はぁ」と溜ため息いき。

「ねぇ、どうすればいいの？　アンタはなにかある？」

　そして、俺に問いかけてくる。

　俺に聞かれても、なぁ。

　とはいえ、この状況をどうにかしないと俺は自分に浸つかるという夢を果たすことも──それどころか、生存することさえままならないわけだ。

　話を聞いている感じ、これ以上客を増やすのは難しそうだよな。

　足りないのはお金、だったら一人の回転数を上げるか、単価を上げるしかないわけだが、料金の値上げなんてすると客足がもっと遠のくかもしれない。

　だとすれば、他のものでお金を集めるべきか。

　他のものってなんだ？

　普通、温泉はどういうもので他にお金を──。

　──あ。

　ふと、天啓が降りてくる。

　これならいけるかもしれない。
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　そのまた翌日の夜。

　湯船に浸かりながら俺を待つ二人の前に、俺は姿を現した。

「で、出たわね変態」

「待て、俺は神だぞ。変態じゃない」

「いやさ、神だと思って許そうとしてたけど、やっぱり慣れないわ。なんで全裸の男なの？　おかしくない？」

　頰ほおを真っ赤にしたレティシアが怒ってくる。

　俺だって人の形になる時は服を着たいよ……。

「神だから恥ずかしくなることなんてないんだよ」

　動じるわけにはいかないので、そう言い切って胸を張ってみせる。

「いいじゃないですか、レティシアちゃん。どうせなんだし、ジっと観察してあげれば。男性の裸を気兼ねなく見られるなんて、滅めつ多たにない機会ですし」

　いや、だからクムさんはそんなにじろじろと見ないでくれ、死ぬほど恥ずかしいんだから……あ、一度死んでたっけ。

「お、おっほん。と、とにかくだな、実体化していられる時間は有限だ。グダグダやってる場合ではない」

　俺はわざとらしく、神っぽく大きな咳せき払ばらいをして、二人の方へ向き直る。

「この調子だと、目当ての金額が達成できそうにないんだろう？」

「ええ、このままだとやばいわ。今日の利用者は十九人だったし」

「そこで俺からよい案、いや、神の啓示がある」

　俺の言葉に、レティシアとクムさんが熱い──期待の籠こもった眼まな差ざしを向けてきた。

　万策尽きて困っていたからだろうが、いやいやそんなに見つめないでくれ、裸なのでやっぱり恥ずかしい。

「物を売る。名物をつくって売ろう」

「名物……って、商売なんてそう簡単にやれるものではないんだけど。そんな簡単に売れるものがつくれるなら、誰だって商売で成功しちゃうじゃない」

「そうですね。利用料で儲もうけるよりも難しそうに思えますが……」

「ポポロ鳥の卵。ライゲアの名産品なんだろう？」

　ポポロ鳥の卵。

　二人の口ぶりから、鶏卵のようなものだとわかっていたし、他の客たちが語り合うのも聞いたことがあったのでほぼ間違いないだろう。

　俺の発言を聞いて、レティシアが苦い顔をする。

「いやいや、ポポロ鳥の卵って……いや、そりゃあるけど、そんなものライゲアだとどこでも売ってるわよ？　ここに並べたところでとても売れるようには思えないわ」

「そのまま、だったらだろ？　温泉卵ならどうだ？」

「「温泉、卵？」」

　レティシアとクムさんが声を揃そろえる。

　温泉卵とは、黄身が半熟で白身はゆるく固まるという、狭く限られた温度で卵を温めることによってつくる、温泉旅館の朝食などでお馴な染じみの半熟卵だ。

　あれが温泉卵と呼ばれ、温泉の名物のようになっている理由は、温泉の温度というのがその調理に適していることが多いからである。

　当然、水温を自在に操ることのできる俺ならば湯加減も完かん璧ぺきにつくれるだろう。

　この世界に似たような食べ物がある場合、目玉にはならないだろうが……。

　俺が、温泉卵のつくりかたを二人に教示すると、期待通りに感心するように頷うなずいてみせた。

「へぇ、そんな食べ物があるのね」

「なんだか美お味いしそうな気がします」

　この様子なら、上う手まくいきそうである。

「というわけで、明日にでもポポロ鳥の卵を買って持って来てくれ。客がいない間に仕込んで、翌朝から売り出そう。あ、卵を入れるための容器もよろしくな」

　番台の上にでも籠かごを置いて、そこで販売すればいいか。

　どの程度の価格にするかだが、記念品的なものだし、原価の三倍くらいで売っても許されると思いたい。

　まぁ、一個売れたところで焼け石に水かもしれないが、微額も積もれば山となる。

「で、買った卵を、温泉にしばらく入れてもらってだな～」

　温泉卵のつくりかただって、ばっちり覚えている。

　なにせ俺は、元温泉大好きな高校生であり、今はその神さまだからな。

　温泉と名の付くものであれば、なんにでも詳しいのだ。




　二日後、番台に並べた温泉卵は飛ぶように売れた。

「熱美あたみ温泉名物、温泉卵！　一個一ブロズ！　安いよ安いよ～！　ほら、そこのお客さん、お一ついかがかしら」

　張り切るレティシアのお陰もあったのだろうが、訪れる客は必ず買ってくれるほどに売れて、用意したものはあっという間に完売。

　食べた客の感想も、大おお袈げ裟さなものだらけで大好評だった。

「やばいですわね、この卵……皿の中でぷるんぷるんに踊ってましたわ！　じゅくっとして、口の中でぼわっと広がる感じ……わたくし、食べ物で涙を流したのは初めてですの」

　すげぇな、温泉卵。

　最初は残して損を出してはいけないからと、一日五個の生産で様子を見ていた温泉卵だったが、三日後には十個と、つくる数を増やしていった。












　卵の原価は五つで一ブロズほどで、それを温泉卵にして売れば一つが一ブロズとなり、五つ売れば四ブロズの利益が出る。

　また、思わぬ嬉うれしい誤算もあった。

　卵の噂うわさを聞きつけた人々が、それ目当てに温泉を訪れ利用し始めたのだ。

　僅わずかではあるが、徐々に客足も増えて、温泉卵を置きだして七日が経たつ頃には毎日三十人ほどの客が訪れるまでになる。

　実入りは好調、収入は右肩上がり。

　しかも、増収はそれだけではなかった。




　番台に新しく設置された四角い箱を見て、客たちが戸惑う。

　箱は五十センチくらいの高さで、中に段を分ける仕切りのような板が一枚ついており、それぞれの段に物を入れることができ、マナを通せば冷気が籠こもる仕組みになっていた。





『瓶飲料専用冷蔵庫：お馴な染じみの瓶牛乳などを冷蔵保存することができます。

　　　　　　　　　　客を魅了して、客足を稼ぐための効果があります』






　設置された時に出てきた説明文はこう。

　つまり冷蔵庫であり、温泉に置かれる小型の冷蔵庫──これは、牛乳を入れるためのもので、レベルアップの施設拡張で生まれたものだ。

　まさか、成長するとこんなものまでできるなんて……。

　この世界には、牛乳を瓶に入れて冷やすという文化もなかったらしく、それがまた目新しさがあって好評を博す。

　これも飛ぶように売れて、牛乳と卵を合わせた収入は、気が付けば温泉収入の半分近くにまで膨れあがった。

　しかし、まさかこんなに上う手まくいくなんて、提案した自分が一番驚きである。

　なにはともあれ、そのおかげで上向いた収益は、最初の一週間の遅れを取り戻した。

　そうした結果、支払期限まで残り十日となった時には、十分に支払いの目め処どが立つにまで至ったのである。
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　その晩、再び実体化して現れた俺に、湯に浸つかった二人が上機嫌な笑顔を向けた。

「ひ、久しぶりね」

「お久しぶりです、熱美あたみさま。相変わらず逞たくましい」

「ああ。二人とも、久しぶり」

　レティシアの方は、相変わらず恥ずかしそうだし、クムさんの視線は気になるが、気にしないことにして、二人が上機嫌な理由はわかっていた。

　俺が出現する前、湯船に浸つかった二人が楽しそうにここ一週間の成果を語り合うのを聞いていたからである。

「ひとまず、俺の案は上う手まくいったようだな」

「いや～……さすが、神さまね。まさか本当に目標金額を達成できそうだなんて。ま、私は最初から信じていたけどさ」

「まさに信じる者は救われる、ですね」

　レティシアの態度に若干の都合の良さを感じるが、まぁいいや。

　とにかく、この結果に二人ともご満悦のようでなによりだ。

「今日だって、温泉卵も牛乳も完売しちゃうし、このままだと数日も余ってゴールイン。あの生意気な村長は驚きよう愕がくしてしまうでしょうね」

　嬉うれしそうに、レティシアが言った。

　だが、しかし──。

「どうしたの？　難しい顔をして」

「いや、お金を貯ためるだけでいいのだろうか、ってね」

「なにを言ってるのよ。お金を貯めてアンタを壊されないようにする、って話だったでしょうが」

「そうなんだが……」

　まだ、俺には引っかかっていることがあった。

　仮にお金を貯めたとしても、村長であるチーチクの態度──温泉をそこまで歓迎していないあの様子だと、村の協力を得られないかもしれない。

　下手をすると、なにかの拍子にまた厄介払いをされてしまう可能性がある。

　なるべくなら、村と協力しあってしっかりと温泉を大きくしたい。

　そんなことを考えていると。

「ま、調子が上向いただけで、余裕があるわけでもないですからね」

　気が付けば、俺の隣に立っていたチーチクが言った。

　相変わらず、湯船に浸かるつもりはないみたいで、服を着たままである。

「お前、いつの間に!?」

「ボーッとしているから気付かないですよ」

　いやいや、まるで気配を感じなかったんだが……そういえば先日こいつがここに来た時も、誰一人として気付いてなかったよな。

「で、なにしに来たわけ？」

　レティシアが、怪け訝げんな表情で聞いた。

「奇跡的に好調なようでしたから、様子を見に来てやっただけです」

「はぁ、本当に嫌味ったらしい奴やつね。でも、心配してくれなくても全然余裕だから。好調すぎて私たちの給料を支払ってもお釣りが出そうなくらいよ」

「ふん。その好調がいつまでも続けばいいですが」

　そう言うと、チーチクが湯船に背を向ける。

「まぁでも、この温泉が生き残って、お金を稼いでくれるのであればライゲアは助かるです。精々頑張ってくれることですね」

　そう言って、チーチクが浴場を出ようとした──時。

「待ってくれ」

「なんです？」

　これは、彼女を説得──いや、俺の魅力をアピールするチャンスだ。

「俺のことを好きになってくれ」

「……は？」

　間の抜けた声で、チーチクが頰ほおを紅潮させながら聞き返してくる。

「ちょ、ちょっと待ってください、裸でなにを言いだしてるです!?　変態ですか!?」

「待て待て、裸はどうでもいいだろ!?」

「な、ア、アンタ、小さい子が好きだったの!?」

「あらあら。熱美あたみさま、そういう趣味だったんですね」

「小さい子が好き？　いや、そんなことは──」

　って、あ──。

「す、すまん。違う、そういう意味じゃなかった。俺のことを好きになってくれというのは、人間としてではなくて、温泉としてという意味だ！」

「紛まぎらわしいわよ！　裸でせまってそんなこと言うから、発情したのかと思った」

　ああ、そうか。

　こちらの世界に来てからというもの、ずっと温泉の姿だったから、当たり前のように温泉になりきってしまっていた。

　チーチクが瞳ひとみを潤ませながら、怯おびえるようにして俺から距離を取る。

「待った待った。違うから、安心してくれ。べつに変なことをしようと思ってないから」

「ど、どうして私が、温泉を好きにならなきゃいけないですか」

「好きになって欲しいからだよ。だって、この場所に住めることが決まったら、チーチクのお世話になるわけだろう？　付き合いのある相手には、なるべく自分のことを好きになって欲しいからさ。気持ちいいぞ？」

「小さい子を気持ちよくする……いえ、小さい子でなくても問題のある発言ですが……」

　クムさんは少し黙っていてくれ。

「時間の無駄です。今の私には必要ないです。まぁ、あなたの持つ不思議な力とやらを使いたいと思うこともあるかもしれないですが」

「まぁまぁ、時間の無駄って言うのならちょっとだけでいいんだ。ほんのちょっとで」

　必死に懇願する。

　少しでも入ってもらえれば、きっと温泉の魅力が伝つたわるはずだ。わかってもらえるはずだ。それに──。

「なんとなくだけどさ、今のお前には俺が必要な気がするんだ。村長として」

「村長として？　どうして、温泉に浸つかることが村長として必要なのですか」

「入ればわかるさ」

　これは、温泉としての本能のようなものかもしれないが、今の彼女には俺が──温泉が必要な気がした。

　それはべつに、異世界温泉としての俺が持つ不思議な効能ではない。

　もっと当たり前の、温泉が本来持っている力とでも言うべきだろうか。

「とりあえず、入ってみてはどうでしょうか。ちょっとだけ、さきっちょだけでも」

　クムさん、その言い方はなんかエロい。

　すると、チーチクがジト目をこちらに向けてきて。

「はぁ、そこまで言うならわかったです。じゃあ、ちょっとだけ」




　脱衣所で服を脱いだチーチクが、湯船までやって来る。

　彼女の身体からだは、お世辞にも色気があるとは言いにくい見た目通りの平らなものだったが、その手の性癖の持ち主にはピンポイントで刺さりそうでもあった。

　頭に生えた耳や尻から伸びた尻尾しつぽも、その手の趣味の人にはたまらないのかもしれない。そんな彼女を、俺は湯船の傍かたわらで見ていた。

「な、なにをジーっと見ているですか！」

　尻尾をビクーッと立てて、両腕で胸を隠すようにしながらチーチクが後あと退ずさる。

「もしかして、私の裸が見たかっただけなのでは」

「ち、違うから！」

　しまった、温泉の時の調子で観察してしまっていた。

　この姿でそれをやるとただの変態だ、俺は慌てて視線を逸そらす。

「じゃあ、入るですよ。これで私がどうにかなるとは思えないですが──」

　チーチクが、ゆっくりと湯船に入ってくる。

　実体化していても、湯船の方の感覚も俺にはある。












　小柄な体たい軀く相応の、小突かれたような衝撃が体内に走った。

「これ、あったかくて、なんだか身体からだの奥からぼうっとしてくるような……んっ」

　チーチクが、身体を沈めると同時に蕩とろけるような声を発した。

「でしょう？　気持ちいいと思いません？」

「っ……べ、べつにそんなことはないですよ！　大したことないです！」

　にっこりとしながら聞くクムさんに、慌てて言い返すチーチク。

「ま、まぁまぁ気持ちいいことは認めますが、それで、これのどこが村長として必要なことですか」

「チーチク、今のお前は余裕がない。テンパってるのはわかるが、焦っても悪い状況はどうにもならないと思うぞ。そういう時こそ、一度風呂に入ってあったまって冷静になるべきだ。自分を、状況を見直すべきだ」

「な、なんですか余裕がないって！」

「言葉のままだよ。そんな状態で村の復興なんて頭を使うことがやれるはずはないだろう。視野が狭くなっているんじゃないか？」

　風呂にゆっくり浸つからない生活が続くと血行が悪くなるし、身体も冷える。

　血の巡りが悪いと頭が働かないし、身体が冷えるとネガティブな感情も生まれやすくなる。

　どっちも、今の彼女の立場にとって良いことだとは思えなかった。

「偉そうに言っているですが、温泉に村長という仕事のなにがわかるというですか」

「温泉だからこそアドバイスできることだってあるさ。俺は、人に力を与える存在なんだからな」

「っ──」

「ここがある間は疲れた時は顔を見せろよ。村長のお前が万全じゃなかったら、村の状況だって良くならないだろうさ。それに、今から俺が盛り上げる村だ。村長が辛気くさいと活性化の妨げになる」

　そこまで俺の言葉を聞くと、チーチクがゆっくりと立ち上がった。

「……ふん、言ってろです。別に期待はしてないですから」

　俺に返したチーチクの言葉は冷たいものだったが、口にした瞬間、彼女の口端が僅わずかに吊つり上あがったのがわかる。

　もしかすると、初めて見る彼女の笑顔だったのかもしれない。

「それと、あたしは小さくないですから。胸！」

　そう言い残して、脱衣所へと歩いて行く。

　いや、小さき者ってそういう意味じゃないんだが……。

「なるほど。村長にお風呂の魅力を伝つたえたかったのね」

　レティシアが感心したように言う。

「温泉のある村の村長が、風呂嫌いじゃ困るからな」

「それもそっか。私にしてみれば、時間の無駄なんて感覚がさっぱりわからないけど。昔から、どんなに追い詰められていてもお風呂だけは欠かさなかったしなぁ」

　──と、そろそろ時間がやばいんじゃないか。

　慌てて視界の端に映る残り時間を確認すると、10秒を切っていた。

「じゃあ、レティシア、クム、残りの日数もよろしく頼んだ」

「ええ。任せなさい。アンタのためでもこの村のためでもなく、私と妹のためだけどね」

「はい、熱美あたみさま。誠心誠意協力させてもらいましょう。我が主あるじ、女神ラーダの名に誓って」

　これで、不安要素はほとんど消えた。

　楽観ではあるが、チーチクもこの温泉のことを少しは好きになってくれただろう。

　お金だってこの調子でいけば問題なく貯たまる。もう大丈夫だ、問題ない。

　この時までは、そう思っていた。
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　異変が起こりだしたのは、その翌日からだ。

　なんと、これまで伸びていた客足が少しずつ鈍りだして、三日後には露骨に客が減ってしまったのだ。

　理由は、聞こえてくる客たちの話から察していた。

　近隣の洞どう窟くつにゴブリンの巣が発生して、ここに来ようとする客を襲うという被害が跡を絶たないらしい。




　そうして、期限まで残り一週間となった日の夜。

　女湯で、レティシアとクムさん、それに何な故ぜか顔を出していたチーチクが、入浴しながら語り合っていた。

「で、どうして急に大型のゴブリンの巣が生まれたりするわけ？　そんな兆しなかったでしょう？」

　当たり前だが、モンスターの巣はそこに住むモンスターが繁殖を繰り返すことで大きくなるもので、いきなり巨大なものが発生するわけではないらしい。

「最近、この周辺で発生していたトラブルと同じものですよね」

　そういえば、このあたりにやたらとモンスターの巣が発生するようになったとか、そんな話を聞いていたな。

「その通りです。元はといえば、このよくわからない現象のせいでライゲアは酷ひどい目にあっているです」

　肩を落とし、はっきりと落ち込んだ様子のチーチク。

「でも、だったら冒険者さんたちの利用が増えてもおかしくないんじゃないでしょうか？　腕試しにしろ、モンスターを狩って収集品で稼ぐにしろ、近場にモンスターが多いほどここを利用する価値は上がるわけですし」

「それがね……この数日、安全でわりの良いクエストがたくさん並んでるのよ。楽に稼げるものがあればそっちに行くわよね」

　こんな時に限ってどうしてそんなものが。

「チーチク、アンタの方でどうにかならないの？　もういいじゃない、この温泉の力は示したんだから」

「……あたしもそう思ったですが、ギリアムが猛反対したです。そもそも、この状況のせいで一般人の被害も増えていて危険な証拠ではないか、と」

「え？　なんでアンタ、そんなこと言ってくれたの？」

「悪いですか!?　どうにかならないかって聞いてきた癖に、めんどくさいですね！」

「いや、悪くはないけど……」

　レティシアが戸惑うのも無理はない。

　最初の調子だと、率先して潰つぶしに来てそうなくらいだったからな。

　そうでもなくなったのは、村の為ためになりそうだと判断してくれたからか、先日入ってみて温泉に対する考えが変わったのか──いや、その両方か。

「ギリアムさんって、チーチクちゃんが初めてこの温泉に来る時に、一緒にいた方でしたっけ？」

「はい。ギリアムに限らず、似たような意見は多く出ているです。もともと、ここを残すことに反対だった人も多いですから」

　なんにせよ、風向きが悪いわけだな。

　このままでは目標金額を達成できないし、そちらの方から物言いが付く可能性もある。

「じゃあ、ゴブリンの巣が多いという状況を解決しなければならないわけか」

「そのためには私たちだけでは難しいでしょうね。発見されたゴブリンの巣は中規模の物。先日、私がうっかり入ってしまったものとは比べものになりません」

「だけど、冒険者は集まりそうにないわよ？　さっきも言ったように、割りのいい仕事が最近多くてそっちばかりに熱心だから」

　万事休す、か。

　なにか方法は……ん、待てよ。

　冒険者が集まらない理由は、他に割りのいい仕事があるせいなわけだろ？

　だったら、こっちに参加することにメリットを提供してやれば。

　俺は、貯蓄したマナを使って実体化する。

　急に湯船に出現したマナの光に、三人が一斉にこちらを見た。

「な、なによ、急にどうしたの!?」

「数日ぶりです。またなにかご教示に来てくださったのでしょうか」

「ああ。この熱美あたみ温泉初のイベントを開こう。人間は新しいものに弱く、祭りの類たぐいも好きだろう？　その証拠に、目新しさで客は増え続けたわけだ」

「イベントって……この温泉に来るのが危険だって話になっているですのに、ここで行事を開いたところで意味があるとは思えないですが」

「違う。そうじゃない。そうじゃなくてだな」

　そう、ここは異世界であり、もともとは冒険者向けの機能がある温泉だ。

　だったらなおさら、この異世界の温泉である俺──当施設が開催するイベントといえば、冒険者に向けたものであるべきだろう。

「ゴブリンの巣を潰すための、冒険者向けのイベントだよ。参加者には報酬も用意する。一ヶ月、この温泉が無料になる権利だ」





■第三章　湯けむりゴブリン討伐ご一行さま




　ライゲアから馬車で三日ほど走った場所に、レティシアの第二の故郷であるエルフの里は存在する。

　彼女が住んでいたエルフの里がオークの襲撃を受け、リザとともにここに逃げ落ちて来て、生活するようになったのは十年前の話だ。

　二人のフルネームは、レティシア・クルリララとリザ・ハーベラン。

　血の繫つながりのない二人だったが、二人は確かに姉妹だった。




　滅ぼされてしまった村の跡。

　狩猟から帰ってきたレティシアを出迎えたのは、廃屋の陰で一人泣きじゃくる一つ下のおさななじみ、リザの姿だった。

「お父さん、お母さん、みんな死んじゃった。みんな……」

　リザの目からは光が消えており、ただ虚うつろにこう呟つぶやき続けるだけ。

　そんなリザを現実に連れ戻すため、レティシアが口にしたのがこの言葉だった。

「家族ならいる！　私が、おねーちゃんになるから！　だから、付いてきなさい。私に……おねーちゃんに！」




　レティシアは、幼いながらに働くことを覚えた。

　自分だけでなくリザを養うため、彼女を守るため。

　選んだのは、身一つで稼ぐことのできる冒険者の道だ。

　必死だったことはもちろん才能もあってか、彼女は若くして剣と魔法に習熟するに至り、すぐに稼げるようになった。

　いつだったか、そんなレティシアにリザが聞いたことがある。

「あのね、時々怖くなるの。どうしておねーちゃんが、そこまでやってくれるのか。本当は、つらいことをやらされて怒ってるんじゃないかって」

　不安そうに言う彼女に、レティシアは笑いながら答えた。

「誤解しないで。私はね、里のみんながいなくなったことが悔しいの。あの時、なにもできなかったから。だからね、せめてリザは守りたいって思ってる。私は私の拘こだわりとプライドのために、リザを利用しているだけ」

　予想外のレティシアの返答に、リザがきょとんとする。

「私がリザのために頑張るのは、私のためよ。だからね、絶対に見つけだしてみせる。あなたの病気を、治療する方法」

　すべてを失っても強く生きていられたのは、理由があったため。

　だって、レティシアもまた家族を失い、すべてに絶望していたのだから。

　レティシアにとってリザは、希望──己の存在理由だった。





　　　◆






　イベント当日の朝。

　討伐イベントを直前に控えたレティシアとクムさんは、湯に浸つかり温泉の補助効果を受けながら、戦いの時に備えていた。

「しかし、モンスターの巣を潰つぶすなんて、気軽に集まって騒ぐようなお祭りではないと思うんだけど、よくもまぁこんなに集まっちゃったものよね」

　レティシアが湯に浸かる他の冒険者たちを見回しながら言った。

　女湯にはレティシアとクムさん以外にも、三人の冒険者がいる。

　ちなみに男湯は、グランハルト兄弟やフレイ・ブラッドなど、今日のために集まった七人の冒険者たちが利用していた。

「モンスターの巣を潰したという実績があれば、冒険者として箔はくが付きますから。それに、来月温泉がタダになりますし。なにより、皆さんには正義感だってある」

「この数日間、なにもしてなかったのに？」

「切っ掛けが欲しかったというのもあるんじゃないでしょうか。その、正義の心みたいなの──誰かの力になりたいと思える優しさを刺激するのに、このゴブリンの巣掃討企画は丁度よかったのでしょう」

「優しさを刺激、ね。わからない感覚ではないけど。いや、わかるけどさ」

　思うところがあったのか、クムさんの説明を聞いてレティシアが両手を組んで「うーん」と唸うなりだす。

「レティシアちゃんだって、そんな危険を顧みずに今からそこに向かうわけでしょう？」

「それを言うなら、クムだってそうよ」

　レティシアが苦笑いを浮かべた。

　──そ、そんなに危険だったのか。

　いや、確かに危険だってのはわかっていた。

　でも、人を集めれば簡単になんとかなりそうだなんて甘い考えだったし、そんな命の危険が伴うものだなんて思ってはいなかった……。

「それに、こいつの力もあるじゃない」

　レティシアが、湯船のお湯を手で搔かきながら、自分のことのように誇らしげに言った。

「あら、随分と熱美あたみさまを信頼してるんですね」

「そりゃあだって、これまでこいつの言ったこと大体上う手まくいってるし、少しは信頼してやらないと悪いでしょう。神さまだし」

　神さまが相手なら、もう少し敬った物言いをしてくれても良さそうなものだが。

「村長としては、弱気よりは強気の方がありがたいですね」

　そこで、またしてもいつの間にか施設内にいたらしいチーチクが、二人の間に割って入るように湯に浸つかった。

「なに？　わざわざ様子を見に来てくれたの？　その平ベったいまな板のような胸からは想像がつかないくらいに律儀なのね」

「別に心配して来たわけではないですし、胸の大きさだって関係ないですよ！　胸と性格にだってなんの関係もないですし！　それに、あたしだって歳としを取ったらあなたくらいの大きさにはなるです！」

　チーチクが、湯に浸かったばかりだというのに立ち上がって自分の胸を寄せるようにした。

　それに対抗するようにレティシアも立ち上がると、自分の胸を寄せながらチーチクの胸にピトンとくっつけ、サイズの差を見せつける。

　──ちょ、おまえ等ら、なにやってるんだ？

　いや、もう裸も随分と見慣れたものだが、さすがにそういうおっぱいとおっぱいを重ねるなんてシチュエーションは、エッチすぎませんか。












「このサイズになるって？　そこから？　本気で言ってるの？　それじゃチーチクじゃなくてチンチクじゃない」

「だーれがチンチクですか！　そんなこと言っておいて、あたしがあなたより大きくなった時に吠ほえ面づらかくなですよ！」

「もし大きくなれれば、ね」

　すると今度は、クムさんが立ち上がって、自分の豊満なそれを二人に見せつけた。

「ほらほら、レティシアちゃんも煽あおらない。別に二人とも大した差はないでしょう」

　レティシアとチーチクが、クムさんのエベレスト級の胸と、自分らのそれを見比べて狼狽うろたえる。

　って、クムさんもやめてくれ。

　あんまりそういうことをやられると、温水が硬くなっちゃうし沸騰しちゃうんだからさ……。

「それで、心配していらしたというわけではないのだとすれば、チーチクちゃんはどうしてここに？」

「決まってるです。あたしも手て伝つだうですよ」

　え？

　レティシアが、困惑するような表情で聞く。

「手伝うって、今からやるのはゴブリン討伐よ？　遠足に行くわけじゃないのよ？」

「その通りですよ、チーチクちゃん。言いづらいのですが、足あし手で纏まといが増えると皆さん困ると思います」

「失礼ですね。遠足に行くつもりも足手纏いになるつもりもないですよ。こう見えて、そこそこ腕は立つのです。それに」

　チーチクが続ける。

「ライゲアがモンスターの巣に悩まされているのは以前からで、今回の騒動に限った話ではないです。国に調査を依頼しているですが、それも来ないですし、もしこの洞どう窟くつを踏破することである程度原因がわかるなら丁度いいですよ」

　いやいや、今から向かう場所は危険なんだぞ？

　似たようなことを思っていたらしいレティシアとクムさんの表情を見て、チーチクが「ふん」と鼻を鳴らした。

「大丈夫です、そこらの冒険者に遅れを取るつもりはないですから。いいから、あたしも連れて行け、です」

　レティシアが頭上を見上げる。

「とか言ってるけど、どうすんの？　いいんだったらいつもの音を鳴らして」

　俺に聞いているらしい。

　いや、村長にそんなことを言われて断れるわけもないだろう。

「ピンポンパンポーン♪」

　その音を聞いて、チーチクが満足気に頷うなずく。

　レティシアとクムさんも、渋々了承するように苦笑いを浮かべた。





　　　◆






　お目当てのゴブリンの巣は、熱美あたみ温泉から俺の世界でいう１キロ程度村のある方角に離れた、森林の奥地にある洞どう窟くつらしい。

　この世界では『小型』に分類される洞窟だが、それでも現代世界でいうところの全長５キロメートルくらいの奥行きがあり、深さも50メートルほどはあるという話だ。

　俺は、その洞窟に一行がいよいよ乗り込もうとするところを、レティシアの腰に下げられた透明のガラス容器越しに眺めていた。

　みんなの状況を見たかったので、温泉を汲くんで携帯してもらっていたのである。

「とりあえず、段取りの再確認をするわよ。みんな地図を出して」

　レティシアが一同にそう指示を出す。

　彼女には、今回のイベントの指揮を任せていた。

「もう一度最初から説明するわよ。洞窟に潜っていくグループと入口を見張るグループの二手に分かれて、一つ一つ手前の部屋から殲せん滅めつしていく。退路も確保するけど、しくじりは許されないわ。生き残ったゴブリンが人里に下りると大変だもの」

「そうなると、温泉を取りつぶそうとしている連中の声が大きくなることは明らかです」

　レティシアの言葉に、チーチクが腕組みをしながら頷いた。

　そんなチーチクの服装は、いつもの少々値の張りそうな民族衣装チックな貴族服ではなく、橙だいだい色いろの拳けん法ぽう着ぎのようなものを着ている。

　動きやすさを重視しているのか、手足ともに肌を多く露出させたもので、前掛けのようなものの下にはスパッツらしきものを穿はいていた。

「アンタ本当に奥まで来るの？　居残り組の誰かと替わってもらった方が良くない？」

「だから、大丈夫と言っているです。村長なのですよ？　この状況を黙って見守るなんてできるわけないです」

「村長だから言っているんだけど……アンタになにかあったらどうするのよ」

　レティシアは諦あきらめたのか、途中でトラブルが起こった時の段取りなどを打ち合わせながら、洞窟を奥に進む手て筈はずを再確認した。

　洞窟に入るのは、レティシアにクムさん、チーチクにグランハルト兄弟も含めた十三人中十人。残った三人が居残り組となる。

「ここからゴブリンが逃げないようによろしくね」

「はい！　ここで、なるべく楽をしながらこの冒険の実績とタダ券を頂きます！」

　威勢よく答えたのは、どう見ても率先して潜るべきフルプレートを着込んだフレイだ。

　前から思ってるが、こいつ人生舐なめきってるよな。

「じゃあ、行きましょうか」

　レティシアの声で、グランハルト兄弟を先頭に一同が洞どう窟くつへと足を踏み入れる。

　天井の高さは三メートルくらいだろうか。

　岩壁を削ってつくったような通路は当然整備なんてされておらず、均ならされていないでこぼこなものだ。

　勿もち論ろん灯あかりだってないが、これは一同の腰に括くくり付つけられた不思議な石が、周囲を照らしていた。

「というわけで、中に入ったわよ？　見えてる？　平気？」

　レティシアがガラス容器──つまり俺に問いかける。

　ああ、聞こえてるよ。視界が揺れてちょっと気持ち悪いが。

　まぁ、レティシアの腰に目が付いてるようなものだから仕方がないが、これは慣れるしかないか。

　と、突然レティシアが足を止める。

　すると、通路の先に、三匹の緑色の肌をした人型の異形──武器を構えたゴブリンたちの姿が見えた。

「来るわよ」

　レティシアたちも武器を身構えた、その瞬間。

　一つの影が、周囲のすべてを差し置いてゴブリンたちへと飛びかかった。

　チーチクだ。

　電光石火の勢いで槍やりを突き出してきたゴブリンの顔面に蹴けりをお見舞いして、そのまま足場のように利用しながら再度跳躍。

　高速で他のゴブリンとの間合いを詰めると足払いを仕掛けて、地に伏したゴブリンの腹部を勢いよく踏みつける。

「本当にあの泉の効果は凄すごいですね。身体からだは軽いし、力も漲みなぎる。今の状態なら、そこらのモンスターに負ける気なんてしないですよ」

　嬉うれしそうに呟つぶやく彼女は、そのままあっという間に三匹を倒してしまった。

　そんな彼女の様子を、一同は驚きながら見つめていた。

　まさか、あそこまでやれるとは誰も──俺も──思っていなかったからだろう。

「お、驚いたわね。あんた、そんなに強かったの？」

　レティシアが驚きよう愕がくの表情で呟くと、チーチクが尻尾しつぽをふりふりとさせながら得意気な顔をする。

「ふふーん、これでわかったですか。言ったですよ、そこらの冒険者より強いって」

「なるほど、お風呂でいつも気配を感じなかったのは、その武闘の心得あってのことでしょうか」

「はい。静を極め動を成なす。我が拳こぶしの真髄です。気配くらいなら絶つことができるです」

　クムさんの質問に、チーチクがふんすと鼻から息を吐いた。

「え、えぇ。でも、あんたその歳としでどうしてそんなに腕が立つわけ？」

「村長たるもの、常に強く民草を護まもれる存在であるべき、です。父に教えてもらった拳で、理想を体現しているだけでしかないですよ」

　これも彼女の父のため。

　チーチクの中で、前村長である父親の存在は、それだけ大きなものだったのだろう。

「ふぅん」

　チーチクの返事に、レティシアがなんだか嬉うれしそうな微笑を浮かべる。

「なんで笑うですか」

「以前、アンタも言ってたでしょう？　家族のことを想おもって頑張るのはいいことだ、って。ちょっとだけ共感したのよ。ちょっとだけ、ね」

「ふ、ふん！　あたしは別に、共感されても嬉しくないですから！　それよりも、ほら、さっさと行くですよ！」

　恥ずかしがるように、もしくは強がるようにして、耳をバタつかせながらチーチクがそっぽを向いて歩き出す。

　この二人、案外仲良くやっていけるのかもしれないな。





　　　◆






　ゴブリンたちの居住区となっている部屋を見付けた時、まず最初に飛び込むのはグランハルト兄弟だ。

「行くぞ兄者。我らの中にある漢おとこを、彼等きやつらに見せつけてくれようぞ」

「言われるまでもない。ぬおおおおおおおおお！」

　二人が敵地に踏み込めば、部屋の中のゴブリンたちが一斉に彼等らの方を向き、弓を構えているものは矢を放ち、杖つえを構えたものは魔法を唱え、剣や斧おのを持つものは飛びかかる。

　レティシアの一いつ閃せんにチーチクの乱舞、怪け我がをした人間にはクムさんが治癒魔法を使ってすかさずフォロー。

　徐々に撃退の手順のようなものを形成しながら、レティシアたち熱美あたみ温泉ゴブリン討伐ご一行様は、順調に洞どう窟くつ内のモンスターたちを討伐していった。

　そうして、洞どう窟くつに入って五時間くらいが経たっただろうか。

　ダンジョンの制覇を順調に果たしたご一行は、とうとう最後の部屋の前にやってきていた。

「ようやくここまで来たわね……あとは、この部屋にいるゴブリンたちを倒すだけ。まだ聞こえてる？　一番奥まで来たわよ」

　──ああ、まだ聞こえてるし見えてるよ。

　温水を入れたガラスの容器を叩たたきながら言うレティシアに、心の中でそう返した。

　とはいえ、時間も大分経たっていてかなり見えにくくなってきてるし、声も聞こえにくくなってるけどな。

　すると、クムさんが訝いぶかしげな表情を浮かべる。

「それにしても、この先から感じる禍まが々まがしいマナの匂におい……もしかして」

「クム、なにか知ってるの？」

「おそらく、魔界に通じるゲートです。実際に見てもらった方が早いかと」

　一同は頷うなずき合あうと、グランハルト兄弟を先頭にして中に入ろうとする。

　が、部屋に入ろうと足を踏み出した瞬間、誰かが命じるまでもなく皆は一様にその足を止めた。

　部屋の中央部にある、不可思議で不気味な黒いなにか──まるで、空間の断裂から覗のぞく宇宙のような──に意識が持っていかれたせいだ。

　これが、魔界に通じるゲート？

　つーか、魔界ってなんだ……？

「あれってどういうものなわけ？」

「魔界についてはご存ぞん知じでしょう？　魔族やモンスターたちが住む、この世界とは界域チヤンネルが違うと言われている別世界。そこへの入口ですよ。魔界への入口ができれば、そこからこちら側へモンスターが大量にやって来ます。巣のでき上がりです」

「なんでそんなものがこの洞窟に？」

「さぁ。ただ、偶然生まれるようなものでもないので、誰かがつくったと考えるのが自然でしょうね。魔族による向こうの世界からの干渉か、あるいは、ここに来た誰かが開いたか。この程度のゲートであれば、私の魔法で封印できると思いますが……」

　そして、その断裂の先からは、今まさに一匹のゴブリンが頭を出して、窮屈な穴から抜け出そうとしているかのように這はい出でてきていて──。

「それはともかく──皆さん、来ます！」

　ゲートに意識を持っていかれていたが、当然部屋の中には数多くのゴブリンたちがいた。

　ハッとなった一同が、間一髪それらの襲撃に備える。

　これまでどおり、グランハルト兄弟を盾に、レティシアとチーチク、そして他の冒険者たちが続いて、一気に室内のゴブリンを掃除していく。

　しかし。

「ぬああああっ！」

　突然、グランハルト（兄）が大きな悲鳴をあげた。

　これまではどんな猛攻を受けてもたじろぐことのなかった巨体が、一匹のゴブリンの刃やいばを受けて膝ひざを折る。

「兄者っ！　っ、ぬうっ!?」

　兄の敵を討とうと、グランハルト（弟）がそのゴブリンへと巨大な斧おのを振るおうとするが、逆に懐に潜り込んだゴブリンの長剣が、彼の胸を貫いた。

　慌ててレティシアがゴブリンへと飛びかかるが、彼女の一いつ閃せんをゴブリンは剣で受け止めると、レティシアを押し返し、彼女の身体からだを宙へと飛ばした。

　今までのゴブリンとはまったく違う力量。

　この集団のリーダー格だろうか。

　ゴブリンがそのまま、逃げるようにして部屋を出ていく。

「クム、あとのことはお願い。この部屋を片付けて、そのゲートも潰つぶしといて！　私はあいつを追うから！」

「レティシアちゃん、気をつけてください！　あのゴブリン、普通の奴やつ等らと違います！」

「わかってるわ！」

　レティシアがゴブリンを追って部屋の外へ。

　当然、俺の視界もレティシアとともに通路へと出て、もう背中の見えなくなってしまったゴブリンの気配を追い始める。

　十分、二十分……。

「はぁ……はぁ……あいつ、一体どこまで逃げる気なのよ。もしかして、外へ逃げる気？」

　流石さすがに息を切らせながら、レティシアが苛いら立だちを隠さずに呟つぶやく。

　だが、入口にはフレイたちがいる、洞どう窟くつから出ようとしているのであればむしろ好都合ではないだろうか。

「わああああああああああああああああ！」

　しかし、その時フレイの叫び声が聞こえた。

　レティシアが慌てて洞窟の出口へと向かうと、多くのゴブリンに囲まれる冒険者たちの姿があった。

　全部で十数──いや、二十匹はいるだろうか。

　フレイたちは、入口の近くにある大きな木を背にしながら、自分たちを取り囲むゴブリンに向けて必死に武器を構えている。

「ど、どうなってるのよこれ」

　近場に生えていた大樹を背にして、怯おびえながら周囲を見回す男たちが三人。

　皆、既に全身のいたるところに傷があり、また足下には横たわったゴブリンが数匹転がっている。

「なにがあったの!?　もしかして、私たちが見逃したせいで!?」

　思わず声をあげてしまったレティシアの存在に、フレイが気付いた。

「ち、違います！　洞どう窟くつの外から、これだけのゴブリンたちがやってきて！」

「外から!?　この洞窟から出ていたゴブリンたちが戻って来たってこと？　それにしては数が多すぎるけど……」

　レティシアが剣を握り直して、ゴブリンたちに向かって構えた。

　ひとまず、今このゴブリンたちの出所を気にしたところでどうしようもないというところだろう。

　しかし、レティシアはそろそろ疲弊がピークだろうし、相手には先程苦戦していたあのリーダー格のゴブリンも混ざっている。

　加えて、フレイたち三人も応戦しているが、ここに残った三人は洞窟に入った他の冒険者と比べて、幾分か戦闘の腕が劣るようだ。

　レティシアがすかさず手をかざして、

「っ──！　レイフム！」

　魔法の名を唱え、焰ほのおを生み出す。

　彼女の手の内から放たれた炎の矢は、確かにゴブリンの右胸を捉とらえたかと思ったが。

　飛んだかと思ったそれはすぐに空気中で霧散して、ゴブリンまで辿たどり着つくことなく消えた。

「マナ切れっ──!?」

　そう叫んだ瞬間、接近したゴブリンの持っていた剣が、レティシアの剣を払う。

「あっ──」

　ダメだ、やばい。

　このままではレティシアもあの三人も、ゴブリンの群れにやられてしまうだろう。

　どうにかしなければ……でも、どうすればいい？

　温泉から離れたこの場所で戦っている彼女たちのために、俺がやれることなんて──。

　いや、一つある。

　実は、先日のレベルアップで、俺は不可思議な力を手に入れていた。

　使いどころのないものだと思っていたが……しかし、この場所まで届くのか？

　いやいや、届くのかじゃない、届かせるべきだ。

　だって、俺は──俺は、なんだっけ──ええい、まぁいい！




　俺は視界を一いつ旦たん温泉の方に戻すと、湯温を上昇させた。

　温泉がぐつぐつと煮えたぎるマグマのようになり、激しい蒸気が舞い上がる。

　火のマナを表す仄ほのかな赤色を帯びながら立ちのぼる湯けむりは、まるで天を駆け昇る竜のようだった。

　その湯気は、空気に溶けてしまわないよう湿度を保ち周囲へと広がりながら、風に流されるようにしてレティシアたちのいる洞どう窟くつへと向かう。





『マナ湯けむり：湯けむりを浴びた敵対勢力の能力を下げることができます。

　　　　　　　　範囲型のデバフスキルです』






　視界を再びレティシアの腰に下げられた容器へと戻すと、丁度その場所まで湯けむりが飛んでくるところだった。

　湯けむりが蔓まん延えんして、まるで霧に包まれる森のようになった一帯を見て、冒険者たちは戸惑った。

　だが、レティシアがすぐに、その湯気にあてられたゴブリンたちが苦しみだしていることに気付く。

「みんな、チャンスよ！　なんだかわからないけど、この妙な霧はあいつらを弱らせてるみたい！」

　レティシアの言葉に景気付いたフレイたち三人が、弱体化したゴブリンたちに向かう。

　……良かった、どうやら上う手まくいったみたい、だ。

　と、その時、突然視界が暗転する。

　あ、もしかして……力を……使い果たして……。

　そこでマナが尽きたのか、俺の意識は途絶えた。





　　　◆






　意識を取り戻すと、周囲はすでに日が落ちていた。

　視界はレティシアの腰からのそれではなく、温泉のもので。

　月明かりに照らされた女湯と、そこに浸つかる三人のお客さまと。

　レティシアとクムさん、それにチーチクだった。

　あー、えーっと。マナ湯けむりを発生させた後、意識が飛んでしまったんだっけ。

「で、アンタは吞のん気きに温泉に浸かっていて大丈夫なわけ？　村長なんでしょう？　丸一日抜けだしていたし、残った仕事があるんじゃないの？」

「心配ご無用です。今日やらなきゃいけない最低限の分は終わらせてきたですから。それに、村の不安が一つ取り除かれたようなものです。それだけで仕事は進んだですよ」

「確かに、この温泉に限らず、モンスターの巣が近くに生まれるなんて状況は、村の人たちにとっても不安でしたでしょうし～」

「不安要素はまだ残ってるですが。討伐中、フレイさんたちを襲うために巣へとやってきたゴブリンたちは、魔物をおびき寄せる香の匂においに釣られてきたものである可能性が高いみたいでしたし……一体誰が、なんの目的でそんなものを」

　どうやら、まだわからないことは多いみたいだが……なにはともあれ、話を聞く限りゴブリンの巣は無事に潰つぶせたようである。

　良かった、俺の湯けむりは間に合ったようだ。

「まぁ、安心するのはまだはやいってことです。それに、巣を潰したからといって、この温泉の安全が保証されたわけではないですし」

「わかってるわよ。明日からまた営業を再開して、しっかり目的の金額を貯ためてやるんだから」

「わかっているのならいいのです」

　そこまで言うと、チーチクは水音を上げながら立ち上がって、脱衣所へと向かった。

　もう上がるつもりなのだろう。

　そんな彼女の背中に、レティシアが声をかける。

「あのさ、今日は手て伝つだってくれてありがとね」

　彼女の声に、チーチクは尻尾しつぽをビクンと立てて。

「べ、べつに、あなたたちのためにやったわけじゃないですからっ！　何度も言ってるですよ、この村のためです！」

　そう言い残して、出て行った。

「うふふ、チーチクちゃん、素直じゃないところが可愛かわいいですよね」

「そう？　生意気なだけだと思うけど」

「どことなくレティシアちゃんに似ていますし」

「似てないわよ！」

　本人は必死に否定しているが、俺も似ていると思う。

「さてさて、私たちもそろそろ上がりましょうか。もう結構な時間浸つかってますし、長湯するとのぼせてしまいます」

「あ……先に上がってて。私はちょっと用事があるから」

「うん？　わかりました」

　不思議そうにしつつも、クムさんが立ち上がると浴場を出ていく。

　一人、レティシアだけが湯船に残された。

　レティシアは、しばらく脱衣所の方を見て、彼女がそこからも去っていくのを見届けた後。

「あのさ」

　ぽつりと呟つぶやいた。

「どこまで見ていたのか知らないけど、今日はありがとね。あの不思議な霧──というより湯気？　あれ、アンタなのよね？」

　いや、呟いているわけじゃないのか。

「あれがなかったら、私たち今頃死んじゃってたかも。いや、死んじゃってた」

　もしかしてこいつ、俺にお礼を言うために残ったのか？

「あ、いや、わざわざ一人で残ったのは、ええっと、他の子がいたら恥ずかしいじゃない！　言わせないでよもう！」

　いやいやお前が勝手に言ったのだろう。

「と、とにかく！　お礼が言いたかっただけだから！」

　しかし、お礼が言いたいのはむしろ俺の方だよな。

　レティシアの力がなければ、俺は今頃取り壊されていたのだろうし。

　──そうだ。

　スピーカーを起動する。

「ピンポンパンポーン♪」

　壁の隅に取り付けられたスピーカーから鳴ったチャイムの音に、レティシアが反応してそちらを向いた。

　喋しやべる内容は、と。

「当温泉からのご案内です。熱美あたみ温泉は、おかげさまで運営開始から一ヶ月を迎えました。これもひとえにお客様のご愛顧の賜たま物ものと深く感謝申し上げます。今後とも、変わらぬごひいき、よろしくお願い致します」

　……こんなところだろうか。

　微妙な返しになってしまったが、マナが尽きて実体化できない今の俺ができる、精一杯の返しだろう。

　すると、そんな俺の言葉──案内を聞いたレティシアが、くすくすと笑い出して。

「なにそれ。もしかして、私への返事のつもりなの？」

　いや、その通りなのだが。

　なんだよ、笑わなくてもいいじゃないか。

「他にもお礼を言いたいことはたくさんあるわ。本当はね、旅をしていて、心細くなってたの。リザの薬なんてどこにもないんじゃないかって」

　温泉に浸つかってる時の感傷からか、レティシアがぽつぽつと語り出す。

「そんな時、このお湯に浸かって、心が救われたわ。温まって、元気が出て。……その、本当にありがとう」

　なんだ、その……改めてお礼を言われると、なんだか……照れるな。

「ね、ねぇ、きちんとアンタと喋しやべれる時にお礼が言いたいし、返事もアンタの口から聞きたいからさ！　二週間後、一人でここに残るから、その時にどうかしら。いつものように実体化してきて欲しいなって」

　頰ほおを赤くしながら、レティシアがそんな提案をしてくる。

　しかし、二週間後って──。

「二週間もあればマナも貯蓄できてるんじゃない？　だから、その時にゆっくりと、ね？　この場所は潰つぶさせないから、絶対に」

　ああ、なるほど。

　どうやらレティシアは、俺を潰させるつもりがないらしい。

　すると、レティシアが立ち上がって。

「じゃ、じゃあね、そういうことだから！　また明日！」

　恥ずかしそうに、そそくさと脱衣所に向かった。

　……なんだろう。

　彼女が喜んで、しっかりとお礼を言ってくれる。

　そのことが本当に嬉うれしくて、温泉に生まれ変わって本当によかった、なんてことを思えてしまう。

　──あれ、どうしてこんなに嬉しいんだっけ。

　まぁ、いいか。

　なんにせよ、人に感謝されるのは、心地がよくて当たり前なのだから。




　そうこうして、長かった一日が終わって翌日。

　ゴブリンの心配がなくなったという噂うわさはまたたく間に広がり、さっそく熱美あたみ温泉は一般客で大おお賑にぎわいとなった。

　その翌日も翌々日も、温泉の存続を願う客の存在もあって、満員御礼が途絶えることはなく、期限である月末を待たずして目標金額を達成。




　無事、熱美温泉の存続が決まったのだった。





　　　◆






　温泉存続が決まった、その日の夜。

　ライゲアのとある民家にて、椅い子すに座ったポニーテールの女が、その前で正座する少年を素足で蹴けり上げていた。

「なぁっ！」

　頰ほおを蹴り上げられた少年が、たまらずに呻うめいた。

　ポニーテールの女の頭には耳と尻尾しつぽがあり、少年にもそれらがある。

　二人とも、ライゲアの村に住むファーボットだ。

「あのさぁ、どうして失敗しているのかなぁ？」

　女の声に、少年が中性的な顔を歪ゆがませながら必死に反論する。

「そ、そう仰おつしやられましても……自分はしっかり、ギリアム様に言われたように餌えさを撒まきましたよ！　あの洞どう窟くつにゴブリンが来るよう、身を挺ていしながら！」

「でも、失敗したのよね？」

「それは、あの妙な霧が──ぐわっ」

　再び、少年の頰が蹴られた。

　ポニーテールの女は、ライゲア村長チーチクお目付役であり、監査役という立場を取っているギリアムだ。

「私が命じたのは、あのモンスターの巣を潰つぶそうとする冒険者どもの妨害。ゴブリンを誘導しても殺せなければ意味がない。違う？　ったく、私がなんのためにあなたを拾ってやったと思ってるの？」

「す、すみません……」

「本当に悪運の強い小娘だこと。モンスターの巣をつくり、トラブルの種を多くして、対処できなくなったところを叱しつ咤たして、失脚させるつもりだったのに……あんなものができたら、またライゲアに人が増えてしまうじゃないの」

　小娘とはチーチクのことだ。

　ライゲアには、幼いくせに周囲の言うことを聞かず、意固地に村長として振る舞おうとするチーチクのことを快く思っていない人間も多い。

　そして──。

　その筆頭がギリアムであり、隙すきあらばチーチクをその座から引ひき摺ずり下おろし、自分が実質的な村長の座についてやろうと画策していた。

「お舐なめなさい」

　ギリアムが、少年に向かってゆっくりと足を差し出す。

「……はい」

　少年が、ギリアムの足先をペロペロと舐め始めた。

　ギリアムにとって、男を屈服させて奉仕させるのは、常態化したストレスの発散方法である。

　その主な対象が、彼女に仕えるこの少年だった。

「ふふふ……あの小娘の村長ごっこに付き合って、こっちは不満が溜たまりっきりなのよ。ほら、もっと犬のようにみっともなく舐なめて、いつものように鳴きなさい」

「くううううん！　ギリアムさまの足を舐めることができるなんて、誉ほまれの中の誉れ！　最高のご褒美でございます！」

「そう、そうよ。もっと、もっと鳴きなさい。はぁ……はぁっ……」

　ギリアムが、だらしなく足を舐める少年を見て、満足気に恍こう惚こつとした笑みを浮かべた。

「ふんっ、使えないなら使えないなりに役に立てということよね。まぁ、いいの。次の手段は考えてあるから」

「くぅん？」

「魔界へのゲートを開ける鍵かぎを流してくれた商人がね、用立ててくれたのよ」

　少年が、ギリアムのその言葉を聞いてぞっとする。

　あの鍵は、人が迂う闊かつに使っていいものではないとわかっていたし、あれと出どころが同じとなればまた似たような類たぐいのものに違いない。

　──言うなれば、禁忌に触れる行為。

「見てなさい、苦労も知らない忌々しい小娘」

　ギリアムの口の端が、にいっと吊つり上あがる。

　怨えん嗟さを孕はらんだ、醜い笑顔だった。

「農家の貧しい家柄に生まれた女の身でありながら、人の上に立とうと必死に努力してきた私の執念。必ず結実させて──ライゲアの実験は、私が握ってやるんだから。うふふふ、はははははははは！」





　　　◆






　取り壊しの危機を免れた熱美あたみ温泉は、ライゲアの村の公式なバックアップを受けられることになった。

　広場にある掲示板や冒険者ギルドには熱美温泉の広告が貼はられており、村の入口からは温泉に直行する馬車も出る。

　こうして訪れる客は以前の倍以上にもなり、レベルアップに必要な客の量が増えているにも拘かかわらず、今までとほぼ変わらない速度で成長することができた。

　客が増えた分、レティシアとクムさんの負担が大きくなったが、二人に払える給料も稼げるようになったし、あの一件以降フレイも「冒険するより楽だから」という理由で、ここで働いてくれるようになっていた。

　そうこうして、お客さまリストもどんどんと埋まり、成長によって施設は更に増築され大幅に拡張。

　山吹色の三角屋根を構える木造建築は、これまでの簡易な施設とは違い、もはや立派な建物だ。

　ガラガラと音を立てる引き戸を開けて館内に入ると、すぐ横にある木製の下げ駄た箱ばこに靴を入れて中にあがることになる。

　ソファーも設置されたロビーの横には、キッチン付きの食堂まで増えた。

　勿もち論ろん、温泉本体だってパワーアップだ。

　今まで男女一つずつしかなかった湯船もそれぞれ三つに増設されて、一つ一つの湯船の温度や音質などを、以前にも増して精密かつ多彩にコントロールできるようにもなった。

　温泉の効能だって、こんな感じにボリュームアップ。




『効能：体力・魔力回復　体力・魔力の一時強化　魔女の呪のろいの浄化

　毒・麻ま痺ひ・石化・混乱・状態の回復　一定時間体力を徐々に回復』




　魔女の呪いというものがなんなのかは、相変わらずわからないままだが……。

　かくして、新規営業を始めて一週間後には、レベルが20まで上がっていた。

　温泉としての圧倒的成長。

　利用してくれるお客さま方に圧倒的感謝。

　このままいけば、最高レベルカンストまでまっしぐらなのでは？

　いや、いくつまで上がるのかは知らないけどさ。

　俺という温泉に浸つかれる日も、そう遠くはなさそうである。




　そうして二週間後──レティシアとの約束の日。

　営業時間を終えた後の温泉にて、レティシアが一人で女湯に入ってきた。

　湯船に近付いた彼女は、ゆっくりと足を伸ばすと、そのまま身体からだを沈める。

「気持ちいぃ」

　本心としか思えない、熱の籠こもった噎むせぶような声を零こぼした。

「見てるんでしょ？　約束の日よ。出てきなさいよ」

　彼女が俺のことを呼んだ。

　そうだよな、俺と話すために今日は来たんだものな。

　ひとまず、今どのくらいマナがあるのかを確認する。




『貯蓄マナ　３０５０』




　うん、一時間以上の稼働が可能だ。

　この二週間、レベルが上がりハイペースのチャージが可能になったもんな……。

　というわけで、体内に貯蓄したマナを集める。

　集まった淡い光が、ゆっくりと人の姿を象かたどる。

　視界が、〝俯ふ瞰かん〟から〝主観〟へ。

　ペタリと、浴場の石でできた床の感触と、お湯の温度を足から感じる。

　──ん？

　なんだか今、違和感が。

「あ、相変わらず裸なのね」

　と、自分でもよくわからないなにかに戸惑っていると、レティシアが湯船に浸つかったまま、浴槽の外側に立つ俺を振り返りながら言ってきた。

「神さまだからな」

　だから、こう答える。

「そ、そうね。神さまだもんね」

　本当は、神さまってわけでもないんだけどな。

　まぁ、やっぱり今更それを言うのも面倒だし、なにより説明も難しい。

　…………。

　こちらからなにも喋しやべらずにいると、二人合わせて沈黙となる。

　ええっと、俺はレティシアがお礼を言いたいからと呼び出されたんだよな。

　その話題を俺が振るのも、お礼を催促しているみたいでなんだか嫌だし……。

「そういえば、お前独り言が多いよな」

　と、思わず関係ない話題を振ってしまう。

「な、なによ急に。さっきのはアンタに話しかけていただけよ」

「いや、そうじゃなくて。ほら、お前が俺のことまだ知らない時に、よく呟つぶやいていたじゃないか。だからさ」

「──あ」

　レティシアが顔を真っ赤にしながら抗議する。

「ち、違うのよあれは！　べつに、一人でお風呂に入っている時に、よく独り言を言ってしまう癖があるとか、そういうのじゃなくて！　ないから、ないんだから！」

「なるほど、あれはお前にとって恥ずかしい癖だったのか」

「って、私のことはどうでもいいでしょ!?　そういう話をするために呼んだわけじゃないんだし！」

　いや、だったら……その、本来の話をしてくれると助かるかな、って。

　なにせ俺には、実体化における時間の制約があるのだ。

　それに気付いたのか、ようやくレティシアが小さく咳せき払ばらいをして。

「あ、あの、えっと、あ、ありがとう！　先日は、アンタのおかげで助かったわ」

　俺の目を真まっ直すぐに見ながら、彼女が言った。

「あ、ああ。どういたしまして」

「「…………」」

　そして、再び沈黙。

　レティシア的には、改めてお礼が言いたいとは言ったものの、こうやってみると恥ずかしかったのだろう。

　だから言葉に詰まって、あるいは気まずくなってしまったのだ。

　温泉に浸つかっていたせいではなく、ますます赤みを帯びていく頰ほおと、左右に泳ぎだした彼女の視線からもそれは伝つたわってくる。

　いやいや、そんな照れられると困るのだが。

　というかそんな、自分が全裸で突っ立っている状況で、そんな恥ずかしそうな顔をされると、状況のせいもあってよけいに気まずくなってしまう。

　そうだよ、お互い裸なんだよ。

　女性らしさが欲しい部分にはしっかりと肉付きがあり、締まって欲しい部分はしっかりと締まった、大きすぎず小さすぎずのよい塩あん梅ばい。

　レティシアはなんだか卑屈めいていたが、どう考えても魅力があるに決まっているし、現にこんな美しい裸体を目にすれば俺の大事な部分もムクリと──。

　──ムクリ、と？

　あれ？

　ムクリって、え、あれ……今のって、もしかして。

「どうしたのよ、急に押し黙って」

「い、いや、そ、その──」

　俺のアレが、勃ってる？

　ええっと、あれが大きくなるということは、つまり今の俺の身体からだには神経があるということになるし、血が通っているということにもなる。

　というか、さっきから足の感触もあるよな。

　岩の地面とか、お湯の温ぬくもりとか、あれ……？

　今、俺は確かに、この浴場に立っているし勃たってもいた。

　そんな、自分の大事な部分を見る俺の視線に気付いたレティシアが、追うようにして視線を動かす。

「へ？　……な、な、なああああああああ!?　ちょ、ちょ、な、なんで、それ、大きくなってるわけ!?」

「いや、お、俺も、よくわからなくて──」

「わ、わ、わわ、わからないわけないでしょ!?　と、とにかく、それ隠して！　それを見せないで！　バカっ！」

　レティシアは、悲鳴のような声をあげながらぐるぐると目を回すと、なにを思ったか突然立ち上がって、両手を勢いよく尽きだした。

　彼女の両手は俺の胸板に思いきりぶつかり、その勢いで重心が後ろへ。

「って、ちょ!?」

　ぐらりと視界が回転して空へ向かう。

　やばい、これ思いきり後頭部をぶつけるやつだ。

「ご、ごめっ」

　しかし、そんな俺の危機にレティシアは気付いたのか、後ろ向きに倒れる俺の手を引っ張り、転倒を防ごうとして。

「──きゃっ！」

　そのまま、ざばんと背中と頭を湯に叩たたきつけられる。

　湯船の中だったので、身体からだを岩に打ちつけることはなく済んだが、問題のない状況かというとそうではなかった。

　だって、頭上には呆ぼう然ぜんとするレティシアの顔と、少しでも動けばぶつかりそうな距離にまで迫った二つのたわわがあるからである。

　レティシアの両足は俺の身体を跨またぎ、まるで俺を押し倒しているかのような体勢だった。

「「…………」」

　──ガラガラガラ。

　その時、脱衣所の引き戸が勢いよく開いた。

「レティシアちゃん!?　どうしたんです!?　叫び声が聞こえましたけど」

「なにがあったですか!?」

　服を着たまま浴場に駆け込んできた、クムさんとチーチクだった。

　そんな二人が、俺とレティシアを見て、きょとんとする。

「な、なんで二人が？」

　レティシアが、困惑しながら声を絞り出す。

「村に帰っていたら、偶然ここに向かってたらしいチーチクちゃんと鉢合わせになりまして……温泉に入りたかったのと、ついでにレティシアちゃんに用事があるということでしたけど……」

「お、お二人は、なにをやっているですか……？」

「さっそく誤解されてる!?　ち、違う。これはだな、レティシアに押し倒されただけで！」

「なにもっと誤解されるような言い方してるの!?」

　あ、すまん、この言い方じゃまずかった。












「私が知らぬ間に、いつの間にこんな仲に……い、いえ、私は祝福しますよ！　レティシアちゃんの相手が人間でも、エルフでも、温泉でも！　ラーダの名において！」

「不潔すぎてあたしは不快ですが……」

「どんどん誤解していってるな!?」

「ああもうちょっと、アンタのせいでしょ！　ちゃんと誤解を解きなさいよ！」

　レティシアがそう言った、その瞬間だった。

　急に、俺の身体からだが光を放ち、無重力空間にでも飛ばされたかのような、ふわりと宙に浮くような感覚に襲われる。

　視界が暗転して、浴場内を見下ろすようなものへと変わる。

　俺の視界に映ったのは、一人両手を床について、俺がいなくなってしまったことに愕がく然ぜんとするレティシアと、それを照れながら見つめるクムさん、それに冷めた視線を向けるチーチクだった。

「ちょ、ちょっと待って、なに一人でどっか行ってるの!?　はやくない!?」

　たった数分しか実体になれなかったが、もしかして実体化の精度が上がったせいで消費マナが激増したのだろうか。

　おそらく──いや、間違いなくそうだろう。

「なるほど、いくと消えるんですね。そして熱美あたみさまははやい」

「不潔すぎです！」

「だからあああああ、なに誤解してんのよ！　ちょっと、熱美あたみ、出てきて説明してあげて！　お願いだから！　神さまあああああああ！」

　すまんなレティシア、お前一人で頑張って誤解を解いてくれ。

　……決して、丁度いいタイミングで消えて良かったとか思ってないぞ？

　レティシアが、二人に頑張って経緯を説明する。

「なるほど。それでお礼をしようとしていたと」

「そ、そうよ、ただ一人でお礼をしようとしていただけで……」

「でも、変ですよね。どうしてわざわざ一人でお礼しようとしたんでしょう？」

「ぐっ──」

　すると、クムさんが面白いことに気付いたように目をハハーンとさせる。

「なるほど。そういうことでしたか」

　それを聞いて、チーチクも「あぁ」と頷うなずいた。

「初めて知ったですが、エルフは温泉に欲情するものなのですね」

「だから、そういう気持ちはないしそんな行為はなかったって説明したばかりでしょう!?」

「まさに、浴場に欲情ですね～」

　クムさんはなにを上う手まいこと言ってるんだ。

　つーか、ありえないだろう、人間──いや、エルフだった──が温泉を好きになるなんて。

　まぁ、俺は元人間だから、レティシアにそういう感情を抱くこともあるかもしれないし、性的な意味でいえば欲情はしているわけだが？

　浴場は欲情してる、うん。

「それに、別に一人でやりたかったわけじゃないわよ！　私がお礼を言うのに、他の人に声をかけるのも変でしょう!?　最初一人で言ったのだって、アンタたちに聞かれるのが恥ずかしかったってだけだし！」

「うんうん。そういうことにしておきましょう」

「まるで信用してないわね!?」

「ああでも、だったら、みんなでお礼しませんか？」

「──え？」

　みんなでお礼、って。

　クムさんがチーチクの方を見ると、彼女も困惑した表情を浮かべた。

「いえ、あたしもちゃんとお礼が言いたいとは思っていたですが、今この場で熱美さんに向かってお礼を言う、ってことですか？」

「違います。言葉ではなく、ちゃんとした行為で」

「行為で──どうするのかは知らないですが、熱美あたみさんはもうマナが尽きてしまったのではないです？」

「べつに、人間の熱美さんにじゃなくてもいいでしょう？」

　そう言うと、クムさんが優しく浴槽の縁にあたる岩を撫なでた。

「熱美さん、お湯って抜けますよね？　あ、抜くってあっちの意味じゃないですよ？」

　どっちだよ……。

　まぁ、お湯を抜くことは可能だ。

　湯船のお湯は、浴槽の中にある穴から湧わき出でているものだが、これを止めてしまうことも可能だし、同時にそこからお湯を外に流すこともできた。

　お湯を流す時の感覚は、まるで用を足している時のそれだが──まぁ、汚いからこの話はいいや。

「浴槽のお掃除、いかがでしょうか？」

　そういえば、レベルアップの度、ゲームでＨＰが回復するかのごとく浴槽が綺き麗れいになっていたので気にしてなかったが……一度も洗ったことがなかったんだっけ。

　レベルアップの頻度も落ちてきて数日綺麗になってないし、ありがたい提案かもしれない。

「ピンポンパンポーン♪」

　スピーカーを使って肯定する。

「どうです？　レティシアちゃん、チーチクちゃん」

「そりゃあ、もともとお礼を言おうとしてたんだし、私は構わないわよ」

「あたしもです。丁度良い機会ですね」

「決まりですね。じゃあ、チーチクちゃん、私たちも服を脱いできましょうか」

「え？　服を、ですか？」

「汚れるかもしれないじゃないですか」




　そんなこんなで。

　俺は、全裸になった三人に、綺麗にしてもらっていた。

　三人の手にはスポンジが握られており、以前レベルアップによって発生した黄色い洗面器に注がれた液状石せつ鹼けんを使って泡を立てている。

「ど、どう？　ちゃんと綺麗になってる？」

　レティシアが、浴槽の端の部分、隅についていた水みず垢あからしき黒い染みを磨き落としながら言った。

　当然、立ったままでは手が届かないので、浴槽の底に膝ひざを突き、四よつん這ばいのような体勢となって、キュっとしまった尻を突き上げている。

　俺は、そんなレティシアの体勢をカメラのような視界から眺めているわけで、手を動かすたびにフリフリと動く尻に、目が釘くぎ付づけになっていた。

「強すぎない？　痛くない？」

　俺だから慎重にやってくれているのか、レティシアの力加減はずいぶんと優しくて、痛いわけなんてなかった。

　というか、今の状況は女の子に身体からだを撫なで回まわされているようなものなのだ。

　しかもそれは、レティシアの手だけじゃない。

「うふふ、熱美あたみさま、存分に気持ち良くなってくださいね」

　浴槽に立つクムさんが、豊満な二房の胸を揺らしながら浴槽の縁の岩を磨く。

　時々、背の高い岩の奥を磨こうとして、グイと身体をその縁に押しつけてくることがあるのだが、その際に密着してくるのはクムさんの身体で一番前に出っ張ってる箇所であり、つまりはおっぱいだ。

　普段の客の中にも、浴槽の縁などに体重を預け胸をあててくる女性がいたりはするが、ここまではっきりと、しかも立派なものを押しつけられたのは初めてである。

　もし今の俺にお湯が張っていれば、湯は瞬く間に沸騰し蒸発するか、飲むと即お腹なかを下してしまうほどに硬度が上がっていたことだろう。

「ま、今後、村を発展させるのを手て伝つだってもらうですからね。精々、あたしの手で癒やされやがるがいいです」

　あまり物を洗ったりすることがないのか、チーチクのおぼつかない手つきもまた、それはそれでウブっぽくて気持ちいい。

　平たい胸も強い背徳感を喚起する魅力があり、頭についた耳や尻についた尻尾しつぽと相あい俟まって、これはこれで一つの方向性が極まっていた。

　──やばいな、極楽すぎるだろ。

　可愛かわいい女の子たちの手が、俺の身体のあちこちを、まさぐるようにして撫なで回す。

　こんなの、気持ちが良すぎるに決まっているだろう。

　もし今の俺が人間の姿をしていれば、先程とは比べものにならないほど、下肢に血が巡ってどうしようもないことになっていたに違いない。

　──温泉になって良かった。

　心からそんなことを思う。

　と、俺が快楽に意識を飲みこまれそうになっていると、チーチクの手が止まってレティシアの方を向いた。

「あ、そういえば、当初の用事を思い出したです。レティシアさん。今日、超万能薬エリクシルに関する気になる話を、村の酒場のマスターから聞いたです」

「本当!?」

　手を止めて振り返ったレティシアに、チーチクが真面目まじめな顔で頷うなずいた。

「とはいっても大した情報ではないのですが。魂機物グリムを扱っている怪しげな商人の噂うわさを耳にしたですよ。その商人なら、超万能薬エリクシルも取り扱っているかも、というだけの話なのですが」

「魂機物グリムをですか？」

　レティシアが反応する前に、クムさんが聞いた。

「え、ええ。とは言っても、その商人さんがどこにいるのかは知らないですし、本当かどうかもわからないですよ。魂機物グリムは曰いわく付つきで価値があるものですし、それを取り扱っている商人の噂なんてよくあることですので」

「あ、すみません。そうですよね。なるほど……」

　クムさんが顎あごに手を当てて、なにか考え込むようにする。

　魂機物グリムがどうかしたのだろうか。

「で、でも、そういう商人がこの近くにいるかも、ってことよね」

　今度はレティシアが聞く。

「確証はないですが、とりあえず探すあてになるかと思うです」

　レティシアの表情が、少しだけだが明るくなった。

　この温泉の力で治すことを目標にしているとはいえ、俺がレティシアの妹を救える保証はない。

　べつの情報はべつの情報で有用なものだし、レティシアだって、この温泉を離れることができれば探したかったはずである。

「それにしてもチーチクちゃん、わざわざレティシアちゃんにその情報を伝えるためにここまでやって来てくれたんですね」

「べ、べつに、無理をしたわけではないです。ついでです。村の酒場のマスターに、機会があればそれとなく客に聞いておいて欲しいと、お願いしていただけです」

　それは、わざわざ調べてあげてるんじゃないのか？

　当然、レティシアもそれに気付いたのか、優しい笑みを浮かべながら、チーチクに向かって深々と頭を下げた。

「本当にありがとう、チーチク。村長の仕事で忙しい中、恩に着るわ」

「やめてくださいです。あなたにお礼なんて言われたら、尻尾しつぽがそわそわするですよ。それに、今は前ほど忙しくないです。この温泉のおかげで村は賑にぎわいだしたですし、元々あったモンスターの巣も潰つぶれたのです。色々と余裕も出てきてるです」

「あ、そうなんだ。村が景気良くなってきているのはわかってたけど」

「まぁ、問題もないわけではないですけどね。ギリアムはいまだに、この温泉が危険だと言い張ってるですし……取り壊しを叫ぶ村の住民だっているですよ」

　一部住民の間でこの温泉を潰つぶせと反対運動が起きているのは知っている。

　誰もが歓迎しているわけではないというわけで、仕方がないことだとは思いつつも……当人としては凹へこむよな。

「今度、この温泉を見てみたいとのことで、噂うわさを聞いた王さまがライゲアにいらっしゃることになっているです。それで黙ってくれるようになるといいんですけどね」

「え？　なにそれ、そんなことあるの？　凄すごいじゃない！」

　マジかよ、大ニュースじゃないか。

　いや、見たことない──というよりこの山を出たことがないので、王さまと言われてもピンとこないが。

「とりあえず、そんな感じで凄いことになってるですから、この温泉で働くレティシアさんに手を貸すのは村のためでもあるのです。わかったですか？」

「わかったわよ」

　苦笑いを浮かべながら、レティシアが頷うなずいた。

「って、二人とも、お掃除の続きをやりましょう。裸なんですから、あまりゆっくりしていると風邪を引いてしまいます。で、熱美あたみさん、私たちが洗い終わったら、一度お湯を流してくださいね。それを使って泡を落としていくので」

「ピンポンパンポーン♪」

　スピーカーで返事をする。

　しかし、あれだな。

　レティシアの悩みごとと、チーチクの悩みごと、その二つが解決する兆しも現れたし、クムさんは──ああ、そういえば俺の調査のためにここに残っているんだっけか、それも問題なく続けられているだろうし、三人も仲良くなったしで。

　クムさんはともかく、レティシアとチーチクに関しては俺と出会う前よりも状況が良くなっているように思えた。

　そんな、すべてが上う手まくいっている状況に、なんだか心の底から嬉うれしくなる。

　──あれ、なんでこんなに嬉しくなってるんだっけ？

　俺は、自分のそんな気持ちの正体がわからないまま、彼女たちの談笑を眺めながら、身体からだを洗われる快楽に身を委ゆだねるのだった。





　　　◆






　それから、一週間後。

　チーチクが言っていた、王さまがライゲアを来訪する日がやって来た。

　今日は王さまが当温泉を訪れるということで、一般客の利用は控えてもらい、朝からチーチクを除く従業員の三人は出迎えの準備をしていた。

　とはいえ、なにか特別なものを用意するというわけでもなく、あくまでも普段通りのもてなしを完かん璧ぺきにこなそうとしているだけではあるのだが。

　ちなみにチーチクは、ライゲアで王さまの視察の対応をしているらしい。

「もう汚れは残ってない？」

「はい、ぴっかぴかです！　剣の扱いはダメですけど、便器の磨き方には自信がありますよ！」

　フルプレートをがちゃがちゃ言わせながら、レティシアの言葉にフレイが威勢良く答えるが、それは威張って言うようなことなのか？

　というか、その格好で掃除とかやりづらくない？

「料理も、一応出せるようにしておきますね。召し上がりたいと仰おつしやった時、さっと出せた方が便利でしょうし」

「そうね。万全の体制で王さまたちを出迎えて、この温泉に良い印象を持ってもらいましょう！」

　レティシアが握り拳こぶしをつくる。

　多分、不安というのもあるのだろう。

　王さまに気に入られれば、これからの温泉活動（？）が安泰になる反面、粗相をしてしまえばそれなりの対応をされてしまう可能性だって十分にある。

　もし怒らせてしまいでもしたら、一存で今度こそ取り壊されてしまうかもしれない。

　なにせ、相手は王さまなのだ。

　一難去って、また一難。

　俺だって、しっかり王に気に入られるよう頑張ろうと、そう思っていたのだが。

　急激に頭痛と吐き気──いや、頭はないし胃もないけど──に襲われ始め、俺は必死に自我を保とうとしていた。

　視界も歪ゆがみ、時にはぐるぐると回る。

　なんだ？　これ。

　まるで風邪でもひいて高熱でも出したかのような状況だが、温泉に転生してはじめての事態にどうしたらいいものか頭を悩ませる。

　いやいや、温泉って風邪引くの？

　そのせいか先程からどうにも意識が集中できず、油断すると湯温が高くなったり低くなったりと定まらない。

　しかも、この状況をレティシアたちに報しらせようにも、実体化やスピーカーの類たぐいも上う手まく扱えずにいた。

「そういえば、先程お湯がやけに熱くなってましたけど、大丈夫でしょうか」

「王さまが来るから熱美あたみも張り切ってるんでしょ？　なにか問題があるなら報しらせてくれるだろうし、きっと平気よ」

「あ、そろそろいらっしゃる時間ですね。なにかあると怖いので、僕は裏に引っ込んでおきます」

「フレイって、どんな場面でもとことん楽な方に行くわよね。そのブレなさ感心するわ」

「それほどでも～」

「あはは……レティシアちゃんは多分褒めてないと思いますよ」

　そして、仕方がないのだが気付いてもくれない。

　なにごともなければいいのだが──。

　──ぐらり。

　いや、やっぱり、このままじゃ無理だ。

　なにか、なにか、出しちゃいけないものを出してしまい……そう……な。

　ふと、身体からだの内側を迫せり上あがってくる、〝気持ちの悪いもの〟。

　身体の中にある〝異物〟。

　正体に気付く、これはマナだ。

　俺はそれを、耐えきれなくなって、思わず。

　嘔吐した。

　瞬間、湯船から一斉にもわりとなにかが立ち上る。

　レティシアが眉まゆを顰ひそめ、そしてすぐに叫んだ。

「フレイ、クム、鼻を覆ってここから逃げて！　この匂におい……毒よ！」

　二人が、「え？」となりながらレティシアを見た後、異常に気付いたのかすぐに深刻そうな顔をする。

　だが、間に合わなかったらしいフレイが、床に思いきり鎧よろいをぶつけ、大きな音を鳴らしながら倒れ込んだ。

「っ──」

　レティシアが、それを慌てて肩を貸すような形で抱えた。

「レティシアちゃん!?」

「クムははやく逃げて。私はこの子を連れて行くから！　それと、息はなるべく吸っちゃダメ！」

「だったら、私も」

　クムさんがもう片方の肩を抱え、レティシアと一緒にフレイを担ぐ。

「助かるわ。とりあえず、一度逃げましょう」

「はい」

　レティシアが、クムさんとともにフレイを抱えて、ロビーを出ていく。

　途中、一度軽く施設を、心配そうに振り返った。

　なんだってんだ、一体。

　毒って、俺がどうしてそんなものを……。

　そんなことを思いながら、俺の意識は段々と薄れていって。

　──やがて、ぷつりと、途絶えた。





　　　◆






　う……ん？

　スマホの音量を少しずつ上げるかのように、徐々に視界と声がボリュームを取り戻していく。

　まずは、誰かが話しているのがわかり、続いてそれが温泉のロビーであることがわかった。

　──っ。

　駄目だ、まだ頭が痛いし意識がぐらついている。

　……やがて視界が完全に明度と彩度を取り戻すと、そこにいるのがレティシアとクムさん、それにチーチクとギリアムの四人だということがわかる。

　四人は、難しい顔をしてなにかを言い合っていた。

　今、ポニーテールを震わせながら声を荒げているのは、ギリアムさんだ。

「本当に大変なことをしてくれましたね。王が温泉に入られる前だから良かったものの、もし被害に遭われていたらどうなっていたことか」

「そんなことを言われても、こんなことはじめてだもの！　急なことすぎて、私たちにもなにがなにやらまだ状況が理解できてないし！」

　同じように、大きな声で反論しているのはレティシアだ。

「だから、危険も予想できなかったということなのでしょう？　そんな危ない施設の運用を、この先許していけるとお思いですか？」

「うぐっ」

　もしかして、さっきの不思議な毒のことが、問題になっているのか。

　それはそうだよな。

　よりにもよって、王さまがやって来ていた日に、こんな騒動を起こしてしまうなんて。

「フルプレートを着込むほどの用心深い冒険者が、治療所送りになってしまうほどの猛毒。本当に、王になにもなくて良かった……」

　いや、それはフレイが軟弱なだけだと思われるが。

「王も、随分と怒っておいででした。危険だから、はやく取り壊すようにとも」

「そんなっ!?」

　な──。

「でも、本当に熱美あたみさまがやったのでしょうか」

　疑問を呈したのはクムさんだった。

「なにが言いたいのです？　毒のガスが出たのは湯から。それは、その現場にいたあなたがご存ぞん知じのことでしょう」

「その毒ガスが出た理由について言ってるのです。本当に、熱美さまが自分で出したものなのかな、と。なにか、悪意を持った外部的な原因があってもおかしくはない」

「自分たちの管理の杜ず撰さんさを棚にあげて、犯人捜しでしょうか？」

「私はあくまでも、可能性の一つとして上げているだけですので」

　外部犯……そういう可能性もある、のか？

　と、とりあえず、実体化して俺もなにか意見を伝つたえよう。

　──グラリ。

　ダメだ、まだ身体からだが熱っぽくて、実体化ができない。

　なんなんだよこれ、本当に俺の不調なのか？

「とりあえず、今後のことは決まりました。そうですよね、村長」

「……はい」

　ギリアムの言葉に、沈んだ声でチーチクが答えた。

「この温泉の管理、及び村長業務の一部は、今後ギリアムに交代してもらうことになったです。今回の失態、王への謝罪は現村長であるあたし──チーチクの不手際によるものだということで謝罪させてもらい、責任を取ってこのような運びとなりましたです」

「ちょ、ちょっと待って。つまりそれって、どういうことなの？　この温泉って、チーチクじゃなくて私たちが管理してるんだけど。チーチクにも手て伝つだってもらってるけどさ！」

「だから、それは今日で終わりです。明日からは私が仕切らせてもらいます」

　ギリアムが、俺を管理？

　いやいや、そんな俺を物みたいに──そうだった、俺は温泉だ。

「安心してください。この温泉にとって、そしてあなた方にとっても悪いようにはしません。レティシアさん、あなたは超万能薬エリクシルを求めているらしいですね。お譲りしましょう」

「え!?　持ってるの!?」

「はい。実は、先日譲っていただける機会がありまして。でも、私には必要ないものですし、ここをこれまで見張ってくれたお礼として、お渡しするのに丁度良いかと思いまして」

「で、でも、ものすごく高価なものでしょう？　それこそ、家が一つ買えてしまうくらいの。そんなものを譲るだなんて、信じられないんだけど」

「購入したわけではないですし、それに、今回このようなことがあったとはいえ、あなたが盛り上げてくれたこの温泉の功績というものを私も村も認めています。そのくらいの報償はあってもおかしくないのではないかと。受け取ってください」

「え、えっと……」

　レティシアが考え込むようにして黙ってしまう。

　彼女にとって、妹のリザの病気を治す方法こそが、旅の目的だったはずだ。

　それを譲ってもらえるとなれば、断る理由もないに違いない。

「そして神官さん、あなたはこの温泉を調査しているのですよね。それに関しては、こちらでも新しく魔術師を雇ってやらせてもらって、月一で王都にあるラーダ教の支部まで届けさせてもらおうと思っているのですが、どうでしょうか」

「確かに、それが確約できるのであれば、旅に戻ることができますし、文句はないのですが……」

　こちらも、なにかを考えるようにして俯うつむいた。

　それなりに俺に愛着を持ってくれているが、神官としてはギリアムの提案を拒絶する理由がないから、といったところだろうか。

　そして、俺だって、よく考えてみればレティシアやチーチクたちの管理に拘こだわる必要だってなかった。

　俺は、一介の温泉だ。

　温泉の俺に、利用者は勿もち論ろん、管理者や従業員を縛り付ける資格なんてあるわけがない。

「ということで、よろしいでしょうか、みなさん」

　ギリアムが、にっこりと確認するようにもう一度言う。




　こうして、熱美あたみ温泉──俺の管理者は、ギリアムとなった。





■第四章　温泉という職業




　夢を見ていた。

　この場合の夢というのは、眠っている間に見る方。

　家族を交通事故で亡くした後、ふと入った温泉にて。

　幸福そうな他人の姿を見ては苛いら立だつ、子供ながらに心が荒すさんでいた、そんな時期のこと。

　ええっと、十歳くらい。

　こづかいをためて、なんとなく一人でどこかに行きたくなって、初めて一人で近場の温泉に行った、そんな冬の日。

　確か、あの頃読んでいた本で、傷付いたら旅に出るものだとかそういうくだりがあったから、なんとなくそれっぽいことがしてみたかっただけだと思う。

　ああそうだ、今の俺の姿によく似た山奥の自然温泉だったな。

　その温泉はまるで、俺の冷えきった心を温めてくれるみたいで。

　なんだか、不思議な力を与えてくれるようで。

　──だから俺は、一瞬、そういうものになりたいと思ったんだ。

　だから？

　どうして、だからなのか。

　俺はあの時、なにになりたいと思ったんだっけ？
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　閉館後、夜のとばりが下りた熱美あたみ温泉の男湯。

　岩盤の湯船の中で、向こうの世界と変わらぬ星が浮かぶ夜空を見上げながら、人の姿となった俺は「はぁ」と歓喜に満ちた大きな息を吐ついた。

「まさに極楽ってやつだな～」

　この温泉の管理者がギリアムに代わってから、二週間が過ぎた。

　その間、俺はギリアムの言うがままに温泉稼業をこなし、これまで通り温泉の成長とマナの貯蓄を行い、当初の目的である温泉の拡張を行いながら、自分に浸つかるという夢を叶かなえるべく頑張っていた。

　そして今日こそが、いよいよ夢を叶えた──その日だ。

　人間時代の知見と、温泉時代の経験をフルに活用してつくりあげた露天風呂だ。そんなもの、気持ちが良いに決まっている。

　熱すぎず、ぬるすぎず、ずっと浸かっていられながら、それでいて肌寒さを感じることはない最適な湯温。

　包み込むような、優しい肌触りの水質。

　人間だった頃に入ったどの温泉よりも快適な湯である。

「ずっと入っていられるよな、これ。もうこの中で死んでしまいたい」

　貯蓄しているマナ量的に、浸つかっていられるのは三十分くらいだ。

　今日という日のために、使わずに取っておいたマナだ。

　ここはゆっくり、一気に羽を伸ばして──。

「……いや、なにかあった時のために取っておくべきだろう」

　満足もしたしな。

　温泉の姿へと戻ると、それまで自分が入っていた湯船が視界に映った。

　そのまま視点を変えて、ロビーを確認する。

　お風呂上がりなせいで、頭から湯気を上げる中性的な顔立ちの冒険者──フレイが、館内の施錠をしながら「ふあああ」と大きな欠伸あくびをしていた。

「今日は退屈だったなぁ」

　ギリアムが管理者となった後の熱美あたみ温泉は、これまでと方針を変えてしまった。

　分け隔て無く来客を歓迎して、安価で施設を提供していた以前とは打って変わって、今の利用料はなんとこれまでの二十五倍の一シルバ。

　そんな金誰が払うのだと思いきや、そのくらい払う金持ちは案外多いらしい。

　とはいえ、以前に比べると客の数自体は激減して、基本的に温泉は暇だ。

　従業員は、レティシアやクムさん、チーチクなどがいなくなった後もフレイだけ残って続投することになった。

　どうやらフレイは以前からギリアムと面識があったらしく、彼にここを預けるというのはギリアムからの指名だった。

「今日も一日楽に過ごせました、と。ではでは、ひとっ風呂浴びましたし、ボクはそろそろ帰りますよ。お疲れさまです～」

　施錠を終え、仕事後の温泉も済ませたフレイが、独り言──というよりは俺への挨あい拶さつをしながら帰っていく。

　あいつは楽をしたがっているみたいなので、今くらいの状況がいいんだろうな。

　と、そこで、この世界にやって来たばかりの頃、自分がどういうことを考えていたのかを思い出す。

　温泉やってればいいだけだからゆっくりできるとか、楽勝にがんがんレベルが上がってまったり女の子たちの裸を覗のぞき放題だ～とか、そんな風に思ってたはずだよな。

　でも、チーチクが勝手に住むのは許さないと言いだして、それで必死に土地代を稼ぐことになって、それからゴブリンなんかも討伐することになって。

　そして、俺に異変が起こって、王さまを怒らせて、レティシアやチーチクに代わってギリアムが代わりに温泉を管理することになったわけで。

　しかし、俺だって楽にこの世界に住み着くことができるようになったわけで、悪い状況ではないはずだ。

　目標にしていた、温オ泉レを堪たん能のうするということもできているわけだし……。

　当然、客の数は減り、マナの貯蓄や成長面で問題があるかのように思われたが、ギリアムが定期的に特殊なアイテムを投与してくれることで解消されていた。

　客の数が減り、客質も限定的になったことだって悪いことではなかった。

　それだけ乱暴な客がやってくる可能性は減ったし、おまけに富裕層は基本的に物の扱い方が丁寧なのだ。

　綺き麗れいな女性客だって多い、金持ちなので身なりがしっかりしているのもあるのだろう。

　こうやって考えていくと、いいこと尽ずくめな気がする。

　このままゆっくりと、まったりと、安寧のスローライフに身を委ゆだねる……そんな日々を送ればいいのではないか？

　でも、なんだろう、この胸の奥の気持ちが悪い感じは。

　──と。

　その時、湯船に誰かが入って来る感覚。

　もう客の利用はできないはずだが……というか、表からは誰も入ってきてなかったよな。

　すぐに人の気配のする方へ視界を持って行く。

　塀へいを越えて女湯に入ってくる、チーチクだった。

　どうしてあいつ、あんなこそこそと……フレイに知られるのが嫌なのだろうか。

　チーチクは浴場から脱衣所へ向かうと、服を脱いで再び浴場へ。

　タオルも纏まとわず、平へい坦たんな肢体を晒さらしながら近付いてきたチーチクは、湯温を確認するようにそっと足を伸ばしながら、ゆっくりと身体からだを沈めた。

「んっ──やっぱり、熱美あたみさんの中はあたたかいです」

　気持ちが良さそうに言うが、その面持ちはどこか暗いものだった。

　嫌なことでもあったのだろうか、頭に付いた自慢の耳もうなだれていて元気がない。

「最近どうですか？　熱美さん」

　答えられねーよ。

「あたしは、ぼちぼちです。村長の仕事のほとんどはギリアムがやってくれているですから、あたしはのんびりと歳相応の勉強ができるです」

　どこか自じ嘲ちよう気味に語るチーチク。

　彼女の場合、村長を立派にこなすって夢があったわけだし、それを横から奪われて納得いかないというのもあるのだろう。

「あんな事故を起こすなんて、あたしは村長失格です。そもそも、こんな歳としなのに周囲の反対を押し切ってやろうとするなんて、ダメだったのですよ」

　まぁ、そうだろうな。

　この世界の常識や感覚はいまだにわからない部分があるが、いくら勉強しているとはいえ子供が村長をやろうとすることに、無理があるようにも感じる。

「あたしがどうして、この歳としで村長をやれてるか知ってるですか？　今はもう意味もない血のおかげなんです。かつて、この山にドラゴンが住み、ライゲアと共存していた時代があったです。その時代に、ドラゴンにマナを供給するための役目を背負った血筋」

　チーチクが続ける。

「それが、ライゲア村長である、マイナポットの家系なのです。しかし、今ではドラゴンなんていないですし、あたしに至っては大した魔法の才能がない」

　なるほどな。

　異世界とはいえ、こんな小さい村長がどうして受け入れられてるのかと思ったが、村の慣習もあってのことだったか。

「もはや形けい骸がいと化した巫み女この──村長の役目に、いったいどの程度の価値があるというのでしょうか。誰かに任せればみんなが幸せになるというのなら、それでいいことです」

　俺だって、ライゲアだって、今の状況で丸く収まっているのであれば、それが良いに決まっている。

　──なのに。

「なのに、どこか悔しいとか思ってしまうあたしは、どこまでも自分の感情を優先していて、村長をやるには子供過ぎたってことですかね」

　そう……だろうか？

　いや、それは多分違う。

　彼女が悔しいと思っている本当の理由は、ギリアムの施策がライゲアのためになっていないと思っているからだろう。

「不穏な話も多いです。ギリアムは、村に富裕層向けの特別な住居や商店をつくるらしいです。やり方が強引らしく、そのことで立たち退のきを命じられた人々の話だって聞きました。脅きよう迫はく紛まがいのことだってやっているらしいです」

　うげぇ、そんなことまでやってんのか。

「ギリアムは村の発展のためだと言っているですが……すみませんです、愚痴を吐いてしまって。こういうところも子供っぽいですよね。こんなんじゃ、またあのエルフに精神も小さいって馬鹿にされてしまうです」

　──あれからレティシアは、一度もこの温泉を訪れていない。

　旅の目的である薬を持って、里に帰ったんだろうな。

　クムさんについても同様で、まったく姿を見かけないが、巡礼の旅にでも戻ったのだろうか。

　つーか、彼女たちだけではない。

　グランハルト兄弟や、ライゲアの商店の奥さま方に、多くの家族連れ、これまでの常連客のほとんどが、利用料の高さからここを訪れてくれなくなってしまった。

　ゴブリン退治の時に配った無料券も、それなりの額で買い取る形で使えなくしてしまったらしいし……。

「さて、生産性のない弱音を吐くのはやめて、家に戻って勉強でもするですよ。今は無理でも、大人になった時にライゲアのためにやることはあるに違いないですし」

　チーチクが立ち上がり、しゅんと頭を垂たれて尻尾しつぽを揺らしながら、浴場の出口へと向かおうとする。

　このまま行かせてしまっていいのか？

　チーチクはただ浴場を出ようとしているだけだが、このまま別れてしまったらもう二度と逢あえなくなるような、そんな気がして。

　でも、別に構わないんじゃないのか？

　ただの温泉である俺が、彼女を呼び止めて一体なにをしようと……。

　──いや、違う。

　温泉だから、だ。

　昨晩の夢を思い出す。なぜ、俺は温泉になりたがったのか。

　あの日、凍り付いていた俺の心を救ってくれた温泉みたいに、誰かの心を温めたかったのだ。

　それがわかると同時、衝動的に俺の中にあるマナを搔かき集めていた。

　そして──、

「小さき者よ！」

　人の姿となり湯船の前に立った俺は、彼女の背中に向かって話しかける。

「な、なんですか急に。どうして出てきたですか！」

　チーチクが驚きながら振り返った。

「お前が愚痴っていたから出てきたんだよ」

「きゅ、急に出てくるなんてズルイです。ずっと出てきてくれなかったくせに……」

「いや、ここに来なかったのはお前の方だろう」

「そ、それはそうですが！　先日の件の罰として、ギリアムがしばらく温泉に入るのは禁止すると言うですから……そう言われると、逆らえなくて」

「なるほど、ギリアムの仕業だったのか」

　罰、ねぇ。

　俺と逢うのを嫌がっているだけのようにも感じるが、気のせいだろうか。

　やっぱり色々と怪しいぞ。

「ま、とにかくだ。チーチクが困ってそうだったから、手を貸したいんだよ」

　すると、チーチクがきょとんとする。

「どうしてです？　取り壊されるわけでもないですし、毎日お客さんだっているです。温泉としては安泰な状況だと思うですが」

「温泉だからこそ、どう使われるかに腹を立てて、文句を言う権利くらいはある」

　人間の時はわからなかったが、物だって持ち主くらいは選びたいし、気持ちの良い使い方をして欲しいものである。

「それに、温泉ってのはな、傷付いた誰かを助ける存在なんだ。そういうもんなんだよ。人々の心をあたため、癒やし、マイナスの心を洗い流す──それが、温泉という存在の持つ不変の効能だ」

「そ、そうだったんですか？」

　多分。

　少なくとも、俺にとっての温泉は、そういうものだ。

　そして俺にとってそうだったからこそ、俺は温泉としてここにいる。

「なにができるかはわからないが、お前だって今の状況が引っかかっているんだろう？　納得しているみたいなこと言ってたけどさ」

「そ、そんなことはなっ──」

　反論しようとして、言葉を詰まらせる。

　レティシアと軽口を叩たたき合あっている時の調子なら、見え透いた噓うそでごまかそうとするところなのだろうが、それすらできないということはそうとうに弱っているのだろう。

「……その通りです」

　チーチクは素直な子だ。

　だから、欺ぎ瞞まんも苦手なはずだ。

「みんなが幸せならいいのです。でも、そうでないなら、あたしにできることを考えたいです」

「よし、わかった。そのために俺も協力してやる。問題ないと思ったら、その時は黙って納得すればいいだけの話だしな」

　チーチクが頷うなずいた。

「でも、協力って言っても、どうするです？　ギリアムに注意をしても聞かないとおもうですが……」

　迷惑を被っている村人や、温泉の運用方針に不満のある客の署名でも集めるか？

　いいや、それよりも先に確認することがある。

　方針以前に、ギリアムは人間──いや、ファーボットとして信用できるのか、それをまずは見極めたい。

　思えば、王さまの騒動以降、富裕層の客が定着するまでが早すぎたし、俺を成長させるための魂機物グリムの用意なども、なんというかいちいち手際が良すぎる。

　まずは、ギリアムについて探ってみるべきではないだろうか？

　なにか、なにか方法は。

　──そうだ。

「いいことを思いついた」

　俺は、思いついた案をチーチクに話した。

「犯罪性をともなう変態の匂においがするですが。それでは覗のぞきの類たぐい──ああ、熱美あたみさんは覗きが得意でしたね」

「いや、やましい考えはなにもないからな？」

　というか酷ひどい言い草だな？

「まぁいいです。確かに、それだったらなにかわかるかもしれないです。あたしも一肌脱ぐですよ」
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　チーチクに連れられて、山を下りる。

　といっても、当然だが人の姿をしているわけではない。

　今の俺の視界は、チーチクの腰に下げられたガラス瓶からのもの。

　ゴブリン討伐の時にも使ったガラス瓶に、温水を汲くみ取とってもらったのである。

「熱美さんって、村を見るのは初めてですよね」

　ああ。

　というより、山を下りること自体が初めてだ。

　温泉以外の光景なんて、例のゴブリン退治の時に通った山道と、巣になっていた洞どう窟くつくらいしか知らない。

　仕方のないことではあるが、とんだ引ひき籠こもりである。

「ライゲアはいい場所ですよ。パパさまがつくった自慢の村です。向こうでママさまと逢あった時、先に死んでしまったことを後悔するように頑張っていたらしいです。あ、ママさまはですね、あたしが生まれた時に死んでしまったですよ」

　こいつ、とことん重たいもの背負ってるなぁ。

　まぁそうでもないと、子供のくせに意固地になって村長を気取ったりはしないか。

　彼女の話を聞きながらでこぼこの山道を歩くと、やがて村の灯あかりが見えて来た。

　社会の教科書や中世ファンタジーの映画やゲーム世界などで見たことがあるような、それっぽい感じの外観だろうか。

　村の入口らしき場所に着くと、白い煉れん瓦がのような素材でつくられたアーチが出迎える。

「どうですか？　これが自慢の村です。こんな田舎ですけど、１０００人近くは人がいるですよ。まぁ、最近若い人が減ってきてるですけど」

　説明を聞きながら、チーチクの足でライゲアの中を歩く。

　村のあちこちには、球状の光る石が置かれた柱のようなものが設置され、電灯のようになって辺りを照らしており、土を均ならしてつくられた街路の傍かたわらに、石や藁わらでつくられた屋根の木造建築が並んでいた。

　ほとんどは民家のようだが、中には正面に武器やら防具やらの商品が並んでいたり、ベッドや剣のようなイラストの描かれた看板が出ているものがある。

「まだ歩きますです、小さな村とはいえ、人が集まればそれなりの広さになるですからね。お目当てのギリアムの家は、もう少し先です」

　目当ての家、ギリアム宅に着いたのはそれからもう間もなくのことだった。

「ここです」

　他の民家からは少し離れた場所にある、田畑に囲まれた赤い煉瓦の屋根の家。

　チーチクが、木製の入口の扉の前までくるとノッカーを鳴らした。

「誰？」

　ドアの向こうから声が聞こえる。

「チーチクです。開けてもらえますか」

　ややあって扉が開くと、中から驚き顔のギリアムが、以前出で逢あった時と同じスーツのような服装で顔を出す。

「村長じゃないですか。こんな時間にどうしたんです？　あまり夜中に出歩かないでくださいと、何度もお話ししたとも思いますが」

「すみませんです。でも、ギリアムに渡したいものがあるですよ」

　チーチクが言って、腰に下げていたガラスの容器を渡す。

「これは？」

「温泉です。ギリアムは家に置いてるですか？」

「いえ、どうして温泉を家に置く必要が？」

「やっぱり、ギリアムは知らなかったですね。熱美あたみ温泉の本当の力のこと」

「本当の力……？」

　はてと、心底不思議そうにギリアムが聞き返した。

　さて、ここからはチーチクの演技の腕にかかっているぞ。

　上う手まく彼女のことを騙だまして、俺をギリアムの家の中に連れて行ってくれ。

「はい。朝、目覚めてすぐにこの温泉の水で顔を洗うと、最強の美容効果があるです。肌は瑞みず々みずしくなるですし、顔のシミや目の隈くまだって綺き麗れいに消えてしまうですよ」

「そ、それは本当なのですか!?」

　ギリアムの目が輝き出す。

「はい。ギリアム、最近あたしの代わりに頑張ってくれてるじゃないですか。最近、お疲れなのか顔色もあまり優れてないようですし、差し入れをと思ったです」

　チーチクが温泉の入った容器をギリアムに手渡す。

　視点が、チーチクからギリアムへと移った。

　──これこそが、俺の提案した案だった。

　なにかしら理由を付けて、温泉の入った容器をギリアムに渡してもらえば、ギリアムが一人でいるところを覗のぞくことができるという寸法だ。

　これでギリアムが信頼できる人間なのかどうかを、見極めるというわけである。

　あまり趣味の良いやり方ではないが、プライベートだとなにかボロを出すかもしれないし、家の中を覗くだけでもなにかわかるかもしれないからな。

「村長、私のためにそんなお気遣いを……ありがとうございます」

「いえいえ、あまり無理はしないでくださいね、ギリアム。では、あたしはすぐに帰るですので。おやすみなさいです」

「はい、おやすみなさい。村長こそ、何度も言っていますけどこんな時間まで歩き回ってはダメですよ？　まだ村長は子供なんですから」

「もう、あまりお小言は言わないで欲しいです。わかってるですから」

　子供らしいあどけない笑みを浮かべながらそう答えたチーチクは、一礼するとギリアムの家から夜道に消えて行く。

　やがて、チーチクの背中が見えなくなったのを確認すると、ギリアムが口の端をニヤリと釣り上げた。

「本当に考えの浅い子。私を心配？　自分の身を心配しなさいっての。やっぱり、所しよ詮せんはガキね」

　って、おい、いきなりボロを出してきたな。

「でも、いいことを聞けたわ。確かに、最近はお肌が荒れ気味だったもの。いずれ村長になる身なのだから、容姿はしっかりと綺麗にしておかないとね」

　ギリアムに運ばれて、彼女の家の中を移動する。

　外観通りの木造建築の屋内には、入口を入って直すぐの部屋に食事用だと思われる木の机、それと暖炉があり、それぞれを天井の光る石が照らしている。

　その机に俺の入った容器を置いたところで、再びノッカーがこんこんと鳴った。

「誰？」

　先程と同じようにギリアムが返すと、ドアの向こうから。

「フレイです」

　聞き覚えのある声が聞こえてきた。

　──フレイ？　どうしてこんな時間にギリアムの家に？

　ギリアムと面識があるとは聞いていたが、夜中に話をするような仲だったのか？

「遅かったじゃない。ほら、さっさと入って」

　扉を開けると、フルプレートを着た冒険者が部屋に入ってくる。

「武器屋の件はどうなの？」

「はい。武器屋を立たち退のかせる件、首尾は上々です。素行の悪さで仕事をなくしていた冒険者に声を掛けたら、喜んで引き受けてくれました」

「そう。それは良かった」

　武器屋の件って、チーチクが言ってたやつか。

　それにしても、フレイが手を貸していただなんて……。

「国調査団体の方はどう？　例の温泉の問題について、調べたがっているお節介な奴やつ等らがいるんでしょう？」

「例の役人に金を渡して黙らせました。以前、モンスターの巣の調査を拒否した時に使ったルートです」

「仕事熱心な人間は嫌になるわね。モンスターの巣を増やしたり、温泉に毒ガスをバラ撒まかせたのが私だってバレたら大変なことになるじゃない」

　──!?　え？

　とんでもない話を聞いてしまった。

　これまでの騒動は、全部ギリアムの仕業だってことか!?

「うふふ、でも、それじゃあ首尾は上々ってことね。せっかくモンスターを増やしたり、あの温泉のせいで村に活気が戻り始めた時はどうしようかとも思ったけど、より大きな問題の責任をあの小娘に負わせることができて良かった」

　ギリアムがけらけらと笑う。

「モンスターが増えて人口が減ることよりも、国王の身に危険を及ぼしたことの方が、ずっと責任は重いし村人の心象だって悪くなるもの。私が村長となる日も近いわね」

　ああ、なるほど、そういうことか。

　もとから子供であることで疑問視されていた村長に、トラブルの責任問題を負わせて政まつりごとから手を退ひかせ、実権を奪う。

　彼女は、ライゲアの村長になりたかったのだ。

「私はね、仕事一筋でずっとやってきたの。前の村長に何度も媚こびだって売ったわ。私はね、ただの村娘で終わる器ではないの。まずはこの村を乗っ取り、王都のように開発して、立派な町にするわ」

　ギリアムが得意気に続ける。

「そうして金を蓄え、武力も整えたライゲアは、この国ではなくてはならない存在となり……もしかしたら王都に叛はん逆ぎやくして国を乗っ取るかもしれないし、ここが王都になるかもしれないわね。いずれにせよ、この村には私の夢の踏み台となってもらうわ！」

　ええっと、とんでもないことを言い始めたぞ。

　しかし、ギリアムがそう宣言したところで、フレイがテーブルの上のガラスの容器──俺に気付いてぎょっとした。

「ギ、ギリアムさま、それは？」

「うん？　ああ、それはさっき小娘が持って来たものよ。美容にいいからって村が乗っ取られていることにも気付かずにバカよね」

「い、いえ、ギリアムさま、あの温泉には、自分のお湯を通じて視界を確保する力があるのです。ゴブリン退治の時もその力を使っていたらしく……」

　ギリアムが、ハっとなってこちらを見る。

「えっ!?　じゃ、じゃあ、もしかして、これまでの会話はすべて──」

　しかし、ギリアムが知らないでくれていて良かった。

　あとは、チーチクに相談して、然しかるべき手段で罪を追及するなりすれば──。

　──バタン。

　その時、入口の扉が勢いよく開いた。

「話はすべて聞かせてもらったですよ、ギリアム」

　って、チーチク!?　こっそり聞いていたのか!?

　居ても立ってもいられなくなったんだろうが、これじゃあ俺がこっそり中で聞いていた意味がないじゃないか。

「これまでの悪行、これからの企たくらみ。村人と国の役人にすべて報告させてもらうです。ギリアム、申し訳ないですが、村長業務の代行は今日までで終わりです。村長の権限を持って、あなたを解任するです」

「…………」

　チーチクの言葉を聞いたギリアムの顔から、すうっと血の気が引く。

　だが、青ざめた様子のまま重たい口を開く。

「フレイ、始末して！」

「い、いいんですか？」

「筋書きは後で考えるわ。とりあえず、このまま生かしておくと、これまでの計画がすべて台無しよ！　騒ぎにはならないように」

「……善処します」

　一見危なそうな状況だが、よく考えたらチーチクは武術の達人だ。

　それに、フレイの実力は俺も知っている。

　逆立ちしたって、チーチクに敵かなうはずはない。

「あなたがあたしを倒すって、冗談で言ってるですか」

「不本意ですが、本気なんですよ」

　フレイは、愛想笑いを浮かべながらそう答えると同時。

　なんと、着ていたフルプレートを砕きながら脱ぎ捨てた。

　──なっ!?

　金属の破砕音とともに、帷子かたびらと下着のみの姿のフレイが現れる。

　刹せつ那な、フレイがチーチクに向かって飛び込み拳こぶしを放った。

　凄すさまじき速度の突進がチーチクの懐を捉とらえたが、チーチクはそれをすんでのところで受け止める。

「小娘、最後にいいことを教えてあげる。そいつはね、私が買った元暗殺者の奴隷なの。ゴブリンの巣に入った時、他の巣からべつのゴブリンが来るように香を焚たいたのはそいつだし、毒ガスが発生するよう魂機物グリムを温泉に仕込んだのもそいつよ」

　なん……だと!?

「いつも舐なめたことばかり言って頼りない男だと侮っていたですが、あれは周囲を油断させるための演技でしたか」

「いえ、楽したいのは本心です。目立つのは怠だるいから嫌いなんですよ」

　余裕のある笑みを浮かべながら、フレイが左肩を狙ねらった蹴けりを放つ。

　チーチクはそれをかろうじて防ぐが、苦く悶もんの表情を浮かべた。

「温泉を出る時、一度湯に浸つかっておいて良かったです。実力差は歴然としているようですが、まだやるつもりですか？」

　先程まで温泉に入っていたこともあって、身体能力が向上しているチーチクだったが、そういえばフレイも入っていたっけか。

「っ……まだ、わからないです！」

　続けてフレイの掌しよう底てい。

　今度はそれが綺き麗れいに決まり、チーチクが家の外に吹っ飛んだ。

　直後、向かいの大樹にでも背中を激突させたのか、どしんとなにかが揺れる物音が聞こえる。

　ダメだ、実力の差が歴然としている。

　本気を出したフレイの実力は、チーチクを遥はるかに上回っていた。

　──っ！　誰か、チーチクを助けてくれ……！

「ふふふ。甘く見るからこんなことになるのよ。さて」

　そう言うと、ギリアムが俺の入っている容器を手に取った。

　そのまま家の外へと出て、フレイに半ば一方的にやられるチーチクを見る。

　丁度、フレイがチーチクの髪の毛を右手で摑つかみ、吊つるすようにして彼女を持ち上げるところだった。

「ふふふ、見えているんでしょ？　どう？　私を陥れようと小細工してたみたいだけど、逆に不幸な現場を目撃することになってしまって残念ね」

　楽しそうにギリアムが言う。

「そうだ、フレイにはまだ始末しないように言って、しばらく弄もてあそぶのもいいわね。たまには女を屈服させるのも気持ちいいかもしれないわ。あの小生意気な娘が私の足を舐なめるところを想像するだけで……あぁっ、やだっ、濡ぬれてきちゃう」

　変態か。

　くそ、なにかチーチクを助ける手段は……！

　温泉からライゲアまでは距離があるし、ゴブリンの巣に湯けむりを飛ばした時とはわけが違う。

　ああくそ、どうして今の俺には手足がないのか。

　もしここに人間の時の姿でいたなら、なにかできたかもしれないのに。

　──いや、違うだろ。逆だろ。

　俺は、誰かを助けるために温泉になったのだ。

　──チーチクを助けたい。いや、助けられなくて、なにが温泉だ。

　俺の気持ち熱に反応したのか、ごぼっと容器の湯が沸騰して泡を立てた。

　──そうだっ！

　これだけ離れていても、上う手まくマナを使えば水質は操作できる。

　ガラス容器の蓋ふたはコルク製で密封されているが、激しいガスの圧力を発生させれば、内側から開くことも不可能ではない──はず。

　先日、妙な薬を落とされてガスを発生させてしまったあの時のことを思い出しながら、俺は水質を変化させてガスを生み出す。

　身体からだの内側から、ポンとなにかが飛び出す感覚とともに、景気良く容器の蓋が開いてギリアムの顔面に直撃する。

「なっ!?　容器が勝手に!?」

　ギリアムが容器を落として地面を転がった。

　中のお湯をこぼしながらも、残ったお湯で視界を確保する。

　──今だ！

　俺は、そこから湯けむりを発生させてフレイに浴びせる。

　体力低下の弱体効果デバフをお見舞いしてやれ！

「なっ──!?」

　容器の中のお湯の量は極めて少なく、湯船から離れているせいか大した量は生み出せないが、チーチクとフレイの実力差を逆転させるには、充分だったらしい。

「熱美あたみさん、ナイスですっ！」

　瞬間、捕まっていたはずのチーチクが、動きの遅くなったフレイの腹に、強烈な蹴けりを放った。

「ぐはっ」

　彼が地面に膝ひざを折るようにして倒れると、チーチクはその首に追い打ちのように手刀をお見舞いした。

　バタリと音を立てて地面に俯うつぶせて、フレイがまったく動かなくなってしまう。

「さて、形成逆転ですよ、ギリアム」

「っ──ま、まだよ！　ふん、私だってこう見えて魔法使いの端くれ。手負いの娘の一人くらい！」

　慌ててギリアムが右手をかざすが、瞬間、彼女の背後になにかが飛んで──いや、跳んで来て、彼女を羽交い締めにした。

　もちろん、チーチクではない。

「しばらくいない間に、ずいぶんと愉快なことになってるじゃないの」

　聞き慣れた声。

　呆あきれるような声色でギリアムに言った、身軽そうな革かわ鎧よろいを身に纏まとい、長剣を携えた金髪のエルフ。

　熱美温泉お客さま第一号でもある、レティシアだ。

「な、なんでお前がここに！」

　ギリアム同様、それは俺も疑問だった。

　どうやってここに……？

「さっきライゲアに戻って来たのよ。そうしたら、この家の方から、熱美の声が聞こえた気がしてさ。なんつーの、誰かチーチクを助けてくれ、って。だからすっ飛んできたわけ」

　レティシアが、地面に転がった俺を確認して頷うなずく。

　いや、俺がここにいるからって、どうしてレティシアに俺の言葉が……？

「念話なんて、よほどマナの扱いに長たけた種族でもない限りやれないものなんだけど。やっぱりあいつ、普通じゃないわね」

　──あ。

　お客さまリストの機能が解放された時のことを思い出す。




『このリストが埋まると経験値が溜たまり、レベルアップすることができます。

　また、好感度が高くなると、その対象と念話できるなど様々な特殊効果が発生します』




　そういえば、このようなことが書いてあった。

　自分でも気付かぬうちに誰かに助けを求めようとしてしまって、それをレティシアが聞いたってわけか。

「うふふ、この状況だと多勢に無勢ですね～。諦あきらめた方がいいですよ～」

　すると、もう一人影が近付いて来る。

　こちらも見慣れた神官服──クムさんだ。

「レティシアちゃんってば、慌てて走り出すからなんだと思ったら、なるほどピンチな状況だったんですね～」

「な、な、な……バカな。私の野望が。ライゲアを取って天下も取るという夢が……」

　そのまま黙って、抵抗することもなく俯うつむいてしまうギリアム。

「で、これって一体なにがどうなってこうなってたわけ？　こいつが悪いことをしていたのは知ってるんだけど」

「え？　ギリアムが悪いことをしていたのを知っている、ですか？」

　レティシアの質問に、チーチクが意外そうに答える。

「私が彼女からもらった超万能薬エリクシルがあるでしょう？　あれをね、クムが鑑識に出してくれたのよ」

「ラーダ教にそういう場所があるのです。公表はしていないのですが、この手の貴重な薬や宝具の類たぐいの、真しん贋がんや性質を調べる機関みたいなものですね」

「ま、詳しいことは私もよくわかってないんだけどね、そこで調べた結果、ギリアムがくれたあの超万能薬エリクシルが、偽物だってことがわかったわけ」

　レティシアの言葉を聞いて、驚き顔で顔をあげたのはギリアムだ。

「そんな!?　私は、本物だと聞いてあの商人から譲ってもらったのに!?　た、確かに信じられないくらい安かったけど、それは未来の村長への融資みたいなものだって……」

　それ、間違いなく騙だまされてるだろ。

「完全な偽物ではなく模倣物ですね。超万能薬エリクシルの効果をつくりだすため、人為的に魂を宿らせて、超常的な効果を引き出させた人工的な魂機物グリム。私たちは、人工魂機物アーテイフイカルグリムと呼んでいますけども」

「……人工的……そんなこと、可能なのです？」

　チーチクが、不思議そうに聞く。

「あまり表には出てませんが、世の中にはそういったものもあるんですよ。でも、魂を扱うなんて、人の手には余る行為です。極端な副作用が生まれたり、暴走したり、必ずなにかしら弊害が出ます」

　ギリアムも、項垂うなだれながらも驚いた顔で黙ってクムさんの説明を聞いていた。

　あの様子だと、本当に知らなかったのだろう。

「この超万能薬エリクシルの場合、一時的に人間の持つ回復力を覚かく醒せいさせあらゆる不調を治しますが、翌日反動が来てより酷ひどいことになる、といった感じでしたね。この結果に関しては、実験してレティシアちゃんにも見てもらいましたが……」

「はぁ、飲ませると大変なことになるところだったわ。ほんと危なかった」

「まぁ、というわけで、超万能薬エリクシルを突き返してギリアムをとっちめて、熱美あたみを助けようとここに戻って来ていたのよ」

　なるほど。

　でもまぁ、そういうことだったら結果的に丁度良かったのかもしれない。

　村を牛耳っていたギリアムはこうやって倒せたことだし、きっと明日から元通り温泉営業を再開できるだろうし──。

　──ゴゴゴゴゴ。

　その時、地が割れるような音が聞こえてきて、ぐらりと周囲が揺れた。

　え？　な、なんだ？

「な、なに!?　なんなの!?」

「一体どうしたですか。地震……？」

「違います！　皆さん、上です！」

　一斉に頭上を見上げる。

　すると、暗くてはっきりとは見えないものの、上空十数メートルくらいの場所を、巨大な生き物が飛びまわっていた。

「あれは──ドラゴン!?　なんでこんなところに！」

　レティシアの声が聞こえた。

　ドラゴン!?　あれが!?

　地面が揺れているのは、ドラゴンが翼をはためかせた際に発生している、突風のせいらしい。

　普通に考えてそんな勢いの風は起きないだろうし、魔法の類たぐいかなにかだろうか。

「な、なんでドラゴンが……こんなところに出てくるです……？」

　チーチクが、震えながら呟つぶやくと、その隣のクムさんがなにかを理解したように頷うなずいた。

「おそらく、ゲートを無む理り矢や理り開いたせいですね」

「どういうこと？」

「私たちで潰つぶしたゴブリンの巣もそうですが、突然ライゲアでモンスターの巣が増えていたじゃないですか。おそらく、あれはすべてレティシアちゃんがもらった超万能薬エリクシルのような人工魂機物アーテイフイカルグリムでつくられた道具を使って、開かれたものだったんですよ」

　レティシアが、まさかとばかりに羽交い締めにしたギリアムの方を見る。

「……商人からもらった道具で開いていたのは確かよ。そういったものかはわからないけど……」

　なるほど。

　いずれにせよ、無む理り矢や理り開いていたには違いない、と。

「で、でも、そのゲートは閉じたはずでしょう？　私たちが潰つぶしたゴブリンの巣以外も、他の冒険者たちが処理したって話だったけど」

「簡単に説明すると、あれです。壊れた鍵かぎを使って扉を開けていたら、鍵穴がバカになって扉が閉まらなくなってしまった。で、こっちに出たがっていたドラゴンが、無理矢理こじ開けてやって来ちゃった、ってところでしょうか」

「「ええええええええええええ!?」」

　レティシアとチーチクが声を合わせて驚く。

「と、とりあえず、村の人たちを避難させる必要があるです！　山の方に戻って行ったですが、またこっちに来るかもしれないですし！」

「そうね。チーチクはまずそうした方がいい。とりあえず、私は温泉に向かうわ」

「温泉に行って、どうするんですか？　レティシアちゃん、まさか──」

「決まってるでしょ、あのドラゴンをどうにかするのよ。だって、このままじゃライゲアもダメになるし、温泉も壊されちゃうわけでしょう？」

「いやでも、ドラゴンをどうにかするって……ドラゴンですよ？」

「できなくてもやるしかないじゃない。逃げると言っても、こんな夜に町の人をみんな集めてお行儀よく逃げられる？　追いかけられるかもしれない。そもそも、ここの住民をどこに受け入れてもらうの？」

「それは……」

　チーチクが言葉に詰まる。

　逃げるとは言っても、具体的な算段が立たないのだろう。

　追いかけられて襲われる可能性だってあるだろうし、ドラゴン以外のモンスターと遭遇する可能性だって当然ある。

　もし避難で長距離を移動するのであれば、足や食料をはじめ様々な物資も必要だ。

「ま、なにもまったく根拠がなく言ってるわけじゃないわよ。熱美あたみがいるのよ？」

　え？　俺、どうにかできるの？　あれ。

「いやでも、確かに熱美さんの力は凄すごいですが、ドラゴンがどうにかなるとは……」

　その通りだ。

　しかし、レティシアは怯ひるまずに答える。

「だから、二人は無理に手て伝つだわなくてもいいわ。わかってるもの、無む茶ちやなことを言っていることくらい」

　レティシアがそう言い切ると、しばらくチーチクが黙った。

　そして、溜ため息いきのようなものを吐ついて。

「はぁ、わかりましたです。パパさまに譲ってもらったこの村、壊すわけにはいかないですから」

「いやだから、無理に付き合わなくていいって言ってるじゃない」

「外の人間に村の命運を任せて、村長であるあたしが傍ぼう観かんなんてできるわけないですよ。顔見知りの相手なら、なおさらです」

　そして、小さな胸を張るようにして言う。

「あたしも手て伝つだうですよ。あのドラゴンをやっつけるです」

「チーチク……」

　すると、クムさんも苦笑いを浮かべて、なにかを覚悟するように頷うなずいた。

「正直、命知らずとしか思えませんが、乗りかかった船です。それに、ラーダ教の神官には人々を幸せに導くって使命もありますし、教義的にも黙って見ているわけにはいきませんね」

「いやいや、クムは本当にいいわよ。関係ないじゃない」

「ところが、ないわけでもないんですよ。もしかしたら、熱美あたみさんが壊されるとまずいかもしれませんので。宗教上の理由で」

「そ、そうなの？」

「はい」

　俺が喋しやべれない中、いろんなことが勝手に決まっていく。

　しかし、自分の命の危機を助けてくれると言う、心強い味方が増えているのだ。

　俺は黙って、素直に喜ぶべきだろう。

　レティシアが、クムさんとチーチクの二人を見て、もう一度「はぁ」と溜息をつき、心底嬉うれしそうな笑みを浮かべた。

「わかったわ。じゃあ、よろしく頼むわよ」

「はいです」「ええ」

　チーチクとクムさんも、笑顔で頷いた。
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　レティシアに賛同したのは、クムさんとチーチクだけではなかった。

　なんと、同じようにこの温泉ならなんとかできるのかもしれないと思った温泉客たちが、レティシアたちがドラゴンをどうにかしようとしているという話を聞いて集まってきたのだ。

　やって来たのは、レティシアたち三人を含めて全部で十五人。

　ゴブリンの巣を討伐した時よりも若干多いが、よくもこれだけ命知らずな人間がいたものである。

　その全員が、かつてここに通ってくれていた常連客だ。

　──持つべき者は常連客だな。

　俺は、そんな冒険者たちがどうやってドラゴンを追い払うのかと話し合うのを、実体化せずに聞いていた。

　如何いかんせん、今日はもう何度も実体化しているため、マナの残量もそう多くはない。

　とりあえずは聞き役に徹して、必要になった時に実体化して発言するつもりである。

「あのドラゴンについてわかったことがあるです！」

　村人を避難させていたため、遅れて温泉にやって来たチーチクが、慌てて食堂に入るなり叫んだ。

「お疲れチーチク。で、わかったことって？」

「あれは、ずっと昔、この山に住んでいたドラゴンではないかという話です。町に近付いてきた時、額に十字の傷があるのを確認した村人が多数いるらしいのですよ。これは、ライゲアの山のドラゴンについて記した文献で、多く確認できる特徴なのです」

　チーチクが、伝つたえ話のドラゴンについて語る。

　はるか昔、この山には人里ができるより以前からドラゴンが住み着いていたが、無む闇やみに人を襲うこともない温厚な性格で、時には人里に人の姿で下りてきては、人語を喋しやべり村人と戯れたのだとか。

　ところが、そんなドラゴンを狩ろうとする冒険者の集団が現れた。

　ドラゴンの鱗うろこや牙きばは高額で取引される武具の素材であり、腕に覚えのある冒険者の中には、ドラゴンのみを狙ねらって狩るような者たちも多くいるためである。

「ドラゴンを狩ること自体は、べつに悪いことではないです。モンスターを狩って生活する冒険者は多いですし、強暴なドラゴンであればそうでなくとも討伐されてしまうです。ドラゴンだって、それはわかってるです。でも──」

　でも、この地のドラゴンは戦うことを嫌い、ライゲアの人々との共存を望み、当時の村長とそういった約束もしていた。

　それなのに、粗暴な冒険者たちは山に入り、ドラゴンを襲った。

　村の住民たちは、そんな冒険者たちを止めようとしたが、なにせその集団はちょっとした国の軍勢ほどの規模で、とても阻止できるものではなかったのだそうだ。

「信じていた人間に裏切られたドラゴンは、心に大きな傷を負いました。それでも、ドラゴンは人間を信じることをやめません。そんなドラゴンに近付いたのが」

「氷の魔女、ですね」

　クムさんが口を挟むと、チーチクが頷うなずいた。

「『可哀かわい想そうなドラゴンさん、私があなたを悲しみから救ってあげましょう』そう言って、魔女は近付き、心を凍らせる魔法をかけたらしいです。世界を恨み、憎悪を焚たき付つけ、心が混こん沌とんに支配される、そんな魔法を」

　──魔法というよりは、呪のろいか。

「私も、この地に訪れる前からその話は存じていました。確か、軍を動員しても退治できなかったから、最後は優秀な魔法使いが数人集まって魔界に飛ばしたと聞いています。おそらく、その時のドラゴンが戻ってきちゃったってわけですね」

　……なるほど。

　俺は、視界を食堂から温泉の外に移す。

　湯船の頭上、ここから見える山の中腹部あたりを、ドラゴンが飛行していた。

　全長、十メートル以上はあるだろうか。

　角の生えた蜥蜴とかげのような顔に、全身をびっしりと鱗うろこで覆われた体たい軀くには、巨大な翼と尻尾しつぽが生えている。

　さきほどから山の周辺を飛びまわり、下りるようにして村の方に向かっては、また山頂まで戻るといった行動を繰り返しているが、その最中山の木々を尻尾で薙なぎ倒たおしたり、ライゲアの民家を潰つぶしたりするものだから迷惑極まりない。

　この温泉は、結界の魔法が使えるクムさんと冒険者たちがドラゴンに見つかりにくいように魔法を使ってくれているが、それにしたってずっと保もつものではないらしいしな。

「しかし、軍が集まっても討伐できなかったドラゴンか。強力なドラゴンの皮膚は鋼より硬く、魔法も通用しない厄介なもの。どうしたものかしら」

　レティシアも両手を組んで考え込む。

「うむむ、弱小種であれば先日倒したのだがな。なぁ、兄者」

「そうだな、弟よ。近付かなくてもわかる強大なマナ。外を歩くだけで、同じドラゴンでも格の違いを感じる」

　同席していたグランハルト兄弟も、神妙な顔で続く。

　他の冒険者たちも、一様に難しい顔になった。

　どうやら、より絶望感を与えてしまう話だったようである。

　単に弱体化させるというだけであれば、俺の湯けむりを使えばなんとかなるのかもしれないが……それにしたってどこまで通用するかわからないしな。

「とにかく、厄介なのは皮膚です。昔の人達たちは、倒せないからこそ他の世界に追放したわけですから。あたしたちも、似たような方法を考えないといけないです」

「他世界への扉を開くなんて、国宝級の魔法使いを集めないと無理じゃないでしょうか」

　チーチクの言葉に、クムが苦笑いを返した。

　──倒せない、か。

　まともに傷を付けられないのであれば、それ以外の方法でなんとかするしかないわけだが……。

　いや、待てよ。

　ふと、自分の温泉の効能を思い出す。

　俺に最初からあった、あれ。

　もしかして、あれさえあればなんとかなるんじゃないのか？

　思い立つとすぐに、俺はマナを搔かき集めて実体化を行った。

　位置はレティシアの隣り。

　とつぜん現れた緑色の光に、座っていた冒険者たちは一瞬戸惑ったが、レティシアとチーチク、そしてクムさんが落ち着いているのを見て、なにかを悟ったような顔でこちらを見た。

「も、もしかして！　あなたが、この温泉の神!?」

　そのうち一人の冒険者が、人の姿となった俺を見て、興奮気味に立ち上がる。

「いかにも。俺は神だ」

　冒険者たちがどよめいた。

「お、おお！」「神だ！　神さまだ！」「あれがこの温泉の……神！」「神だけに立派なものをお持ちね……」

　そういえば、この三人以外が俺を見るのってはじめてだっけか。

　女性冒険者たちは目を背けている気もするが……まぁ、気にしないことにしよう。

「ひさしぶり」

　実体化するなり、レティシアが嬉うれしそうに挨あい拶さつしてきた。

「ああ、ひさしぶり。もう逢あうことはないのかと思ってたよ」

「冷たい奴やつね。私は超万能薬エリクシルが本物で、ギリアムさんが悪いやつじゃなくても、折を見て遊びに来るつもりだったのに」

「そうなのか？」

「そりゃだって、この温泉は私が見つけたのよ？　心配しないわけがないじゃない」

　そんな風に心配されると、なんだか照れてしまうな。

「で、なにかいい案でも思いついたの？」

「ああ。ドラゴンをどうにかする方法だが、俺の温泉でどうにかならないだろうか」

「この温泉で？」

「ああ、俺の効能には──『魔女の呪のろいの浄化』というものがある」

　俺がそう告げると、一同がざわついた。

「は!?　そ、それ本当なの!?」

「そんなご都合的なことありえるわけないです！」

　信じられないことを聞いたという風にレティシアとチーチクが見てきたが本当である。

　ずっとこの効能が謎なぞだったわけだけど……もしかして、その氷の魔女とやらの呪のろいを解くためのものだったのか？

「な、なんでそんなものがあるわけ？」

　いや俺に言われてもだな──。

　って、違う違う、そうじゃない。

　俺は神なのだ、そういう反応はよくない。

「温泉だからに決まっているだろう。寒いのをなんとかするのが俺の役目だ」

　温泉ｉｓ最強。

　これ、世界の真理です。

「というわけでだな、温オ泉レに入ってもらえれば、正気に戻ってくれるかもしれない。ま、本当にやれるのかという確証はないんだけどな」

　俺の説明を聞いたほとんどの冒険者は、怪け訝げんな表情を浮かべた。

　しかし、

「いえ、いけるかもしれません」

　クムさんだけは、真面目まじめに深く頷うなずきながらそう答えた。

「氷の魔女が使った魔法は心を凍らせるものです。物質的な意味ではなく精神的なものですが、精神も水と同じような特定の条件で氷結します。心にも温度があるのです。それを温泉である熱美あたみさまがどうにかできるというのは、理に適かなっています」

　理に適っているかどうかはともかく、そうだろうそうだろう。

　つまり、温泉は最強なのである。

「断言とまではいきませんし、熱美さまも自分で言っているように、本当にやれるかまでの確証はありませんが、でも──」

「どうせ、他に方法もないから、やらないよりはやった方がいいに決まってる」

　レティシアが言うと、クムさんが真顔で頷いた。

「一いちか八ばちか、ってわけですか。そんな博ばく打ちで村の命運を決めるのはどうかとは思ってしまうですが……」

　チーチクが他の皆の顔を見回す。

　他の冒険者たちの意見を伺うためである。

　すると、彼等らも賛同するように頷いていた。

　黙ってやられるよりはマシという考えの人間も多いかもしれないが、いずれにせよ結論は出てしまったみたいである。

　──やれやれ、なんとかするしかないのか。

「だが、ドラゴンを温泉に浸つけるといってもどうやるんだ？　頼めば来てくれるわけでもあるまい。なぁ、弟よ」

「そうだな兄者。おびき寄せ、この温泉に落とす必要がある。それもまた、大した難題であり、大きな試練となるだろう」

　確かに。

　あのドラゴンをおびき寄せて、温泉に落とす方法、か。

　ふと、先日のゴブリン退治のことを思い出した。

「そうだ。あれは使えないのか？　モンスターを呼ぶ香ってやつ」

　フレイがゴブリンを呼び寄せて、自作自演していたらしいあれだ。

「理性を失っているのでしょうし、魔ま物もの香こうを使えばおびき寄せることは可能でしょうが……相手は空を飛んでいます。距離がありますよ」

「俺が湯けむりに乗せて匂においを運ぶさ。多分やれる」

　眉まゆを顰ひそめていたチーチクが、「なるほど」と頷うなずいた。

　マナを付着させれば空気に抵抗して水蒸気を飛ばせるということは、既に実験済みだ。

　匂いをそれに乗せて──現代世界でいうアロマポットのような要領で、ドラゴンまで匂いを飛ばし、ここに誘導することは可能なのではないだろうか。

「でも、本当に温泉に入ってくれるでしょうか。匂いに釣られてきても、暴れて無む茶ちや苦く茶ちやにされてしまうのがオチな気もしますが……」

　確かに、その心配は結構あるよな。

　あの匂いに釣られて上う手まくお湯にダイブしてくれれば──甘い考えなのだろうか。

　すると、レティシアがにーっと笑みを浮かべた。

「それに関しては、私にとっておきの策があるわ」

「そうなのか？」

「ええ、多分いけるはず。いや、やってみせるわよ」
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　実体化を解き、浴場に集まる冒険者たちが準備を進めるのを眺める。

　一同は、温泉の効能である強化効果を得るべく湯に浸かった後、男女混同となった大きな浴場で待機していた。

　普段は衝つい立たてで仕切られている男女の湯を一つの浴場にして、湯船も統一して一つの大きなものに変えたのだ。

　これからやることの邪魔になるので、施設を囲っていた柵さくも取り除いてある。

　浴場の構造変化を行い、ドラゴンを沈めるための巨大な湯だまりをつくったわけだが、まさか温泉運営システムをドラゴン退治のために使うことになるとは驚きである。

「では、そろそろ結界を解きます」

　クムさんが、上空を飛んでいるドラゴンを見上げながら、他の冒険者たちに聞こえるよう大きな声で言った。

「熱美あたみさまもいいでしょうか？」

「ピンポンパンポーン♪」

　返事代わりに、スピーカーからチャイムを鳴らす。

　こっちはいつだってオッケーだ。

「じゃあ、行きましょうか」

　結界の魔法を使っていたクムさんと他の冒険者たちが、それを解いた。

　同時に、魔ま物もの香こうを湯けむりに乗せて宙を飛ぶドラゴンに向けて飛ばした。

　空高く舞い上がる湯けむりが、やがてドラゴンのいる高みまで届く。

　魔物香にあてられたドラゴンが、双そう眸ぼうをぎょろりと温泉に向けて動かした。

　──来た！

　湯けむりの弱体デバフ効果でやや飛行の速度を緩めるドラゴンだったが、それでも速い。

　時には左右にふらふらとしながら、宙返りするように空を泳ぎながらこちらに向かって来る。

「今よ、みんな撃って！」

　レティシアの号令とともに、地上で構えていた冒険者たちが弓を引き、魔法を唱えた。

　しかし、ドラゴンはまったく狼狽うろたえない。

　なるほど、あれがドラゴンの脅威的な耐久度らしい。

「まだまだ、屈強な筋肉がなければ投げられない武器だってあるだろう。なぁ、兄者」

「そうだな、弟よ！」

　弓矢や魔法だけでない。

　剣や盾の類たぐいも、投とう擲てきできるものはなんでもドラゴンにぶつける。

　グランハルト兄弟の投げた剣が腹に突き刺さり、ドラゴンが声にならない声をあげた。

　つーか、俺視点だとどんどんドラゴンが自分に迫って来てるように見えるわけだけど、正直めっちゃ怖い。

　怖くてチビりそうになるくらいだが、お湯はずっと出ているわけだし、よく考えるとチビるとはなんぞや、みたいな話である。

「じゃ、チーチク、お願い」

「本当にやるですか？　行為からマゾの匂においがするですが」

「誰がマゾよ。というかやるに決まっているでしょ。やらなきゃ死ぬだけよ」

　その答えを受けて、チーチクがレティシアの背後に立った。

　そして、両手で大きなゲンコツをつくり、バレーのレシーブでもするかのような体勢で、思いきり力を溜ためる。

「じゃあ、絶対にしくじるなですよ！」

　チーチクが、下に構えていた両手をレティシアの尻に向かって振り上げた。

　ただの打突ではない。

　拳こぶしにマナを乗せ、相手を空に吹っ飛ばすように工夫をした、渾こん身しんのフルスイングである。

「きゃひんっ！」

　尻を叩たたかれ、格闘ゲームの空中コンボ被害者のように遥はるか空高くに打ち上げられたレティシアだったが、ドラゴンよりも高い高度まで出ると、宙で器用に体勢を立て直した。

　風の魔法で空気の壁を発生させ、それを摑つかんで姿勢を整えれば、ああいうことが可能らしい。

　そこまで確認したチーチクが、地上で叫んだ。

「みんな、逃げるです！　巻き込まれるですよ！」

　同時に、地上の冒険者たちが散開して、散り散りに温泉から逃げて行く。

「んじゃ、行っくわよ！」

　同時に、レティシアも剣を振りかぶりながら叫び、ドラゴンに向かって急降下を始める。

　ゴブリン討伐でも使っていた、お得意の風魔法＋落下による加速だ。












　当然、レティシアが狙ねらうのはドラゴンである。

「どっせえええええい！」

　温泉のバフ効果に落下の力を加えた、渾こん身しんの一撃。

　レティシアの斬ざん撃げきが、ガコンとドラゴンの額を叩いた。

　ドラゴンの翼の動きが止まる。

　そうして、身体からだをぐらりと揺らすと。

「熱美あたみ、クム、あとは頼んだわよ！」

　真っ逆さまになって、目をぐるぐると回しながら湯船に向かって来る。

　──来る！

　異形の巨体が、勢いよく温泉に放ほうり込こまれた。

　当然、その反動は途方もなく大きい。

　内臓を抉えぐり取とられるような鈍い痛みとともに、派手な音を立てながら温泉の水みず飛沫しぶきが上がった。

　ドラゴンが慌てて這はい上あがろうとするが、そこに散開していた冒険者たちが再び集まってきた。

　その集団に向かって、一団の中のクムさんが指令を飛ばす。

「皆さん、お願いします。クバジュ！」

　あの魔法は、マナで生み出した網を使って、ドラゴンを縛り付けるものだそうだ。

　クムさんたちは、ドラゴンが温泉に浸つかり続けるよう、必死に魔法で抑え付けてくれているのである。

　──あとは、俺がこいつにかかった呪のろいを浄化することができれば。

「グルウウウウウウウウウァァァアアアアアアアア！」

　温泉が嫌なのか、それともクムさんたちの魔法に抵抗しているのか、呻うめきながら暴れ狂うドラゴン。

　ああもう、そう暴れるなって、風呂に無む理り矢や理り入れられる犬かよ。

『やめ……て……』

　すると、脳裏に直接、不思議な声が響いてきた。

　なんだろう、この声。

『人間、殺さなきゃ。みんな、みんな、不幸に……』

　もしかして、このドラゴンの言葉か？

　新しい温泉の力──いや、違うな、多分ドラゴンの力で聞こえてくる言葉だ。

　俺がレティシアに思念を飛ばした時のように、イメージで直接語りかけてきているのだ。

　言葉だけではない。

　ドラゴンの持つ憎しみや、悲しみのようなものが流れ込んでくる。

　ドラゴンが味わった悲劇や苦悩。

　それらに侵しん蝕しよくされる心と、世界や人々を恨むようになってしまった心変わり。

『どうせ、誰もわかってくれない……』

　いや、そんなことはない。

　両親が死んで、心が荒すさんでいた時のことを思い出す。

　まるで、自分がこの世界で一番不幸な生き物のように思えて、周囲の人間も同じように不幸になってしまえばいいと、そんなことを思ってしまうこともあった。

　羨せん望ぼうして、嫉しつ妬として、憎悪して。

　でも、そんな時だったからこそ、そうなってしまった心を温めてくれるそれに出で逢あって、好きになって。

　だから俺は、温泉という存在に憧あこがれたのだ。

　──なぁ、聞こえるか。俺はこのお湯の神、熱美あたみだ。

『な……に……？』

　ドラゴンの力の影響か、こちらの念もあちらに届く。

　ああ、もしかしたらこれは俺の力もあるのかもしれない。

　温泉を通じて、こいつと繫つながってしまっているのだろう。

　──この温泉に浸つかれば、嫌なことを少しだけ忘れることができるし、元気が出て優しくなれる。だから、もう少しゆっくりしていけよ。んで、昔みたいに、この山に戻ってくればいい。

『む、無理……そんなの……もう無理……。たくさん暴れてしまった、今更……そんなの……』

　──無理じゃねぇよ。悪い魔女はもういなくなったらしいし、ライゲアの村長もいい奴やつだ。この山には俺もいる。お前を狙ねらう冒険者が来たら、俺も護まもってやる。

『そう言ってまた、裏切る……』

　──絶対に裏切らねぇよ。ライゲアを、人間を、そして温オ泉レを信じろ！

『っ──……！』

　ドラゴンの心情──その胸の奥にある冷たい黒の靄が、お湯を通じて伝つたわってくる。

　ああ、これだ。

　これこそが俺が消すべき、氷の魔女にかけられた呪のろいだ。




　──優しくしたい。優しくされたい。理解したい。理解されない。みんなと一緒にいたい。でも怖い。寂しい。辛つらい。痛い。冷たい。嫌だ。誰か。誰か──助けて。




　ああ、わかってる、わかってるさ。助けてやるよ。

　温オ泉レはそのために、あるのだから。

　湯にマナを滾たぎらせて、中にいるドラゴンを優しく抱擁するようにして包み込む。

　入浴しているドラゴンの身体からだに、温オ泉レの効能が優しく染みていった。

　これこそが、魔女の呪のろいを解くための浄化の力。

　やがて、温泉の熱に溶かされていく心と同期するように。

　もがき暴れていたドラゴンが次第に大人しくなって、穏やかな表情を浮かべた。

　そして、ゆっくりと湯船に身体を預けて──、

「熱美あたみ君の中、すごくあったかぃ……」

　人語で、満足気にこう呟つぶやいた。

　──俺たちは、ドラゴンの暴走を止めることに、成功した。




　ドラゴンが暴れなくなったのを確認すると、散開していた冒険者たちが戻って来て湯船を囲んだ。

「兄者、しかしこのドラゴンはでかいな」

「我々も鍛え続けて、このくらいを目指すべきかもしれん」

　その中の一人、チーチクは前に出ると、温泉を堪たん能のうしているドラゴンを見上げて口を開く。

「ドラゴンさん、お願いがあるのです。これ以上ライゲアを襲わないでくれないですか。この山に住んでもらうのは構わないです。村として、あなたを狩る行為に規制をつくりたいとも思っているです。どこまでやれるかはわからないですが……」

「もう、襲ってこない……？」

「あたしの関与しないところではわからないですが……似たようなことが起こりそうな時はなんとかするよう努力するです。それに、熱美さんだって協力してくれるはずです」

　って、俺頼みかよ。

　いや、確かにこのドラゴンにも、俺がなんとかするとは伝つたえたけどさ。

　ま、この近くに住んで貰もらえれば、こいつを狩りにやって来た冒険者たちに、厄介な湯けむりを飛ばすこともできるし、追い払う手段だってあるかもしれない。

　まぁ、なんとかなるだろう、多分。

　少なくとも、俺やチーチクがこいつを裏切ることはないだろうし。

「わかった。ミイはこの温泉があればそれでいい。ここ、あったかくて気持ちいい。ここにいれば寂しくない」

　湯に浸つかったままのドラゴンが、文句はないと言った風に返した。

　ミイって名前だったのか……。

　しかし、どうやら温オ泉レのことをずいぶんと気に入ってくれたらしい。

「じゃあ、昔と同じように、ミイと接続契約リンケージしてくれる者を連れてきて。身の安全と、マナの供給さえしてくれるのであれば、絶対に人里は襲わないと約束するから」

「あっ──」

　そう返されて、チーチクが口元を押さえる。

「どうしたの、チーチクちゃん」

　隣にいたクムさんが聞いた。

「ドラゴンと契約できるほどの膨大なマナを持った人間が、この地にいないです。元々は、あたしの血がその役目を担っていたのですが」

　ああ、そういえばそんなことを言ってたな。

　ええっと、それがいないとドラゴンはどうなるんだ？

「それは困る。ドラゴンは生物の生み出すマナを糧かてに生命を維持する。その供給がないと、周囲の生命を食い荒らすことになってしまう」

　つまり、動物や人間を殺しちゃうってことだな。

　……うん、そのままじゃ駄目だよね。

「ドラゴンとの接続契約リンケージ……適合者は必死に探せば見つかるかもしれませんが、信用に足る人間を探すとなるとますます大変そう。精霊や生き物との接続契約リンケージはマナを共有してしまいますし、相手がドラゴンともなると並大抵の者では扱いきれませんし」

　う～ん、と、一同が考え込む。

　簡単には見つからないというか、そりゃそうか。

　ドラゴンがそんな楽に扱えるのなら、ライゲアの村長は特別な存在でもなんでもなかっただろう。

　いや、でも、待てよ？

　誰か、強力な存在と契約したいとかなんとか、言ってたような……？

「──待って！　心当たりがあるわ！」

　その時、地面で大の字になっていたレティシアが立ち上がった。

　ドラゴンを叩たたき落おとした後、疲れ果てて気絶していたのだ。

　──あ。

　俺も思い出す。

　クムさんもポンと手を叩いた。

　そうだ、クムさんが初めてこの温泉にやって来た日、レティシアが言ってたじゃないか。

「レティシアちゃん、心当たりって、もしかして」

「リザ、私の妹よ。接続契約リンケージによる病気の中和は考えたこともあったけど、精霊や上位種が人間と契約するのって、相手を格上だと認めた時だけだからね。リザには無理だと思ってた。でも、このドラゴンなら拒否しないでしょう？」

「ミイは、裏切らないなら別に誰が相手でも構わない」

「決まりね」

　レティシアが笑みを浮かべながらガッツポーズをつくった。

「ね、いいでしょ？　熱美あたみ」

「ピンポンパンポーン♪」

　チャイムで答えると、レティシアが満足気に頷うなずいた。

「ひとまず、この温泉にリザを呼ぶわ。外に出続けるのはお金がかかりすぎて無理だけど、魔法薬を飲んでもらえば移動はできるもの。それからこのドラゴンと契約してもらう。勿もち論ろん、本人の意思は確認するけどね。いいでしょ？　チーチク」

「あたしは別に拒否する理由がないですし」

「オッケー。これで、あの子は病気が治らなくても自由に外に出られるようになる。ま、契約がなにかの理由で切れるとまずいから、病気を治す方法を探さなきゃいけないのは相変わらずだけどね。でも、それだってこの温泉に期待できるでしょう？」

　そういう効果が俺に増えるものだと勝手に思ってるな。

　でも、確かに温泉の効能の進化っぷりを見ていたら、そういったものが増えるのは時間の問題な気もしてしまう。

　色々と成功続きで気が大きくなっているのかもしれないが、温泉となった俺にやれないことなんて、もはやないのではという万能感が溢あふれていた。

　ドラゴンだってなんとかできてしまえたのだ。

　今の俺は、人の汗を流すだけの温泉ではない。

　流れるのは星──そう、人の願いを叶かなえる流れ星のような温泉である。

「あ、そうだ熱美、まだ少しくらいはマナ残ってるでしょ？　そういうわけだから、このドラゴンに挨あい拶さつくらいはしておいた方がいいんじゃない？」

　レティシアが提案する。

　確かにそうだな、これから同じ山に住む者として、仲良くやっていく必要のある相手だ。

　俺はマナを集め、ドラゴンの前に人の姿で現れる。

「さっき頭の中で話していたけど、初めましてでいいのかな。ここで温泉をやってる草くさ津つ熱美だ。改めて今後ともよろしく頼む」

　まぁ、さきほど彼女の憎しみ的ななにかを受け止めた俺だ。

　軽く挨拶をすれば、すぐにでも仲良くなれるだろうが。

　ドラゴンが、鋭い双そう眸ぼうを俺に向けたまま、微動だにせず固まってしまう。

　な、なんだ？

　あんなにリラックスして温泉に浸つかっていたというのに、急にどうして──。

　そして、「ぐるぅ」と言いながら立ち上がり、何な故ぜか尻尾しつぽを振り上げる。

　え？　いや、なに？　怒ってらっしゃる？

　俺、なにか悪いこと──

「……お、お、乙女に変なもの、見せるのよくない！」

　思いきり振り下ろされた尻尾しつぽが俺をはたく。

「なああああああああああああああああああ!?」

　当然、鈍い痛みが全身を襲い、俺の身体からだは先程のレティシアのように、温泉の上空へと吹っ飛んでいく。

　え、え、ええええええ？

　乙女って……可愛かわいらしい名前だとは思っていたが……女だったのか！

　つーかドラゴンが恥ずかしがるなよ!?

　俺は、心の中で何度もつっこみながら、夜空の星となった。





　　　◆






　ドラゴン騒動から一週間後。

　夜半過ぎ、ライゲア付近の街道で、路上に倒れた数人の男たちを、一人の神官が笑顔で見下ろしていた。

　神官の名は、クム・ユーリスト。

「氷の魔女の残した魔術を使い作り出した人工魂機物アーテイフイカルグリム。押収とともに、すべて破壊させてもらいました」

　男たちの周辺でバラバラになった陶器や宝石、武具の類たぐいを見回しながらクムが呟つぶやいた。

　──おいおい、もう終わりかよ。

　と、クムの脳裏にハスキーな女の声が響いた。

「ええ。今回はお疲れさまでした。ギリアムさんから無理矢理聞き出した情報、正しいものでよかったです」

　──手て応ごたえがなくて全然物足りねぇ。俺にもドラゴンと戦わせろってんだ。

「ダメですよ。あなたは人工魂機物アーテイフイカルグリムの破壊任務以外で使うことを、教会に禁じられてるのですから。んじゃ、またなにかあったらお願いします。面倒ですが、この人たちを王都の支部まで運ばなければなりませんし」

　──って、おい、ちょっと待て、だから俺はまだ満足してな──。

　クムが、緩めていた首輪に鍵かぎをかける。

「さて、さっさと本業を終わらせて、朝には戻るとしましょう。明日──いえ、もう今日ですね。レティシアちゃんの妹が来るという話ですし、私も出迎えたいですから」

　クムは商人を抱えると、王都に向かって早足で歩き始める。

「それにしても、氷の魔女の魔法を溶かすあの温泉の力。世界に残留した魔女の呪のろいをすべて浄化するための、大きな可能性となりそうですね。だとすれば、彼は」

　ふと、クムが夜空を見上げると、丁度流れ星が落ちるところだった。

　この世界にも、流れ星に願い事をするという文化のある地域があり、クムはそれを知っている。

「この世界を幸せに導くために現れた、神さまなのかもしれません」





■エピローグ




「はじめまして、リザ・ハーベランと言いますっ。おねーちゃんに誘われてやって来ました。そ、その、ふつつか者ですが、よろしくお願いしますっ！」

　温泉にやってきた少女は、血が繫つながっていないのだから当然ではあるが、姉のレティシアとはまったくといっていいほど似ていない、お人形さんのような少女だった。

　長い睫まつ毛げに大きな目、片目を隠す澄んだ銀の髪は美しく、肌の白さも相あい俟まって儚はかないという表現がふさわしい。

　背もチーチクと変わらないほどに低く小柄で、ますます弱々しい印象を見るものに与えそうである。

　しかし、胸部だけは違った。

　白いワンピースの上からくっきりと形がわかるほど豊満なもので、ひとたびそこに目を向けそのたわわな揺れを確認すれば、見る者すべてがきっとこう思うだろう。

　彼女はお人形なんかじゃない、生命の力強さと神秘を感じる、と。

「よろしくお願いします、リザさん。ラーダ教の神官をやっております、クム・ユーリストと申します」

「チーチク・マイナポットです。ライゲアの村長なのですよ」

　ライゲアでレティシアと待ち合わせて、それから彼女に案内されて温泉までやってきたリザは、ロビーの片付けをしていたクムさんと、なぜかその手て伝つだいをしてくれていたチーチクに出迎えられた。

　まぁ、相手から姿は見えないが、俺も待ち構えていたわけだけどな。

「じゃあ、挨あい拶さつもさっそくで悪いけど、温泉に行くわよ。待機してもらってるミイと契約してもらわないと、あの子そろそろお腹なか減って死にそうって言ってたし」

「わ、わ、それは大変っ。ドラゴンさん死んじゃうっ」

「うふふ。じゃあ、チーチクちゃんとレティシアちゃんに契約のことをお願いしている間に、私はお食事の準備でもしようかしら。レティシアちゃんもリザちゃんも、お腹空すいてます？」

「え？　そんな、確かにまだなにも食べてなかったけど、今日は温泉の営業もないし無理に食堂を使ってもらわなくてもいいのに」

「この温泉、明日から通常営業に戻すんでしょう？　しばらく使ってなかった食堂の掃除とか手入れとかしておきたいですし、丁度いいですよ」

「まぁ、それもそっか。じゃあお願いしようかしら」

　レティシアが答える。

　ドラゴン騒動以降、町はごたごたしていたし、なにより食料不足のミイがマナを補充するために半日くらいは温泉を独占してしまうため客を呼べなかったが、ようやくそれから解放されるのだ。

「あ、そうだ、リザもこの温泉で働くことになったから。村の復興で忙しそうなチーチクの代わりになるかもね。なんならチーチクはもういらないかも」

「誰がいらないですかこのマゾエルフっ！　あたしだってしっかり手伝うですよっ！」

「いや、アンタは本当に無理しなくていいってば。つーか、暇さえあれば来ているけど、村長の仕事の方を優先しなさいよ」

「か、勝手に決めてしまってすみません。なるべくお邪魔にならないように手伝いますので」

「いえいえ。人手は足りてませんから、一人でも多い方がありがたいですよ」

　そうして、新しい仲間も増えて、温泉に生まれ変わってしまった俺の温泉稼業が再開する。

　誰かの心と身体からだを温めるため、幸せにするため。

　たとえ異世界だろうが、人が温そ泉れを求める限り、最高の癒やしを提供する。

　それこそが、温泉という存在に生まれ変わった、俺の願いに違いないのだから。





■あとがき







　えっと、七なな烏う未みです。

　この後書きを読んでいる頃に、もうボクはこの世には──いや、すんません、ばりばりいますね。かろうじてですけど生きています。

　いえ、生きていれば当然ではあるのですが、なかなか色々とありまして。

　歳としをとるにしたがっていい出来事よりも悪いそれの方が印象強くなっていくのは仕方のないことなのでしょうね。

　あぁ、歳を取るって嫌だ。

　できれば若くなりたい。

　今の記憶を引き継いだまま子供に戻って、自分の凄すごさを鼻につかない程度に演出しつつ、出来るだけ楽に小こ賢ざかしく生きてモテたい。

　ボクの人生も、強くてニューゲーム機能が実装されませんかね……。




　というわけ（？）で、疲れていると癒やしてくれるようなものが欲しくなるわけですが、この企画はそうしたボクの心の疲れから生まれました。

　あー、たまには手足を伸ばしながらゆっくりお風呂に入りたいな。

　というか温泉がいいな。

　どこかでのんびりあたたまって、汗とか担当さんへの怒りとか憎しみとかを流しながら、偶然にも混浴だったりする露天風呂で女性の裸とどっきり出逢ったりしないかな。

　風呂に入りたいし女の子の裸もみたい。

　というか、どうせだったら女の子に入っていただきたい。

　いやいや、待てよ。

　なんならもう、温泉になってしまいたい！




　そんな気持ちを勢いのままに書き殴ったプロットは、「いや、温泉になるって意味わからないだろう」と冷静になったボクに一度否定されハードディスクの奥に仕舞われることになるのですが（!?）、紆う余よ曲きよく折せつあり本にしようということになったのがこれです！

　まぁ、書くことが決まったあとも、担当さんと意見が合わないことが多く大変だったのですが！（そして間違いなく向こうも！）

　激論の末に出来上がった本作、是非お楽しみ頂ければ幸いです！




　では、謝辞へ。担当のＯさん、挿絵の庄しよう名なさん、デザイナーの方に営業の方に校正の方、編集長さまやその他関わってくださった皆さま、ありがとうございました。

　そしてなによりも、今お手にとってくださってる読者の方々。

　古い言葉に、「存在するとは知覚されること」というものがありますが、だとすればこの本が実在しているのは皆さまのおかげなんだろうな、なんて。




　ではでは、今後ともよろしくお願いできれば。


２０１７年の寒い日　七なな烏う未み奏そう

















特別付録　書き下ろし短編







■客寄せビキニプロジェクト




　熱美温泉を存続させるため、お金を稼ぐことが決まった二日後の晩。

　客足の鈍さから番台で曇り気味の表情を浮かべていたレティシアに対して、嬉しそうにクムさんが持ってきたのは、やたらと肌面積の多そうな赤いビキニのアーマーだった。

「こういうものを着て接客すれば、少なくとも男性客は離れないと思うんです」

「は!?」

　赤い僅かな布と、少し引っ張れば切れてしまいそうな紐とで構成されていて、鎧というよりは水着──というより、もはやほとんど全裸に近い。

「ちょっと待ちなさいよ！　こんなの着られるわけがないでしょう!?」

「安心してください。私もちゃんとこれ着て接客しますから！」

「クムが着るなら私は着なくてもいいでしょう!?　嫌よ！　絶対嫌！　なんで私がこんな鎧を──」

「でも、この温泉が潰れると困るでしょう？　私が着るよりもレティシアちゃんの方が似合いそうですし〜」

　まるで、エッチな漫画に出てくる悪役のようなことを言ってのけるクムさん。

「……わ、わかったわ！　着るわよ！　着て男をたぶらかせばいいんでしょ！」

　クムさんから逃げ道のなくなるような言われ方をされて、苦言を呈しながらレティシアが更衣室へと入っていく。

　しかし、レティシアってなんだかんだチョロいよな……。

　やがて、更衣室でビキニアーマーを身に付けたレティシアが、番台前で待っていたクムさんとのところへと出てくる。

　双丘の頂上を申し訳程度に隠す僅かな三角系からは、豊満な乳房の肉圧が脇から零れてしまっているし、局所を覆った逆三角形もなにかの拍子でその土手の中身が見えてしまいそうなほどにギリギリのものだ。

「やっぱりありえないんですけどこれ!?　えっちすぎるわよ！」

「えっちすぎるからいいんですよ。あ、そうだ、ちょっとポーズを取ってみてください。ほら、胸を強調するように、身体をくねっとさせながら。妹のために」

「……ああもう、わかったわよ！」

「で、これをかけてください」

　そう言って、クムさんが袋からさらになにかを取り出した。

　木の看板のようだが……そこには、この世界の文字で『１回２ブロズ』と書いてある。

　──バタン。

　と、その時、更衣室のドアが外側から開いた。

　左右にあるお下げを揺らしながら入ってきたのは、昨日この温泉にやってきて存続の危機をもたらした、ライゲアの村長でもあるチーチクだ。

「な、ななななな、なにを、なにをやっているですか？　しょ、娼館でも始めるつもりですか!?」

「なにって、客を増やすためにクムがやれっていうから……」

　レティシアが自分の格好を確認する。

　卑猥としか言いようがない鎧に、首にかけられた『１回２ブロズ』の文字と、男を誘う蠱惑的なポーズ。

「ってかそういう風にしか見えないじゃない!?　ちょっとクム、なに着せてんのよ！」

「いや〜、こっちの方がお客さん集まると思ったんですよ。やっぱりダメですかね」

「ライゲアの品位が下がりますからこういうのは絶対にＮＧです！　すぐにやめてくださいです！　禁止です！」

「うーん、残念」




　結局、えっちなビキニ鎧は営業に使われることがなかった。









　著者
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